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高度情報・半導体人材育成の全体像教育学部組織改編図
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（１）佐賀大学
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高度情報・半導体人材育成の全体像教育学部組織改編図
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（２）熊本大学
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共同教員養成課程・教育課程の編成

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

教養教育

教育の基礎的理解に関する科目
（10科目・計11単位）

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目
（
各
大
学
で
実
施
）

本実習

教職実践演習

2．教育分野の現代的課題を発見し解決に取り組むた
めの専門的知識・技能を修得する科目

日本国
憲法

小学校教科
指導探究

（熊本大独自科目）

体育

外国語
科目

道徳、総合的な学習の時間等の指
導法及び生徒指導、教育相談等に

関する科目
（10科目・計10単位）

教養選
択科目

数理、デー
タサイエン

ス科目

1．学校教育に関わる基礎的知識・
技能を修得する科目

• 佐賀大学・熊本大学で互いの強みを活
かして相互に科目開設

• 学生は両大学の教員から学ぶことで多
角的な視点を身につける

• 合計21単位履修

教育方法学
（佐賀大）

３．確かな指導力を身につけ教員とし
ての資質能力の向上を目的とする科目

教育とICT活用
（熊本大）

教育原理A
（熊本大）

（例）両大学の強みを活かし共同科目を開設

教育原理B
（佐賀大）

4．教科の指導法、各校種に関わる専門性、子どもの発
達への理解、それらに基づく教育段階の連携・接続の在
り方を探求し、子どもへの実践的指導力を修得する科目

（例）同一区分を１単位ずつ両大学で分けて開
設し、より専門性の高い授業を提供

事前指導・
オリエン

テーション

観察実習

各大学で実施
(合計27単位） 教職入門

（佐賀大学）
教育課程論
（熊本大）

（例）両大学の強みを活かし共同科目を開設

（例）同一区分を１単位ずつ両大学で分けて開
設し、より専門性の高い授業を提供

事後指導

5．多様な文化や価値観、地域社会との関わりににつ
いて知見を深め、協調性、協働性を育てる科目

道徳教育の理論
（熊本大）

６．教員としての倫理観と社会的責任感を身につけた、
自律した人材を養成する科目

道徳教育の実践
（佐賀大）

教
育
実
習
は
積
み
上
げ
型
で
１
年
次
〜
３
年
次
ま
で
段
階
的
に
行
う

初等国語等

小学校教科指
導法

（10教科・
合計20単位）

小学校教科に
関する科目

（10教科・
合計11単位）

遠隔授業システムを
用い、両大学でクロ
ス履修

大学独自の科目中学校教科
に関する科
目・指導法
(最低28単位)

実技等を伴う科目は
両大学で対面授業

教科ごとに1単位ず
つ両大学が開設し、
複数の教員から多角
的に指導法を学ぶ

初等国語指導法Ⅰ
(パートナー大学)

初等国語指導法Ⅱ
(自大学)

初等家庭等

特別支援教
育に関する

科目
(最低26単位)

＊障害児教育実習３単
位含む

７.4年間にわたる学修の集大成として、学生自ら定めた研究課題について取り組む卒業研究

LD等学習指導法
（佐賀大学）

幼小連携・小中連携教
育論（佐賀大学）

熊本学びの最前線
（熊本大学）

大学生の道徳・倫理
（佐賀大学）

教育実践フィールド
演習Ⅰ・Ⅱ

（佐賀大学）

教育統計
（佐賀大学）

道徳教育と学級経営
（佐賀大学）

初等教育課題探究
（熊本大学）

実技系教科
指導探究

（熊本大学独自）

地域教育課題探究
（熊本大学）

グローバル教育課題
探究（熊本大学）

日本語教育指導探究
（熊本大学）

教職実践基礎セミ
ナー（熊本大学）

教育評価
（熊本大学） 人権教育論

（熊本大学）

教職保健
（熊本大学）

学校経営学
（熊本大学）

初等国語等

発達支援・
幼稚園に関
する科目
(最低8単位)

* 幼稚園教諭免許を取
得する場合最低18単位

教員免許取得に必要な科目

先端的教育科目

児童・生徒の性加害
に係る教育支援
（熊本大学）

・２年次から３年次にか
けて配置し、他科目
との関連付けを図る

両大学で専任教員の
専門に合わせて開設
し、4単位をパート
ナー大学から履修

国語学概説Ⅰ
(佐賀大学)

(例）国語

国文学概説
(熊本大学)

国語学概説Ⅱ
(佐賀・熊本)

中等国語科指導
法Ⅰ～Ⅳ

（佐賀・熊本）

指導法はシラバスを
共通化して両大学で
開設

両大学で専任教員の
専門に合わせて開設
し、4単位をパート
ナー大学から履修

特別支援教育
概論

（佐賀・熊本）

肢体不自由児
教育総論

（熊本大学）

肢体不自由児
教育総論

（熊本大学）

発達障害児
心理学

（佐賀大学）

心理学概論
（熊本大学）

学校社会学
（熊本大学）

幼児と健康
（佐賀・熊本）

保育内容
（健康）

（佐賀・熊本）

幼児教育と保育
の原理

（佐賀大学）

その他

副免実習

卒業研究（6単位）

・学生の主体的な問題意識に基づいて選択
（2単位必修）

資料2
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共同教員養成課程における養成する人材像及び３つのポリシーの相関関係

養成する
人材像

幼児・児童・生徒の心身の発達を長期的・連続的かつ多面的・多角的な視点から理解し支援するための確かな
専門性と、現代社会の複雑で多様な教育課題に柔軟に対応できるしなやかな実践力を兼ね備えた、人間性の豊
かな学校教員を養成する

ディプロマ・
ポリシー（DP）

カリキュラム・
ポリシー（CP）

アドミッション・
ポリシー（AP）

［DP1］現代社会
における教育と子
どもに関わる課題
に取り組むために
必要な、文化・社
会・自然・生命に
関する幅広い知
識・技能を持ち、
多面的な考察によ
る解決法を提案で
きる

［DP3］学校教育、
教職、教科につい
ての基本的理論及
び概念を説明する
ことができ、子ど
もたちへの指導力
の向上を常に探究
し、子どもたちの
発達段階や個性に
応じた指導ができ
る

［DP5］グローバ
ル社会へ対応する
ための外国語運用
能力や、異なる文
化や価値観に対す
る多面的・多角的
な思考力を教育活
動に活かすことが
できる

［DP7］教員とし
ての倫理観と豊か
な人間性を備え、
使命感を持って子
どもたちの成長を
支えることができ
る

［CP1］教養教育におい
て、教員等に求められる
資質能力を高めるために、
豊かな人間性の基盤とな
る広い視野と深い教養を
身に付ける科目を修得す
る

［CP2］学校教育に関わ
る基礎的知識・技能を
修得する科目、および
教育分野の現代的課題
を発見し解決に取り組
むための専門的知識・
技能を修得する科目を
修得する

［CP4］多様な文化や価
値観、地域社会との関
わりについて知見を深
め、協調性、協働性を
育てる科目、および教
員としての倫理観と社
会的責任感を身につけ
た、自律した人材を養
成する科目を修得する

［CP5］４年間にわたる
学修の集大成として、学
生自ら定めた研究課題に
ついて取り組む卒業研究
を修得する※

［AP1］現代社会の幅広い分野の
諸問題に興味・関心をもつととも
に教員を目指す強い意志と情熱、
子どもの教育と社会的活動に関わ
る問題解決に意欲的に取り組む姿
勢

［AP２］高等学校までの教科等の
学習に基づく幅広い基礎的学力や
技能、専門職としての教員に必要
な知識・技能の修得に積極的に取
り組む意欲

［AP３］主体的な行動力や他者と
の基本的なコミュニケーション能
力、多様な人々と協働して学ぼう
とする意欲

［DP2］教員とし
て求められる読解
力・文章表現力・
数的処理能力及び
ＩＣＴリテラシー
や情報収集分析能
力を身に付け、他
者と協働しながら
課題を解決するコ
ミュニケーション
力を備えている

［DP4］教科及び
教科教育等に関す
る専門知識と技能
を持ち、教育課題
の発見と解決に取
り組むことができ
る

［DP6］学校教育
の課題について地
域社会と協働し、
解決に取り組むこ
とができる

［CP3］確かな指導力を
身に付け教員としての資
質能力の向上を目的とす
る科目、および教科の指
導法、各校種に関わる専
門性、子どもの発達への
理解、それらに基づく教
育段階の連携・接続の在
り方を探求し、子どもへ
の実践的指導力を修得す
る科目を修得する

※[CP5]は卒業研究に関する記載であることから全ての項目と関連があるが、上記相関図は主要な関連性についてのみ記載する。

資料3
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（１）小中連携教育コース小学校教育主免専攻の科目構成、単位数、配当年次

必修 選択 自由

教育原理A（理念及び思想） ○ 熊本大学 1 1前

教育原理B（歴史・制度） ○ 佐賀大学 1 1前

教職入門 ○ 佐賀大学 2 1後

現代の教育と社会A ○ 熊本大学 1 1後

現代の教育と社会B ○ 佐賀大学 1 1後

教育心理学A（学習） ○ 佐賀大学 1 1前

教育心理学B（発達） ○ 熊本大学 1 1前

特別支援教育の基礎 ○ 佐賀大学 1 3前

特別支援教育の展開 ○ 熊本大学 1 3前

教育課程論 ○ 熊本大学 1 2後

道徳教育の理論 ○ 熊本大学 1 2後

道徳教育の実践 ○ 佐賀大学 1 2後

○ 熊本大学 2 2前

教育方法学 ○ 佐賀大学 1 2前

教育とICT活用 ○ 熊本大学 1 2前

 生徒指導と学校カウンセリング ○ 佐賀大学 2 2後

教育相談の理論及び方法 ○ 熊本大学 1 3前

○ 熊本大学 1 3前

事前・事後指導 ○ 熊本大学 1 3・4通

初等教育実習Ｉ ○ 熊本大学 2 3・4通

初等教育実習Ⅱ ○ 熊本大学 2 3・4通

小学校教育実習Ⅰ ○ 佐賀大学 3 3・4通

小学校教育実習Ⅱ ○ 佐賀大学 2 3・4通

教職実践演習（小） ○ 各大学 2 4通

23 7

必修 選択 自由

初等国語 ○ 各大学 1 2前

初等書写 ○ 各大学 1 2前

初等社会 ○ 各大学 1 2前

初等算数 ○ 各大学 1 2前

初等理科 ○ 各大学 1 2後

初等生活 ○ 各大学 1 2後

初等音楽 ○ 各大学 1 1前

小学音楽実技（ピアノ） 佐賀大学 1 1前

小学音楽実技（声楽） 佐賀大学 1 1前

初等図画工作 ○ 各大学 1 2後

初等家庭 ○ 各大学 1 1後

初等体育 ○ 各大学 1 2前

初等外国語 ○ 各大学 1 2後

必修 選択 自由

初等国語科指導法Ⅰ ○ 各大学 1 2後

初等国語科指導法Ⅱ ○ 各大学 1 1後

初等社会科指導法Ⅰ ○ 各大学 1 2後

初等社会科指導法Ⅱ ○ 各大学 1 3前

初等算数科指導法Ⅰ ○ 各大学 1 2後

初等算数科指導法Ⅱ ○ 各大学 1 2後

初等理科指導法Ⅰ ○ 各大学 1 2前

初等理科指導法Ⅱ ○ 各大学 1 2後

初等生活科指導法Ⅰ ○ 各大学 1 3前

初等生活科指導法Ⅱ ○ 各大学 1 2後

初等音楽科指導法Ⅰ ○ 各大学 1 2前

初等音楽科指導法Ⅱ ○ 各大学 1 1後

初等図画工作科指導法Ⅰ ○ 各大学 1 2前

初等図画工作科指導法Ⅱ ○ 各大学 1 3前

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

卒業に必要な単位
30

教科に関する専門的事項

教育の基礎的理解に関する科目等

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

教科の指導法

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

単位数 配当
年次

資料4
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初等家庭科指導法Ⅰ ○ 各大学 1 1後

初等家庭科指導法Ⅱ ○ 各大学 1 2前

初等体育科指導法Ⅰ ○ 各大学 1 2後

初等体育科指導法Ⅱ ○ 各大学 1 2後

初等外国語指導法Ⅰ ○ 各大学 1 3前

初等外国語指導法Ⅱ ○ 各大学 1 2前

必修 選択 自由

教育実践フィールド演習Ⅰ 佐賀大学 2 1前

教育実践フィールド演習Ⅱ 佐賀大学 2 3前

教育実践研究指導法演習 熊本大学 2 2・3・4後

教育臨床体験演習 熊本大学 2 3前

教職実践基礎セミナー ○ 熊本大学 2 1通

初等教育課題探究 ○ 熊本大学 1 3④

 小学校教科指導探究（国語） ○ 熊本大学 1 3②

 小学校教科指導探究（社会） ○ 熊本大学 1 3②

 小学校教科指導探究（算数） ○ 熊本大学 1 3①

 小学校教科指導探究（理科） ○ 熊本大学 1 3②

 小学校教科指導探究（英語） ○ 熊本大学 1 3②

 小学校教科指導探究（音楽） ○ 熊本大学 1 3①

 小学校教科指導探究（図工） ○ 熊本大学 1 3②

 小学校教科指導探究（保健体育） ○ 熊本大学 1 3①

 小学校教科指導探究（家庭） ○ 熊本大学 1 3②

実技系教科指導探究　※1 ○ 熊本大学 1 3①

熊本・学びの最前線　※2 ○ 熊本大学 2 1後

日本語教育指導探究　※3 ○ 熊本大学 2 3前

地域教育課題探究　※2 ○ 熊本大学 2 2後

グローバル教育課題探究　※3 ○ 熊本大学 2 3後

幼小連携・小中連携教育論 佐賀大学 2 2後

ＬＤ等学習指導法 佐賀大学 2 3後

大学生の道徳・倫理 佐賀大学 2 3前

教育統計 佐賀大学 2 3後

人権教育論 熊本大学 2 3④

教職保健 熊本大学 2 3後

教育評価 熊本大学 2 3後

学校経営学 熊本大学 2 3後

熊本大学 2 3後

卒業研究 ○ 各大学 6 4通

6 6

※1　熊本大学で実技枠入学者は必修

※2　熊本大学で地域枠入学者は必修

※3　熊本大学で国際枠入学者は必修

卒業に必要な単位
12（地域枠及び国際枠入学者は16）

児童・生徒の性的問題に係る教育支援

卒業に必要な単位 31（中学校、特別支援専攻は16）

大学が独自に設定する科目

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

卒業研究

設置等の趣旨（資料）－9



（２）小中連携教育コース中学校教育主免専攻の科目構成、単位数、配当年次

必修 選択 自由

教育原理A（理念及び思想） ○ 熊本大学 1 1前

教育原理B（歴史・制度） ○ 佐賀大学 1 1前

教職入門 ○ 佐賀大学 2 1後

現代の教育と社会A ○ 熊本大学 1 1後

現代の教育と社会B ○ 佐賀大学 1 1後

教育心理学A（学習） ○ 佐賀大学 1 1前

教育心理学B（発達） ○ 熊本大学 1 1前

特別支援教育の基礎 ○ 佐賀大学 1 3前

特別支援教育の展開 ○ 熊本大学 1 3前

教育課程論 ○ 熊本大学 1 2後

道徳教育の理論 ○ 熊本大学 1 2後

道徳教育の実践 ○ 佐賀大学 1 2後

○ 熊本大学 2 2前

教育方法学 ○ 佐賀大学 1 2前

教育とICT活用 ○ 熊本大学 1 2前

 生徒指導と学校カウンセリング ○ 佐賀大学 2 2後

教育相談の理論及び方法 ○ 熊本大学 1 3前

○ 熊本大学 1 3前

事前・事後指導 ○ 熊本大学 1 3通・4通

中等教育実習Ｉ ○ 熊本大学 2 3通・4通

中等教育実習Ⅱ ○ 熊本大学 2 3通・4通

中学校教育実習Ⅰ ○ 佐賀大学 3 3・4通

中学校教育実習Ⅱ ○ 佐賀大学 2 3・4通

教職実践演習（中） ○ 各大学 2 4通

23 7

必修 選択 自由

教育実践フィールド演習Ⅰ 佐賀大学 2 1前

教育実践フィールド演習Ⅱ 佐賀大学 2 3前

教育実践研究指導法演習 熊本大学 2 2・3・4後

教育臨床体験演習 熊本大学 2 3前

教職実践基礎セミナー ○ 熊本大学 2 1通

実技系教科指導探究　※ ○ 熊本大学 1 3①

熊本・学びの最前線 ○ 熊本大学 2 1後

日本語教育指導探究 ○ 熊本大学 2 3前

地域教育課題探究 ○ 熊本大学 2 2後

グローバル教育課題探究 ○ 熊本大学 2 3後

幼小連携・小中連携教育論 佐賀大学 2 2後

ＬＤ等学習指導法 佐賀大学 2 3後

大学生の道徳・倫理 佐賀大学 2 3前

教育統計 佐賀大学 2 3後

人権教育論 熊本大学 2 3④

教職保健 熊本大学 2 3後

教育評価 熊本大学 2 3後

学校経営学 熊本大学 2 3後

熊本大学 2 3後

卒業研究 ○ 各大学 6 4通

6 4

※熊本大学で実技系入学者は必修

国語

必修 選択 自由

国語学 国語学概説Ⅰ ○ 佐賀大学 2 2前

国語学概説Ⅱ ○ 各大学 2 2後

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

卒業に必要な単位
30

大学が独自に設定する科目

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

児童・生徒の性的問題に係る教育支援

卒業研究

卒業に必要な単位
10（実技系は11）

教科に関する専門的事項

教育の基礎的理解に関する科目等

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

設置等の趣旨（資料）－10



国語学概説Ⅲ 熊本大学 2 3前

国語学演習Ⅰ 各大学 2 2後

国語学演習Ⅱ 佐賀大学 2 3前

国語学演習Ⅲ 佐賀大学 2 4前

国語学特別演習Ⅰ 熊本大学 2 3後

国語学特別演習Ⅱ 熊本大学 2 4後

国文学 国文学概説 ○ 熊本大学 2 2前

国文学論 佐賀大学 2 2前

国文学講義Ⅰ（古典）　 熊本大学 2 2前

国文学講義Ⅱ（近現代） 熊本大学 2 3前

国文学講読（古典） 熊本大学 2 2後

国文学演習Ⅰ 佐賀大学 2 2前

国文学演習Ⅱ 佐賀大学 2 2後

国文学演習Ⅲ 佐賀大学 2 3前

国文学演習Ⅳ 佐賀大学 2 3後

国文学特別演習Ⅰ（近現代） 熊本大学 2 3後

国文学特別演習Ⅱ（近現代） 熊本大学 2 3後

漢文学 漢文学概説Ⅰ ○ 佐賀大学 2 2後

漢文学概説Ⅱ ○ 熊本大学 2 3前

漢文学演習Ⅰ 各大学 2 2前

漢文学演習Ⅱ 佐賀大学 2 2後

漢文学演習Ⅲ 佐賀大学 2 3後

漢文学特別演習Ⅰ 熊本大学 2 3後

漢文学特別演習Ⅱ 熊本大学 2 3後

書道 書写 ○ 各大学 2 1後

書道Ⅰ 佐賀大学 2 1前

書道Ⅱ 佐賀大学 2 1前

書道Ⅲ 佐賀大学 2 2後

書道Ⅳ 佐賀大学 2 2後

書道史 佐賀大学 2 1後

書論・鑑賞 佐賀大学 2 1後

必修 選択 自由

中等国語科指導法Ⅰ ○ 各大学 2 2前

中等国語科指導法Ⅱ ○ 各大学 2 2後

中等国語科指導法Ⅲ ○ 各大学 2 3前

中等国語科指導法Ⅳ ○ 各大学 2 3後

国語科教育学演習A 熊本大学 2 2後

国語科教育学演習B 熊本大学 2 3前

国語科教育学演習C 熊本大学 2 3後

国語科教育学演習D 熊本大学 2 3後

教科の指導法

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

設置等の趣旨（資料）－11



書道科教育法Ⅰ 佐賀大学 2 2後

書道科教育法Ⅱ 佐賀大学 2 3前

社会

必修 選択 自由

日本史概説 ○ 熊本大学 2 1前

日本史特講I(史料論) 熊本大学 2 3前

日本史特講Ⅱ（近現代） 佐賀大学 2 1後

日本史特講Ⅲ（近世史） 佐賀大学 2 2前

日本史特講Ⅳ（中世史） 佐賀大学 2 2後

日本史特講Ⅴ（古代史） 佐賀大学 2 2後

世界史概説 ○ 各大学 2 1後

 世界史特講Ⅰ（中国史） 熊本大学 2 3前

 世界史特講Ⅱ（西洋史） 佐賀大学 2 2前

 世界史特講Ⅲ（東南アジア史） 佐賀大学 2 3後

日本史演習Ⅰ（地域史調査） 熊本大学 2 3前

日本史演習Ⅱ（中世文書） 熊本大学 2 3後

日本史演習Ⅲ（荘園調査） 熊本大学 2 4前

日本史演習Ⅳ（近世文書） 熊本大学 2 4後

日本史演習Ⅴ 佐賀大学 2 3前

日本史演習Ⅵ 佐賀大学 2 3後

日本史調査実習 熊本大学 2 3後

西洋史演習Ⅰ 佐賀大学 2 3前

西洋史演習Ⅱ 佐賀大学 2 3後

西洋史演習Ⅲ 佐賀大学 2 3前

西洋史演習Ⅳ 佐賀大学 2 3後

地理学 人文地理学概説 ○ 熊本大学 2 1後

自然地理学概説 ○ 佐賀大学 2 2前

人文地理学特講 熊本大学 2 3前

自然地理学特講Ⅰ 熊本大学 2 3後

自然地理学特講Ⅱ 佐賀大学 2 2後

地誌学概説 ○ 各大学 2 2前

人文地理学演習Ⅰ 熊本大学 2 3前

人文地理学演習Ⅱ 熊本大学 2 3後

人文地理学演習Ⅲ 熊本大学 2 4前

人文地理学演習Ⅳ 熊本大学 2 4後

自然地理学演習Ⅰ 佐賀大学 2 3前

自然地理学演習Ⅱ 佐賀大学 2 3後

自然地理学演習Ⅲ 佐賀大学 2 3前

自然地理学演習Ⅳ 佐賀大学 2 3後

日本史・外国
史

教科に関する専門的事項

卒業に必要な単位 28（小学校は12）

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

設置等の趣旨（資料）－12



地理学調査実習 熊本大学 2 3後

法律学概説 ○ 佐賀大学 2 1前

法律学特講 佐賀大学 2 1後

政治学概説Ⅰ 熊本大学 2 2後

政治学概説Ⅱ 佐賀大学 2 1後

政治学特講Ⅰ 熊本大学 2 3前

政治学特講Ⅱ 佐賀大学 2 2前

法学演習Ⅰ 佐賀大学 2 3前

法学演習Ⅱ 佐賀大学 2 3後

法学演習Ⅲ 佐賀大学 2 3前

法学演習Ⅳ 佐賀大学 2 3後

政治学演習Ⅰ 熊本大学 2 3前

政治学演習Ⅱ 熊本大学 2 3後

政治学演習Ⅲ 熊本大学 2 4前

政治学演習Ⅳ 熊本大学 2 4後

政治学調査実習 熊本大学 2 3後

経済学概説 ○ 熊本大学 2 2前

社会学概説 佐賀大学 2 1前

社会学特講 佐賀大学 2 1後

地域社会学概説 熊本大学 2 2前

社会人間学特講 熊本大学 2 2後

経済学特講 熊本大学 2 3後

経済学演習Ⅰ 熊本大学 2 3前

経済学演習Ⅱ 熊本大学 2 3後

経済学演習Ⅲ 熊本大学 2 4前

経済学演習Ⅳ 熊本大学 2 4後

地域調査実習 熊本大学 2 3後

倫理学概説 ○ 佐賀大学 2 1後

哲学概説 佐賀大学 2 2前

倫理学特講 佐賀大学 2 2前

応用倫理学概説 熊本大学 2 2前

応用倫理学特論 熊本大学 2 2後

倫理学演習Ⅰ 佐賀大学 2 3前

倫理学演習Ⅱ 佐賀大学 2 3後

倫理学演習Ⅲ 佐賀大学 2 3前

倫理学演習Ⅳ 佐賀大学 2 3後

社会科教育演習Ⅰ 熊本大学 2 3前

社会科教育演習Ⅱ 熊本大学 2 3後

社会科教育演習Ⅲ 熊本大学 2 4前

社会科教育演習Ⅳ 熊本大学 2 4後

社会科教育演習Ⅴ 熊本大学 2 3前

法律学・政治
学

社会学・経済
学

哲学・倫理
学・宗教学

教科及び教科
の指導法に関
する科目にお
ける複数の事
項を合わせた
内容に係る科
目

設置等の趣旨（資料）－13



社会科教育演習Ⅵ 熊本大学 2 3後

社会科教育演習Ⅶ 熊本大学 2 4前

社会科教育演習Ⅷ 熊本大学 2 4後

中等社会科教育特講（租税教育論） 熊本大学 2 3後

必修 選択 自由

中等社会科指導法（社会・公民）Ⅰ ○ 各大学 2 2前

中等社会科指導法（社会・地理歴史）Ⅰ ○ 各大学 2 2後

中等社会科指導法（社会・公民）Ⅱ ○ 各大学 2 3前

中等社会科指導法（社会・地理歴史）Ⅱ ○ 各大学 2 3前

数学

必修 選択 自由

代数学 代数学基礎 ○ 佐賀大学 2 1前

代数学序論 ○ 佐賀大学 2 1後

代数学概論 ○ 熊本大学 2 2前

代数学講義 ○ 各大学 2 2後

代数学特論 ○ 熊本大学 2 3前

幾何学 幾何学序論 ○ 佐賀大学 2 1後

幾何学概論 ○ 熊本大学 2 2前

幾何学講義 ○ 各大学 2 2後

幾何学特論 ○ 熊本大学 2 3前

解析学 解析学基礎 ○ 佐賀大学 2 1前

解析学序論 ○ 各大学 2 1後

解析学概論 ○ 各大学 2 2前

解析学講義 ○ 各大学 2 2後

解析学特論 ○ 熊本大学 2 3前

確率統計学基礎 佐賀大学 2 2前

確率統計学 ○ 熊本大学 2 2後

コンピュータ ○ 各大学 2 2前

応用数学特論 熊本大学 2 3前

数学特論 佐賀大学 2 3後

数学研究Ⅰ 佐賀大学 2 4前

数学研究Ⅱ 佐賀大学 2 4後

数学教育学研究Ⅰ 佐賀大学 2 4前

数学教育学研究Ⅱ 佐賀大学 2 4後

必修 選択 自由

中等数学科指導法Ⅰ ○ 各大学 2 2前

中等数学科指導法Ⅱ ○ 各大学 2 2後

中等数学科指導法Ⅲ ○ 各大学 2 3前

確率論・統計
学

コンピュー
ター

教科及び教科
の指導法に関
する科目にお
ける複数の事
項を合わせた
内容に係る科
目

教科の指導法

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

教科に関する専門的事項

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

卒業に必要な単位 28（小学校は12）

教科の指導法

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

設置等の趣旨（資料）－14



中等数学科指導法Ⅳ ○ 各大学 2 3後

理科

必修 選択 自由

物理学 基礎物理学Ａ ○ 佐賀大学 1 1前

基礎物理学Ｂ ○ 熊本大学 1 1後

物理学概論Ⅰ 佐賀大学 2 1前

物理学概論Ⅱ 佐賀大学 2 1後

物理学Ⅰ 熊本大学 2 2前

物理学Ⅱ 熊本大学 2 2後

エネルギー科学 佐賀大学 2 3前

量子物理 佐賀大学 2 3後

基礎物理学演習 熊本大学 1 1後

化学 基礎化学Ａ ○ 佐賀大学 1 1前

基礎化学Ｂ ○ 熊本大学 1 1前

化学概論Ⅰ 佐賀大学 2 1後

化学概論Ⅱ 佐賀大学 2 2前

化学Ⅰ 熊本大学 2 2前

化学Ⅱ 熊本大学 2 3後

物理化学 佐賀大学 2 3前

無機・有機化学 佐賀大学 2 3後

生物学 基礎生物学Ａ ○ 佐賀大学 1 1後

基礎生物学Ｂ ○ 熊本大学 1 2後

生物学概論Ⅰ 佐賀大学 2 1前

生物学概論Ⅱ 佐賀大学 2 1後

生物学Ⅰ 熊本大学 2 2後

生物学Ⅱ 熊本大学 2 3前

生命科学 佐賀大学 2 3前

理科フィールド実習A 佐賀大学 2 1前

地学 基礎地学Ａ ○ 佐賀大学 1 1後

基礎地学Ｂ ○ 熊本大学 1 2後

地学概論Ⅰ 佐賀大学 2 1後

地学概論Ⅱ 佐賀大学 2 2前

地学Ⅰ 熊本大学 2 2後

地学Ⅱ 熊本大学 2 3前

地球科学 佐賀大学 2 3後

理科フィールド実習B 佐賀大学 2 1前

基礎物理学実験 ○ 佐賀大学 1 2前

物理学実験A ○ 熊本大学 1 3前

物理学実験B 熊本大学 1 3前

教科に関する専門的事項

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

卒業に必要な単位 28（小学校は12）

物理学実験・
化学実験・生
物学実験・地
学実験

設置等の趣旨（資料）－15



基礎化学実験 ○ 佐賀大学 1 2後

化学実験A ○ 熊本大学 1 3前

化学実験B 熊本大学 1 3前

基礎生物学実験 ○ 佐賀大学 1 2前

生物学実験A ○ 熊本大学 1 3前

生物学実験B 熊本大学 1 3前

基礎地学実験 ○ 佐賀大学 1 2後

地学実験A ○ 熊本大学 1 3前

地学実験B 熊本大学 1 3前

教科及び教科
の指導法に関
する科目にお
ける複数の事
項を合わせた
内容に係る科
目

理科基礎研究 熊本大学 1 3後

必修 選択 自由

中等理科指導法Ⅰ ○ 各大学 2 2前

中等理科指導法Ⅱ ○ 各大学 2 2後

中等理科指導法Ⅲ ○ 各大学 2 3前

中等理科指導法Ⅳ ○ 各大学 2 3後

理科教育実践入門 熊本大学 2 1後

音楽

必修 選択 自由

ソルフェージュソルフェージュ基礎 ○ 各大学 1 1前

ソルフェージュ応用A ○ 佐賀大学 1 1後

ソルフェージュ応用B ○ 熊本大学 1 1後

ソルフェージュ展開Ⅰ 佐賀大学 1 2前

ソルフェージュ展開Ⅱ 佐賀大学 1 2後

声楽 声楽基礎Ⅰ（伝統的な歌唱を含む） ○ 各大学 1 1前

声楽基礎Ⅱ ○ 佐賀大学 1 1後

声楽基礎Ⅲ ○ 熊本大学 1 1後

声楽展開Ⅰ 佐賀大学 1 2前

声楽基礎Ⅳ 熊本大学 1 2前

声楽展開Ⅱ 佐賀大学 1 2後

声楽基礎Ⅴ 熊本大学 1 2後

声楽展開Ⅲ 佐賀大学 1 3前

声楽実技Ⅰ 熊本大学 1 3前

声楽展開Ⅳ 佐賀大学 1 3後

声楽実技Ⅱ 熊本大学 1 3後

声楽展開Ⅴ 佐賀大学 1 4前

卒業に必要な単位 28（小学校は12）

教科の指導法

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

教科に関する専門的事項

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

設置等の趣旨（資料）－16



声楽課題研究 佐賀大学 1 4後

合唱 ○ 各大学 1 2後

器楽 ピアノ基礎Ⅰ ○ 各大学 1 1前

ピアノ基礎Ⅱ ○ 佐賀大学 1 1後

ピアノ基礎Ⅲ ○ 熊本大学 1 1後

ピアノ展開Ⅰ 佐賀大学 1 2前

ピアノ実技Ⅰ 熊本大学 1 2前

ピアノ展開Ⅱ 佐賀大学 1 2後

ピアノ実技Ⅱ 熊本大学 1 2後

ピアノ展開Ⅲ 佐賀大学 1 3前

ピアノ実技Ⅲ 熊本大学 1 3前

ピアノ展開Ⅳ 佐賀大学 1 3後

ピアノ実技Ⅳ 熊本大学 1 3後

ピアノ展開Ⅴ 佐賀大学 1 4前

ピアノ課題研究 佐賀大学 1 4後

器楽基礎（和楽器を含む） ○ 各大学 1 1後

器楽展開 佐賀大学 1 2後

日本伝統音楽実習 佐賀大学 1 3後

器楽特別演習 佐賀大学 1 4前

音楽実践課題研究 佐賀大学 1 4後

合奏 ○ 各大学 1 2後

伴奏法演習Ⅰ ○ 各大学 2 3前

伴奏法演習Ⅱ 佐賀大学 1 3後

指揮法 指揮法Ⅰ ○ 佐賀大学 2 3前

指揮法Ⅱ 佐賀大学 1 3後

音楽理論A ○ 熊本大学 2 2前

音楽基礎理論 ○ 佐賀大学 2 1前

音楽理論BⅠ ○ 熊本大学 2 1後

音楽理論BⅡ 熊本大学 2 2後

音楽史Ⅰ ○ 熊本大学 2 1後

音楽史Ⅱ 熊本大学 1 2後

作曲法 ○ 熊本大学 2 2前

作曲演習Ⅰ 熊本大学 2 3前

作曲演習Ⅱ 熊本大学 2 3後

音楽学演習Ⅰ 熊本大学 1 3前

音楽学演習Ⅱ 熊本大学 1 3後

日本・民族音楽概説 ○ 佐賀大学 2 2前

必修 選択 自由

中等音楽科指導法Ⅰ ○ 各大学 2 1後

中等音楽科指導法Ⅱ ○ 各大学 2 2前

中等音楽科指導法Ⅲ ○ 各大学 2 3前

中等音楽科指導法Ⅳ ○ 各大学 2 3後

美術

卒業に必要な単位 28

教科に関する専門的事項

授業科目の名称
主要授業
科目

開設大学
単位数 配当

年次

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

音楽理論・作
曲法・音楽史

教科の指導法

設置等の趣旨（資料）－17



必修 選択 自由

絵画 絵画基礎Ⅰ ○ 熊本大学 2 1後

絵画基礎Ⅱ 熊本大学 2 2前

絵画演習Ⅰ 熊本大学 2 2後

絵画演習Ⅱ 熊本大学 2 2前･3前

絵画演習Ⅲ 熊本大学 2 2後・3後

彫刻 彫刻基礎 ○ 各大学 2 1前

彫刻演習 佐賀大学 2 2前

デザイン デザイン基礎Ⅰ ○ 佐賀大学 2 1前

デザイン基礎Ⅱ 佐賀大学 2 2前

デザイン演習Ⅰ 佐賀大学 2 2後

デザイン演習Ⅱ 佐賀大学 2 2前・3前

デザイン演習Ⅲ 佐賀大学 2 2後・3後

工芸 工芸基礎 ○ 熊本大学 2 1前

工芸演習 各大学 2 2後

美術理論・美
術史 美術史概論 ○ 各大学 2 2前

教科及び教科
の指導法に関
する科目にお
ける複数の事
項を合わせた
内容に係る科
目

造形実践演習 各大学 2 3前

必修 選択 自由

中等美術科指導法Ⅰ ○ 各大学 2 2前

中等美術科指導法Ⅱ ○ 各大学 2 2後

中等美術科指導法Ⅲ ○ 各大学 2 2前

中等美術科指導法Ⅳ ○ 各大学 2 2後

体育

必修 選択 自由

体育実技 体つくり運動 ○ 各大学 1 2後

器械運動 ○ 各大学 1 1通

水泳 ○ 各大学 1 1前

陸上競技 ○ 各大学 1 1通

ゴール型球技 ○ 各大学 1 1後

ネット型球技 ○ 各大学 1 1前

ベースボール型球技 佐賀大学 1 1前

ダンス ○ 各大学 1 1通

柔道 ○ 各大学 1 1後

剣道 佐賀大学 1 1後

ヘルスプロモーション実習 佐賀大学 1 1前

野外活動 熊本大学 1 3通

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

授業科目の名称
科目

開設大学
年次

教科に関する専門的事項

卒業に必要な単位 28

教科の指導法

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次
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運動学（バイオメカニクスを含む） ○ 佐賀大学 2 3前

体育心理学 ○ 佐賀大学 2 2後

体育原理 ○ 各大学 2 3前

体育経営管理学 ○ 各大学 2 1前

体育社会学 ○ 各大学 2 3前

トレーニング科学 佐賀大学 2 1後

ヘルスプロモーション演習 佐賀大学 2 1後

保健体育科課題研究Ⅰ 熊本大学 2 3前

保健体育科課題研究Ⅱ 熊本大学 2 3④

生理学 生理学（運動生理学を含む） ○ 各大学 2 1前

解剖学 佐賀大学 1 1前

生理学実験・演習 熊本大学 2 2後

衛生学・公衆
衛生学 衛生・公衆衛生学 ○ 熊本大学 2 1前

学校保健 ○ 熊本大学 2 2前

学校安全・救急処置 佐賀大学 2 3後

必修 選択 自由

中等保健体育科指導法Ⅰ ○ 各大学 2 2前

中等保健体育科指導法Ⅱ ○ 各大学 2 2後

中等保健体育科指導法Ⅲ ○ 各大学 2 3前

中等保健体育科指導法Ⅳ ○ 各大学 2 3後

技術

必修 選択 自由

 木材加工Ⅰ（実習を含む） ○ 熊本大学 1 3①

木材加工Ⅱ ○ 熊本大学 1 3②

木材加工実習 熊本大学 2 3前

 製図Ⅰ（実習を含む） ○ 佐賀大学 1 2③

製図Ⅱ ○ 佐賀大学 1 2④

 金属加工Ⅰ（実習を含む） ○ 佐賀大学 1 2①

金属加工Ⅱ ○ 佐賀大学 1 2②

 機械Ⅰ（実習を含む） ○ 各大学 1 2①

機械Ⅱ ○ 各大学 1 2②

機械実習 各大学 2 3前

 電気Ⅰ（実習を含む） ○ 佐賀大学 1 2①

電気Ⅱ ○ 佐賀大学 1 2②

電気実習 各大学 2 3前

生物育成  生物育成ⅠA（実習を含む） ○ 佐賀大学 1 2①

材料加工（実
習を含む。）

機械・電気
（実習を含
む。）

体育原理・体
育心理学・体
育経営管理
学・体育社会
学・体育史・
運動学（運動
方法学を含
む）

学校保健（小
児保健、精神
保健、学校安
全及び救急処
置を含む。）

教科に関する専門的事項

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

卒業に必要な単位 28

教科の指導法

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

設置等の趣旨（資料）－19



生物育成ⅡA ○ 佐賀大学 1 2②

 生物育成ⅠB（実習を含む） ○ 熊本大学 1 2③

生物育成ⅡB ○ 熊本大学 1 2④

生物育成実習 熊本大学 2 2前

情報とコンピュータⅠ（実習を含む） ○ 熊本大学 1 2①

情報とコンピュータⅡ ○ 熊本大学 1 2②

情報とコンピュータ実習 熊本大学 2 2前

プログラミング 佐賀大学 2 3前

職業指導 職業指導 熊本大学 2 3後

必修 選択 自由

中等技術科指導法Ⅰ ○ 熊本大学 2 2前

中等技術科指導法Ⅱ ○ 各大学 2 2後

中等技術科指導法Ⅲ ○ 各大学 2 3前

中等技術科指導法Ⅳ ○ 各大学 2 3後

工業科指導法Ⅰ 熊本大学 2 3前

工業科指導法Ⅱ 熊本大学 2 3前

家庭

必修 選択 自由

家庭経営学Ⅰ ○ 各大学 1 3①

家庭経営学Ⅱ 熊本大学 1 3②

家庭経営学演習 熊本大学 2 3後

家政学原論 熊本大学 2 2前

家族関係学 ○ 熊本大学 2 2前

被服学Ⅰ ○ 佐賀大学 2 1後

被服学Ⅱ 佐賀大学 2 2後

被服学演習Ⅰ 佐賀大学 2 3前

被服学演習Ⅱ 佐賀大学 2 3後

被服実習 ○ 各大学 2 2前

食物学Ⅰ ○ 佐賀大学 2 1後

食物学Ⅱ 各大学 2 2前

食物学実験・実習Ⅰ ○ 各大学 1 2後

食物学実験・実習Ⅱ ○ 各大学 1 2後

食物学実験・実習Ⅲ 佐賀大学 2 3前

食物学演習 佐賀大学 2 3後

住居学 住居学Ⅰ ○ 各大学 2 2前

住居学Ⅱ 各大学 2 3前

住居学Ⅲ 熊本大学 2 3後

住居計画学 各大学 2 3前

住居学演習 佐賀大学 2 3後

情報とコン
ピュータ

家庭経営学
(家族関係学
及び家庭経済
学を含む。）

被服学(被服
実習を含
む。)

食物学(栄養
学、食品学及
び調理実習を
含む。)

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

卒業に必要な単位 28

教科に関する専門的事項

教科の指導法

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

設置等の趣旨（資料）－20



保育学 保育学 ○ 熊本大学 2 2前

保育学演習Ⅰ 佐賀大学 2 3後

保育学演習Ⅱ 熊本大学 2 3後

必修 選択 自由

中等家庭科指導法Ⅰ ○ 各大学 2 2前

中等家庭科指導法Ⅱ ○ 各大学 2 2後

中等家庭科指導法Ⅲ ○ 各大学 2 2後

中等家庭科指導法Ⅳ ○ 各大学 2 3前

英語

必修 選択 自由

英語学 英語音声学 ○ 熊本大学 2 2前

英語学 ○ 各大学 2 2前

英語学演習 ○ 各大学 2 2後

英語音声学演習 ○ 佐賀大学 1 1後

第二言語習得論 ○ 佐賀大学 1 2後

英文法演習 ○ 佐賀大学 1 3後

英語学課題研究 熊本大学 2 3後

英語文学 英語文学概論 ○ 佐賀大学 2 3前

英語文学演習Ⅰ ○ 各大学 2 3前

英語文学演習Ⅱ ○ 各大学 2 3後

英語文学講読Ⅰ ○ 佐賀大学 2 1前

英語文学講読Ⅱ ○ 佐賀大学 2 1後

英語文学特論 ○ 佐賀大学 2 3後

英米文学課題研究 熊本大学 2 3後

英語コミュニケーション論 ○ 佐賀大学 2 1後

英語アカデミックライティング ○ 各大学 2 2後

英会話 ○ 熊本大学 2 1後

英語オーラルコミュニケーションⅠ ○ 佐賀大学 1 1前

英語オーラルコミュニケーションⅡ ○ 佐賀大学 1 1後

英語アカデミックスピーキングⅠ ○ 佐賀大学 1 2前

英語アカデミックスピーキングⅡ ○ 佐賀大学 1 3前

異文化理解 異文化理解 ○ 熊本大学 2 3後

英米文化事情Ⅰ 佐賀大学 2 2前

異文化理解演習Ⅰ 佐賀大学 2 1後

異文化理解論Ⅰ 佐賀大学 2 3後

英米文化事情Ⅱ 佐賀大学 2 2後

異文化理解演習Ⅱ 佐賀大学 2 2後

異文化理解論Ⅱ 佐賀大学 2 3後

英語コミュニ
ケーション

教科の指導法

授業科目の名称
主要授業
科目

開設大学
単位数 配当

年次

教科に関する専門的事項

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

卒業に必要な単位 28

教科の指導法

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

設置等の趣旨（資料）－21



必修 選択 自由

中等英語科指導法Ⅰ ○ 各大学 2 2前

中等英語科指導法Ⅱ ○ 各大学 2 2後

中等英語科指導法Ⅲ ○ 各大学 2 3前

中等英語科指導法Ⅳ ○ 各大学 2 3後

英語科教育課題研究 熊本大学 2 3後

必修 選択 自由

教育実践フィールド演習Ⅰ 佐賀大学 2 1前

教育実践フィールド演習Ⅱ 佐賀大学 2 3前

教育実践研究指導法演習 熊本大学 2 2・3・4後

教育臨床体験演習 熊本大学 2 3前

教職実践基礎セミナー ○ 熊本大学 2 1通

初等教育課題探究 ○ 熊本大学 1 3④

 小学校教科指導探究（国語） ○ 熊本大学 1 3②

 小学校教科指導探究（社会） ○ 熊本大学 1 3②

 小学校教科指導探究（算数） ○ 熊本大学 1 3①

 小学校教科指導探究（理科） ○ 熊本大学 1 3②

 小学校教科指導探究（英語） ○ 熊本大学 1 3②

 小学校教科指導探究（音楽） ○ 熊本大学 1 3①

 小学校教科指導探究（図工） ○ 熊本大学 1 3②

 小学校教科指導探究（保健体育） ○ 熊本大学 1 3①

 小学校教科指導探究（家庭） ○ 熊本大学 1 3②

実技系教科指導探究　※ ○ 熊本大学 1 3①

熊本・学びの最前線 ○ 熊本大学 2 1後

日本語教育指導探究 ○ 熊本大学 2 3前

地域教育課題探究 ○ 熊本大学 2 2後

グローバル教育課題探究 ○ 熊本大学 2 3後

幼小連携・小中連携教育論 佐賀大学 2 2後

ＬＤ等学習指導法 佐賀大学 2 3後

大学生の道徳・倫理 佐賀大学 2 3前

教育統計 佐賀大学 2 3後

人権教育論 熊本大学 2 3④

教職保健 熊本大学 2 3後

教育評価 熊本大学 2 3後

学校経営学 熊本大学 2 3後

熊本大学 2 3後

卒業研究 ○ 各大学 6 4通

6 4

※保健体育科は必修

大学が独自に設定する科目

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

児童・生徒の性的問題に係る教育支援

卒業研究

卒業に必要な単位
10（保健体育科は11）

卒業に必要な単位 28（小学校は12）

授業科目の名称
科目

開設大学
年次

設置等の趣旨（資料）－22



（３）教育支援探究コースの科目構成、単位数、配当年次

必修 選択 自由

教育原理A（理念及び思想） ○ 熊本大学 1 1前

教育原理B（歴史・制度） ○ 佐賀大学 1 1前

教職入門 ○ 佐賀大学 2 1後

現代の教育と社会A ○ 熊本大学 1 1後

現代の教育と社会B ○ 佐賀大学 1 1後

教育心理学A（学習） ○ 佐賀大学 1 1前

教育心理学B（発達） ○ 熊本大学 1 1前

特別支援教育の基礎 ○ 佐賀大学 1 3前

特別支援教育の展開 ○ 熊本大学 1 3前

教育課程論 ○ 熊本大学 1 2後

道徳教育の理論 ○ 熊本大学 1 2後

道徳教育の実践 ○ 佐賀大学 1 2後

○ 熊本大学 2 2前

教育方法学 ○ 佐賀大学 1 2前

教育とICT活用 ○ 熊本大学 1 2前

 生徒指導と学校カウンセリング ○ 佐賀大学 2 2後

教育相談の理論及び方法 ○ 熊本大学 1 3前

○ 熊本大学 1 3前

事前・事後指導 ○ 熊本大学 1 3通・4通

初等教育実習Ｉ ○ 熊本大学 2 3通・4通

初等教育実習Ⅱ ○ 熊本大学 2 3通・4通

小学校教育実習Ⅰ ○ 佐賀大学 3 3・4通

小学校教育実習Ⅱ ○ 佐賀大学 2 3・4通

21 7

発達支援に関する科目

必修 選択 自由

教育制度 日本とアメリカの教育改革 佐賀大学 2 2前

教育制度 熊本大学 2 2後

教育制度特殊講義 熊本大学 2 3前

教育制度演習 熊本大学 2 4前

教育社会学 学校社会学 熊本大学 2 2前

教育社会学特殊講義 熊本大学 2 3前

教育社会学演習 熊本大学 2 4前

社会教育 生涯学習概論 熊本大学 2 1前

社会教育演習 熊本大学 2 2前

生涯学習支援論Ⅰ 熊本大学 2 3後

生涯学習支援論Ⅱ 熊本大学 2 3前

社会教育経営論Ⅰ 熊本大学 2 4前

社会教育経営論Ⅱ 熊本大学 2 3前

社会教育実習 熊本大学 1 4後

教育哲学 教育哲学 熊本大学 2 3前

教育哲学特殊講義 熊本大学 2 3後

教育哲学演習 熊本大学 2 4前

道徳教育 道徳教育と学級経営 佐賀大学 2 3後

道徳教育方法論 熊本大学 2 3前

道徳教育特殊講義 熊本大学 2 2前

道徳教育演習 熊本大学 2 4前

心理学概論 各大学 2 1前

心理学の研究法 佐賀大学 2 3後

心理学統計法 熊本大学 2 2前

心理学実験 熊本大学 2 2後

心理的アセスメント 熊本大学 2 3後

教育・学校心理学 熊本大学 2 2後

教育・学校心理学演習 熊本大学 2 3前

発達心理学 ○ 熊本大学 2 2前

発達心理学演習 熊本大学 2 3後

臨床心理学概論 熊本大学 2 2前

心理学的支援法 熊本大学 2 4前

感情・人格心理学 熊本大学 2 3前

臨床心理学演習 熊本大学 2 3後

家族支援の心理学 佐賀大学 2 3後

応用心理学 社会・集団・家族心理学 熊本大学 2 3前

産業・組織心理学 熊本大学 2 3後

保育観察実習 佐賀大学 2 2前

幼小発達教育に関する科目

心理学基礎

教育・発達心
理学

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

卒業に必要な単位
28

教育学・心理学に関する科目

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

臨床心理学

幼小発達教育

教育の基礎的理解に関する科目等

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

設置等の趣旨（資料）－23



子どもの支援Ⅰ 佐賀大学 2 1通

特別支援教育基礎論 ○ 各大学 2 1前

幼児と健康 各大学 1 2前

幼児と人間関係 各大学 1 1後

幼児と環境 各大学 1 1後

幼児と言葉 各大学 1 1後

幼児と表現Ⅰ 各大学 1 1後

幼児と表現Ⅱ 各大学 1 2前

保育内容（健康） 各大学 1 2前

保育内容（環境） 各大学 1 1後

保育内容（人間関係） 各大学 1 1後

保育内容（言葉） 各大学 1 1後

保育内容（表現Ⅰ） 各大学 1 1後

保育内容（表現Ⅱ） 各大学 1 2前

保育表現演習I（言語表現） 佐賀大学 1 2前

保育表現演習Ⅱ（運動表現） 佐賀大学 1 2前

保育表現演習Ⅲ（造形表現） 佐賀大学 1 2前

保育表現演習Ⅳ（リズム表現） 佐賀大学 1 2前

教育の理念並
びに教育に関
する歴史及び
思想

幼児教育と保育の原理 ○ 佐賀大学 2 1前

幼児理解の理
論及び方法

幼児理解の理論と方法 各大学 2 2前

6 2

特別支援教育に関する科目

必修 選択 自由

特別支援教育基礎論 ○ 各大学 2 1前

 特別支援教育研究法 熊本大学 2 3前

知的障害児の心理・生理・病理 ○ 各大学 2 2前

肢体不自由児の心理・生理・病理 ○ 熊本大学 1 1後

病弱児の心理・生理・病理 ○ 佐賀大学 1 2前

知的障害児指導法 ○ 各大学 2 3前

知的障害児アセスメント論 ○ 各大学 2 3前

肢体不自由児教育総論 ○ 熊本大学 1 1後

肢体不自由児指導法 ○ 熊本大学 2 2前

病弱児教育総論 ○ 各大学 1 2前

病弱児指導法 ○ 各大学 2 2後

知的障害児教育総論 ○ 各大学 2 1後

発達障害児脳科学論 ○ 佐賀大学 1 3後

視覚障害児の心理・生理・病理 佐賀大学 2 1前

聴覚障害児の心理・生理・病理 佐賀大学 2 3後

障害児行動分析学 熊本大学 2 3後

発達障害児教育総論 ○ 佐賀大学 2 2後

重複障害児教育総論 ○ 各大学 2 2後

ギフテッド・2E教育論 佐賀大学 2 4前

特別支援教育
の基礎理論に
関する科目
（第一欄）

特別支援教育
領域に関する
科目（第二
欄）

免許状に定め
られることと
なる特別支援
教育領域以外
の領域に関す
る科目（第三
欄）

卒業に必要な単位
8

教育の基礎的理解に関する科目等

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

保育内容の指
導法（情報機
器及び教材の
活用を含
む。）

領域に関する
専門的事項

設置等の趣旨（資料）－24



心身に障害の
ある幼児、児
童又は生徒に
ついての教育
実習（第四
欄）

障害児教育実習 ○ 各大学 3 3後

26

必修 選択 自由

教育実践フィールド演習Ⅰ 佐賀大学 2 1前

教育実践フィールド演習Ⅱ 佐賀大学 2 3前

教育実践研究指導法演習 熊本大学 2 2・3・4後

教育臨床体験演習 熊本大学 2 3前

教職実践基礎セミナー ○ 熊本大学 2 1通

初等教育課題探究 ○ 熊本大学 1 3④

 小学校教科指導探究（国語） ○ 熊本大学 1 3②

 小学校教科指導探究（社会） ○ 熊本大学 1 3②

 小学校教科指導探究（算数） ○ 熊本大学 1 3①

 小学校教科指導探究（理科） ○ 熊本大学 1 3②

 小学校教科指導探究（英語） ○ 熊本大学 1 3②

 小学校教科指導探究（音楽） ○ 熊本大学 1 3①

 小学校教科指導探究（図工） ○ 熊本大学 1 3②

 小学校教科指導探究（保健体育） ○ 熊本大学 1 3①

 小学校教科指導探究（家庭） ○ 熊本大学 1 3②

実技系教科指導探究 ○ 熊本大学 1 3①

熊本・学びの最前線 ○ 熊本大学 2 1後

日本語教育指導探究 ○ 熊本大学 2 3前

地域教育課題探究 ○ 熊本大学 2 2後

グローバル教育課題探究 ○ 熊本大学 2 3後

幼小連携・小中連携教育論 佐賀大学 2 2後

ＬＤ等学習指導法 佐賀大学 2 3後

大学生の道徳・倫理 佐賀大学 2 3前

教育統計 佐賀大学 2 3後

人権教育論 熊本大学 2 3④

教職保健 熊本大学 2 3後

教育評価 熊本大学 2 3後

学校経営学 熊本大学 2 3後

熊本大学 2 3後

卒業研究 ○ 各大学 6 4通

児童・生徒の性的問題に係る教育支援

卒業研究

大学が独自に設定する科目

授業科目の名称
主要授業

科目
開設大学

単位数 配当
年次

卒業に必要な単位
26

設置等の趣旨（資料）－25



共同教員養成課程小中連携教育コ ース小学校教育主免専攻に所属し 、 副免許と して中学校（ 教科） （ 例： 国語） の取得を希望する場合の履修モデル

教育の基礎的理解

に関する 科目【 必

修】

道徳、 総合的な学習の時間

等に関する科目【 必修】

教育実践に関する科目

【 必修】

教科に関する専門的事

項（ 小学校）

【 必修】

教科の指導法（ 小学

校）

【 必修】

教科に関する 専門

的事項（ 中学校）

教科の指導法

（ 中学校）

前

教育原理A

教育原理B

教育心理学A

教育心理学B

実習オリ エンテーショ ン

観察実習
【 必修】 教職実践基礎セミ ナー 初等音楽

後

教職入門

現代の教育と 社会A

現代の教育と 社会B

熊本・ 学びの最前線 初等家庭

初等国語科指導法Ⅱ

初等音楽科指導法Ⅱ

初等家庭科指導法Ⅰ

前

特別活動及び総合的な学習の

時間の指導法

教育方法学

教育と ICT活用

実習オリ エンテーショ ン

体験実習

初等国語

初等算数

初等社会

初等体育

初等書写

初等理科指導法Ⅰ

初等音楽科指導法Ⅰ

初等図画工作科指導法Ⅰ

初等外国語科指導法Ⅱ

初等家庭科指導法Ⅱ

国語に関する専門的事項 中等国語科指導法Ⅰ

後 教育課程論

道徳教育の理論

道徳教育の実践

生徒指導と 学校カ ウンセリ ン

グ

【 先端科目】 教育統計

初等理科

初等生活

初等図画工作

初等外国語

初等国語科指導法Ⅰ

初等社会科指導法Ⅰ

初等算数科指導法Ⅰ・ Ⅱ

初等理科指導法Ⅱ

初等体育科指導法Ⅰ・ Ⅱ

初等生活科指導法Ⅱ

国語に関する専門的事項 中等国語科指導法Ⅱ

前
特別支援教育の基礎

特別支援教育の展開

教育相談の理論及び方法

進路指導及びキャ リ ア教育の

理論及び方法

実習オリ エンテーショ ン

初等教育実習（ 附属小学

校）

【 必修】 小学校教科指導探

究

教育臨床体験演習

初等図画工作科指導法Ⅱ

初等社会科指導法Ⅱ

初等生活科指導法Ⅰ

初等外国語指導法Ⅰ

国語に関する専門的事項 中等国語科指導法Ⅲ

後

初等教育実習（ 協力小学

校）

【 必修】 初等教育課題探究

教育実践研究指導法演習

人権教育論

教育評価

学校経営学

国語に関する専門的事項 中等国語科指導法Ⅳ

前

実習オリ エンテーショ ン

副免実習（ 附属中学校）

事後指導

教職実践演習（ 幼・ 小・

中・ 高）

後
教職実践演習（ 幼・ 小・

中・ 高）
教職保健

27 11 10
7

副免許2
6 11 20 副免許20 副免許8 6

※1 選択必修6単位のう ち、 パート ナー大学の先端科目から 2単位選択必修。

※2 地域枠及び国際枠は10

計 128/124単位

卒業研究等

卒業研究

外国語科目

情報科目

教養科目

体育・ スポーツ科学科目

専門教育

年次 学期 教養教育
教育の基礎的理解に関する 科目等 教科及び教科の指導法に関する 科目大学が独自に設定する

科目

【 6単位選択必修】 ※1

 ※2

1

2

3

4

資料5

設置等の趣旨（資料）－26



共同教員養成課程小中連携教育コ ース中学校教育主免専攻に所属し 、 副免許と して小学校を取得する場合の履修モデル

教育の基礎的理解

に関する科目【 必

修】

道徳、 総合的な学習の時間

等に関する科目【 必修】

教育実践に関する 科目

【 必修】

教科に関する専門的

事項（ 中学校）

【 必修】

教科の指導法

（ 中学校） 【 必

修】

教科に関する専門

的事項（ 小学校）

教科の指導法

（ 小学校）

前

教育原理A

教育原理B

教育心理学A

教育心理学B

実習オリ エンテーショ ン

観察実習
教職実践基礎セミ ナー

各教科に関する 専門的事

項
初等音楽

後

教職入門

現代の教育と 社会A

現代の教育と 社会B

熊本・ 学びの最前線
各教科に関する 専門的事

項
初等家庭

初等国語科指導法Ⅱ

初等音楽科指導法Ⅱ

初等家庭科指導法Ⅰ

前

特別活動及び総合的な学習の

時間の指導法

教育方法学

教育と ICT活用

実習オリ エンテーショ ン

体験実習

各教科に関する 専門的事

項
各教科の指導法Ⅰ

初等国語

初等算数

初等社会

初等体育

初等書写

初等理科指導法Ⅰ

初等音楽科指導法Ⅰ

初等図画工作科指導法Ⅰ

初等外国語科指導法Ⅱ

初等家庭科指導法Ⅱ

後 教育課程論

道徳教育の理論

道徳教育の実践

生徒指導と 学校カ ウン セリ ン

グ

【 先端科目】 教育統計
各教科に関する 専門的事

項
各教科の指導法Ⅱ

初等理科

初等生活

初等図画工作

初等外国語

初等国語科指導法Ⅰ

初等社会科指導法Ⅰ

初等算数科指導法Ⅰ・ Ⅱ

初等理科指導法Ⅱ

初等体育科指導法Ⅰ・ Ⅱ

初等生活科指導法Ⅱ

前
特別支援教育の基礎

特別支援教育の展開

教育相談の理論及び方法

進路指導及びキャ リ ア教育の

理論及び方法

実習オリ エンテーショ ン

中等教育実習（ 附属中学校）

小学校教科指導探究

教育臨床体験演習

各教科に関する 専門的事

項
各教科の指導法Ⅲ

初等図画工作科指導法Ⅱ

初等社会科指導法Ⅱ

初等生活科指導法Ⅰ

初等外国語指導法Ⅰ

後
中等教育実習（ 協力中学校）

初等教育課題探究

教育実践研究指導法演習

人権教育論

教育評価

学校経営学

各教科に関する 専門的事

項
各教科の指導法Ⅳ

前

実習オリ エンテーショ ン

副免実習（ 附属小学校）

事後指導

教職実践演習（ 幼・ 小・ 中・

高）

後
教職実践演習（ 幼・ 小・ 中・

高）
教職保健

27 11 10
7

副免許2
6 20 8 11 20 6

※1 選択必修6単位のう ち、 パート ナー大学の先端科目から 2単位選択必修。

計 128/124単位

1

外国語科目

情報科目

教養科目

体育・ スポーツ 科学科目

2

3

4 卒業研究

年次 学期 教養教育

専門教育

教育の基礎的理解に関する 科目等 大学が独自に設定する

科目

【 6単位選択必修】 ※1

教科及び教科の指導法に関する 科目

卒業研究等

設置等の趣旨（資料）－27



共同教員養成課程教育支援探究コ ース特別支援教育専攻（ 教育学） に所属し 、 基礎免許と して小学校を取得する場合の履修モデル

教育の基礎的理解

に関する科目【 必

修】

道徳、 総合的な学習の時間

等に関する科目【 必修】

教育実践に関する科目

【 必修】

教育学・ 心理学に

関する科目

幼小発達教育に関す

る科目

教科に関する専門的事

項（ 小学校）

【 必修】

教科の指導法（ 小

学校）

【 必修】

前

教育原理A

教育原理B

教育心理学A

教育心理学B

実習オリ エンテーショ ン

観察実習
教職実践基礎セミ ナー 生涯学習概論

【 必修】 特別支援教育基礎

論

【 必修】 幼児教育と 保育の

原理

初等音楽

後

教職入門

現代の教育と 社会A

現代の教育と 社会B

熊本・ 学びの最前線

幼児と 人間関係

幼児と 環境

幼児と 言葉

幼児と 表現Ⅰ

保育内容（ 環境）

保育内容（ 人間関係）

保育内容（ 言葉）

保育内容（ 表現Ⅰ）

初等家庭

初等国語科指導法Ⅱ

初等音楽科指導法Ⅱ

初等家庭科指導法Ⅰ

前

特別活動及び総合的な学習の

時間の指導法

教育方法学

教育と ICT活用

実習オリ エンテーショ ン

体験実習

【 必修】 発達心理学

学校社会学

社会教育演習

幼児理解の理論と 方法

幼児と 健康

幼児と 表現Ⅱ

保育内容（ 健康）

保育内容（ 表現Ⅱ）

初等国語

初等算数

初等社会

初等体育

初等書写

初等理科指導法Ⅰ

初等音楽科指導法Ⅰ

初等図画工作科指導法Ⅰ

初等外国語科指導法Ⅱ

初等家庭科指導法Ⅱ

後 教育課程論

道徳教育の理論

道徳教育の実践

生徒指導と 学校カ ウンセリ ン

グ

【 先端科目】 教育統計

初等理科

初等生活

初等図画工作

初等外国語

初等国語科指導法Ⅰ

初等社会科指導法Ⅰ

初等算数科指導法Ⅰ・ Ⅱ

初等理科指導法Ⅱ

初等体育科指導法Ⅰ・ Ⅱ

初等生活科指導法Ⅱ

前
特別支援教育の基礎

特別支援教育の展開

教育相談の理論及び方法

進路指導及びキャ リ ア教育の

理論及び方法

実習オリ エンテーショ ン

初等教育実習（ 附属小学

校）

小学校教科指導探究

教育臨床体験演習

生涯学習支援論Ⅱ

社会教育経営論Ⅱ

初等図画工作科指導法Ⅱ

初等社会科指導法Ⅱ

初等生活科指導法Ⅰ

初等外国語指導法Ⅰ

後

初等教育実習（ 協力小学

校）

初等教育課題探究

教育実践研究指導法演習

人権教育論

教育評価

学校経営学

生涯学習支援論Ⅰ

人権教育論

前

事後指導

教職実践演習（ 幼・ 小・

中・ 高）

社会教育経営論Ⅰ

後
教職実践演習（ 幼・ 小・

中・ 高）
教職保健 社会教育実習

27 11 10 基礎免許7 6 19 18 基礎免許11 基礎免許20 6

※1 選択必修6単位のう ち、 パート ナー大学の先端科目から 2単位選択必修。

計 135/124単位

教科及び教科の指導法に関する科目発達支援に関する科目

1

外国語科目

情報科目

教養科目

体育・ スポーツ科学科目

2

3

4 卒業研究

年次 学期 教養教育

専門教育

教育の基礎的理解に関する科目等 大学が独自に設定する

科目

【 6単位選択必修】 ※1
卒業研究等

設置等の趣旨（資料）－28



共同教員養成課程教育支援探究コ ース特別支援教育専攻に所属し 、 基礎免許と して小学校を取得する場合の履修モデル

教育の基礎的理解に

関する科目【 必修】

道徳、 総合的な学習の時間

等に関する 科目【 必修】

教育実践に関する科目

【 必修】

基礎理論及び領域

に関する科目

免許状以外の領域に

関する科目

教科に関する専門的事

項（ 小学校）

【 必修】

教科の指導法（ 小学

校）

【 必修】

前

教育原理A

教育原理B

教育心理学A

教育心理学B

実習オリ エンテーショ ン

観察実習
教職実践基礎セミ ナー 特別支援教育基礎論 初等音楽

後

教職入門

現代の教育と 社会A

現代の教育と 社会B

熊本・ 学びの最前線

知的障害児教育総論

肢体不自由児教育総論

肢体不自由児の心理・ 生

理・ 病理

初等家庭

初等国語科指導法Ⅱ

初等音楽科指導法Ⅱ

初等家庭科指導法Ⅰ

前

特別活動及び総合的な学習の

時間の指導法

教育方法学

教育と ICT活用

実習オリ エンテーショ ン

体験実習

知的障害児の心理・ 生

理・ 病理

肢体不自由児指導法

病弱児教育総論

病弱児の心理・ 生理・ 病

理

初等国語

初等算数

初等社会

初等体育

初等書写

初等理科指導法Ⅰ

初等音楽科指導法Ⅰ

初等図画工作科指導法Ⅰ

初等外国語科指導法Ⅱ

初等家庭科指導法Ⅱ

後 教育課程論

道徳教育の理論

道徳教育の実践

生徒指導と 学校カ ウンセリ ン

グ

【 先端科目】 教育統計 病弱児指導法
発達障害児教育総論

重複障害児教育総論

初等理科

初等生活

初等図画工作

初等外国語

初等国語科指導法Ⅰ

初等社会科指導法Ⅰ

初等算数科指導法Ⅰ・ Ⅱ

初等理科指導法Ⅱ

初等体育科指導法Ⅰ・ Ⅱ

初等生活科指導法Ⅱ

前
特別支援教育の基礎

特別支援教育の展開

教育相談の理論及び方法

進路指導及びキャ リ ア教育の

理論及び方法

実習オリ エンテーショ ン

初等教育実習（ 附属小学校）

小学校教科指導探究

教育臨床体験演習

知的障害児指導法

知的障害児アセスメ ント

論

障害児行動分析学

初等図画工作科指導法Ⅱ

初等社会科指導法Ⅱ

初等生活科指導法Ⅰ

初等外国語指導法Ⅰ

後

初等教育課題探究

教育実践研究指導法演習

人権教育論

教育評価

学校経営学

発達障害児脳科学論

前

実習オリ エンテーショ ン

障害児教育実習

初等教育実習（ 附属小学校）

事後指導

教職実践演習（ 幼・ 小・ 中・

高）

後
教職実践演習（ 幼・ 小・ 中・

高）
教職保健

27 11 10
3

基礎免許7
6 18 7 基礎免許11 基礎免許20 6

※1 選択必修6単位のう ち、 パート ナー大学の先端科目から 2単位選択必修。

計 126/124単位

1

外国語科目

情報科目

教養科目

体育・ スポーツ 科学科目

2

3

4 卒業研究

年次 学期 教養教育

専門教育

教育の基礎的理解に関する科目等 大学が独自に設定する

科目

【 6単位選択必修】 ※1

特別支援教育に関する科目 教科及び教科の指導法に関する科目

卒業研究等

設置等の趣旨（資料）－29
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熊本大学教職課程　履修カルテ(A)　＜教職関連科目の履修状況＞　

所　属【　　　　　　　　　　　】　　学籍番号【　 　】　　氏　名【　 　】　　取得する免許の種類【　 　】

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。）

熊本大学教職課程　履修カルテ(B)　＜自己評価シート＞　

（１）必要な資質能力についての自己評価

教職の意義

教育の理念・教育史・思想の理解

教育時事問題

他者との連携・協力

共同授業や研究会の実施

教員としての基本的事項

報告書・諸届出

幼児・児童及び生徒理解

学級活動

学級経営

教材研究及び準備

学習指導案の作成

授業展開における指導

（２）教職を目指す上で課題と考えている事項

　２年次終了時

　３年次終了時

　４年次教職実践演習履修前

（３）担当教員のコメント

　２年次終了時

　３年次終了時

　４年次教職実践演習履修前

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

教育課程論

教育心理学Ａ（学習）

現代の教育と社会Ｂ

保育内容（言葉）

保育内容（人間関係）

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

幼児教育と保育の原理

教育原理Ｂ（歴史・制度）

教育に対する社会的、制度的又は経営的事項
（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）
教育方法学

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

必要事項を整理し、自分なりの観点でまとめた報告書等を提出期限を守り、
提出することができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

学校教育の社会的・制度的・経営的理解に必要な基礎理論・知識を習得して
いますか。

教科の指導力

教材研究や教材開発に取り組み、学習活動に必要な教材・教具・資料づくり、
板書計画などができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

単元の目標をとらえ、目標達成に向けての学習活動を構想し、発問構想、幼
児・児童及び生徒の応答予想や評価の観点などを踏まえた指導案の作成が
できますか。

1・2・3・4・＊

幼児・児童及び
生徒理解や学
級経営

心理・発達論的基礎知識を習得し、親しみを持った態度で子どもと顔を合わせ
たり、相談に乗ったりすることができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

学級会、朝の会、帰りの会、係活動、当番活動などにおいて適切な指導をす
ることができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

学級経営案の作成や教育環境の設営、衛生・安全面に留意した給食指導、
清掃指導ができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

説明、発問、板書、環境構成、情報機器の活用などにおいて、学習活動を豊
かにするような工夫を行うことができますか。また、幼児・児童及び生徒の活
動を適切に評価することができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

1・2・3・4・＊

社会性や対人
関係能力

他者の意見やアドバイスに耳を傾け、理解や協力を得て課題に取り組むこと
ができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

他者との共同授業や研究会を企画・運営・展開することができますか。 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

挨拶、言葉遣い、服装、他の人への接し方など、教員としての基本的な事項が
身についていますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

いじめ、不登校、特別支援教育などの学校教育に関する新たな課題に関心を
持ち、自分なりに意見を持つことができていますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

使命感や責任
感、教育的愛
情

教職の意義や教員の役割、職務内容、子どもに対する責務を理解しています
か。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

教育の理念、教育に関する歴史・思想についての基礎理論・知識を習得して
いますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

学校教育の社会的・制度的・経
営的理解

必要な資質能力の指標

到達度についての自己評価

それぞれの時期における自己評価値を記入する。
1＝達成されていない
2＝あまり達成されていない
3＝だいたい達成されている
4＝達成されている
＊＝まだ履修及び実習の機会がない

項　 　目 指　 　標 ２年次終了時 ３年次終了時
４年次教職実践

演習履修前

指導法に関する科目 保育内容の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

保育内容（健康）

保育内容（環境）

保育表現演習Ⅲ（造形表現）

保育表現演習Ⅳ（リズム表現）

保育表現演習Ⅱ（運動表現）

保育表現演習Ⅰ（言語表現）

保育内容（表現Ⅱ）

保育内容（表現Ⅰ）

区　分 授業科目名 単位 修得年度 評価

幼児理解の理論及び方法

教育とICT活用

特別支援教育の基礎

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及
び生徒指導、教育相談等に関する科目

特別支援教育の展開

幼児理解の理論と方法

教育相談

教育の基礎的理解に関する科目

教育原理Ａ（理念及び思想）

教職入門

現代の教育と社会Ａ

教育心理学Ｂ（発達）

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。）

幼稚園教諭一種免許状 1資料9

設置等の趣旨（資料）－44



熊本大学教職課程　履修カルテ(A)　＜教職関連科目の履修状況＞　

所　属【　　　　　　　　　　　】　　学籍番号【　 　】　　氏　名【　 　】　　取得する免許の種類【　 　】

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。）

初等音楽科指導法Ⅱ

総合的な学習の時間の指導法
特別活動の指導法

特別活動及び総合的な学習
の時間の指導法

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法

教育の方法及び技術

生徒指導の理論及び方法

初等算数科指導法Ⅱ

初等算数科指導法Ⅰ

初等社会科指導法Ⅱ

初等社会科指導法Ⅰ

初等国語科指導法Ⅱ

初等理科指導法Ⅰ

進路指導及びキャリア教育
の理論及び方法

教育相談の理論と及び方法

教育とICT活用

教育方法学

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法

生徒指導と学校カウンセリング

初等理科指導法Ⅱ

初等生活科指導法Ⅰ

初等生活科指導法Ⅱ

初等音楽科指導法Ⅰ

初等外国語指導法Ⅰ

初等外国語指導法Ⅱ

指導法に関する科目 各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

初等国語科指導法Ⅰ

初等図画工作科指導法Ⅰ

初等図画工作科指導法Ⅱ

初等家庭科指導法Ⅰ

初等家庭科指導法Ⅱ

初等体育科指導法Ⅰ

初等体育科指導法Ⅱ

教育原理Ｂ（歴史・制度）

教職入門

教育に対する社会的、制度的又は経営的事項
（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

現代の教育と社会Ａ

現代の教育と社会Ｂ

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

区　分 授業科目名 単位 修得年度 評価

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及
び生徒指導、教育相談等に関する科目

道徳の理論及び指導法
道徳教育の理論

道徳教育の実践

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

教育心理学Ａ（学習）

教育心理学Ｂ（発達）

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解
特別支援教育の基礎

特別支援教育の展開

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。） 教育課程論

教育の基礎的理解に関する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想
教育原理Ａ（理念及び思想）

小学校教諭一種免許状

2

設置等の趣旨（資料）－45



熊本大学教職課程　履修カルテ(B)　＜自己評価シート＞　

（１）必要な資質能力についての自己評価

教職の意義

教育の理念・教育史・思想の理解

教育時事問題

他者との連携・協力

共同授業や研究会の実施

教員としての基本的事項

報告書・諸届出

幼児・児童及び生徒理解

学級活動

学級経営

教材研究及び準備

学習指導案の作成

授業展開における指導

（２）教職を目指す上で課題と考えている事項

　２年次終了時

　３年次終了時

　４年次教職実践演習履修前

（３）担当教員のコメント

　２年次終了時

　３年次終了時

　４年次教職実践演習履修前

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

教科の指導力

教材研究や教材開発に取り組み、学習活動に必要な教材・教具・資料づくり、
板書計画などができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

単元の目標をとらえ、目標達成に向けての学習活動を構想し、発問構想、幼
児・児童及び生徒の応答予想や評価の観点などを踏まえた指導案の作成が
できますか。

1・2・3・4・＊

幼児・児童及び
生徒理解や学
級経営

心理・発達論的基礎知識を習得し、親しみを持った態度で子どもと顔を合わせ
たり、相談に乗ったりすることができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

学級会、朝の会、帰りの会、係活動、当番活動などにおいて適切な指導をする
ことができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

学級経営案の作成や教育環境の設営、衛生・安全面に留意した給食指導、清
掃指導ができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

説明、発問、板書、環境構成、情報機器の活用などにおいて、学習活動を豊
かにするような工夫を行うことができますか。また、幼児・児童及び生徒の活
動を適切に評価することができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

1・2・3・4・＊

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

必要事項を整理し、自分なりの観点でまとめた報告書等を提出期限を守り、
提出することができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

社会性や対人
関係能力

他者の意見やアドバイスに耳を傾け、理解や協力を得て課題に取り組むこと
ができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

他者との共同授業や研究会を企画・運営・展開することができますか。 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

挨拶、言葉遣い、服装、他の人への接し方など、教員としての基本的な事項が
身についていますか。

学校教育の社会的・制度的・経営的理解に必要な基礎理論・知識を習得して
いますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

いじめ、不登校、特別支援教育などの学校教育に関する新たな課題に関心を
持ち、自分なりに意見を持つことができていますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

使命感や責任
感、教育的愛
情

教職の意義や教員の役割、職務内容、子どもに対する責務を理解しています
か。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

教育の理念、教育に関する歴史・思想についての基礎理論・知識を習得して
いますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

学校教育の社会的・制度的・経
営的理解

４年次教職実践

演習履修前

必要な資質能力の指標

到達度についての自己評価

それぞれの時期における自己評価値を記入する。
1＝達成されていない
2＝あまり達成されていない
3＝だいたい達成されている
4＝達成されている
＊＝まだ履修及び実習の機会がない

項　 　目 指　 　標 ２年次終了時 ３年次終了時

3

設置等の趣旨（資料）－46



熊本大学教職課程　履修カルテ(A)　＜教職関連科目の履修状況＞　

所　属【　　　　　　　　　　　】　　学籍番号【　 　】　　氏　名【　 　】　　取得する免許の種類【　 　】

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。）

中等英語科指導法Ⅰ

中等英語科指導法Ⅱ

中等英語科指導法Ⅲ

中等英語科指導法Ⅳ

中等技術科指導法Ⅱ

中等技術科指導法Ⅲ

中等技術科指導法Ⅳ

工業科指導法Ⅰ

工業科指導法Ⅱ

中等家庭科指導法Ⅰ

中等家庭科指導法Ⅱ

中等家庭科指導法Ⅲ

中等家庭科指導法Ⅳ

中等美術科指導法Ⅰ

中等美術科指導法Ⅱ

中等美術科指導法Ⅲ

中等美術科指導法Ⅳ

中等保健体育科指導法Ⅰ

中等保健体育科指導法Ⅱ

中等保健体育科指導法Ⅲ

中等保健体育科指導法Ⅳ

中等技術科指導法Ⅰ

中等理科指導法Ⅰ

中等理科指導法Ⅱ

中等理科指導法Ⅲ

中等理科指導法Ⅳ

理科教育実践入門

中等音楽科指導法Ⅰ

中等音楽科指導法Ⅱ

中等音楽科指導法Ⅲ

中等音楽科指導法Ⅳ

区　分 授業科目名 単位 修得年度 評価

教育の基礎的理解に関する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想
教育原理Ａ（理念及び思想）

教育原理Ｂ（歴史・制度）

教職入門

教育に対する社会的、制度的又は経営的事項
（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

現代の教育と社会Ａ

現代の教育と社会Ｂ

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程
教育心理学Ａ（学習）

道徳教育の実践

総合的な学習の時間の指導法
特別活動の指導法

特別活動及び総合的な学習
の時間の指導法

教育の方法及び技術

教育心理学Ｂ（発達）

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解
特別支援教育の基礎

特別支援教育の展開

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。） 教育課程論

教育方法学

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 教育とICT活用

生徒指導の理論及び方法
生徒指導と学校カウンセリング

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法
教育相談の理論と及び方法

道徳、総合的な学習の時間等の指導法
及び生徒指導、教育相談等に関する科目

道徳の理論及び指導法
道徳教育の理論

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法
進路指導及びキャリア教育
の理論及び方法

指導法に関する科目 各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

中等国語科指導法Ⅰ

中等国語科指導法Ⅱ

書道科指導法Ⅰ

英語科教育課題研究

国語科教育学演習D

国語科教育学演習C

国語科教育学演習B

国語科教育学演習A

中等国語科指導法Ⅳ

中等国語科指導法Ⅲ

書道科指導法Ⅱ

中等社会科指導法
（社会・公民）Ⅰ

中等社会科指導法
（社会・地理歴史）Ⅰ

中等社会科指導法
（社会・公民）Ⅱ

中等社会科指導法
（社会・地理歴史）Ⅱ

中等数学科指導法Ⅰ

中等数学科指導法Ⅱ

中等数学科指導法Ⅲ

中等数学科指導法Ⅳ

中学校・高等学校教諭一種免許状（保健を除く） 4

設置等の趣旨（資料）－47



熊本大学教職課程　履修カルテ(B)　＜自己評価シート＞　

（１）必要な資質能力についての自己評価

教職の意義

教育の理念・教育史・思想の理解

教育時事問題

他者との連携・協力

共同授業や研究会の実施

教員としての基本的事項

報告書・諸届出

幼児・児童及び生徒理解

学級活動

学級経営

教材研究及び準備

学習指導案の作成

授業展開における指導

（２）教職を目指す上で課題と考えている事項

　２年次終了時

　３年次終了時

　４年次教職実践演習履修前

（３）担当教員のコメント

　２年次終了時

　３年次終了時

　４年次教職実践演習履修前

必要な資質能力の指標

到達度についての自己評価

それぞれの時期における自己評価値を記入する。
1＝達成されていない
2＝あまり達成されていない
3＝だいたい達成されている
4＝達成されている
＊＝まだ履修及び実習の機会がない

項　 　目 指　 　標 ２年次終了時 ３年次終了時
４年次教職実践

演習履修前

いじめ、不登校、特別支援教育などの学校教育に関する新たな課題に関心を
持ち、自分なりに意見を持つことができていますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

使命感や責任
感、教育的愛
情

教職の意義や教員の役割、職務内容、子どもに対する責務を理解しています
か。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

教育の理念、教育に関する歴史・思想についての基礎理論・知識を習得して
いますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

学校教育の社会的・制度的・経
営的理解

学校教育の社会的・制度的・経営的理解に必要な基礎理論・知識を習得して
いますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

社会性や対人
関係能力

他者の意見やアドバイスに耳を傾け、理解や協力を得て課題に取り組むこと
ができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

他者との共同授業や研究会を企画・運営・展開することができますか。 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

挨拶、言葉遣い、服装、他の人への接し方など、教員としての基本的な事項
が身についていますか。

教科の指導力

教材研究や教材開発に取り組み、学習活動に必要な教材・教具・資料づくり、
板書計画などができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

単元の目標をとらえ、目標達成に向けての学習活動を構想し、発問構想、幼
児・児童及び生徒の応答予想や評価の観点などを踏まえた指導案の作成が
できますか。

1・2・3・4・＊

幼児・児童及び
生徒理解や学
級経営

心理・発達論的基礎知識を習得し、親しみを持った態度で子どもと顔を合わ
せたり、相談に乗ったりすることができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

学級会、朝の会、帰りの会、係活動、当番活動などにおいて適切な指導をす
ることができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

学級経営案の作成や教育環境の設営、衛生・安全面に留意した給食指導、
清掃指導ができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

説明、発問、板書、環境構成、情報機器の活用などにおいて、学習活動を豊
かにするような工夫を行うことができますか。また、幼児・児童及び生徒の活
動を適切に評価することができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

必要事項を整理し、自分なりの観点でまとめた報告書等を提出期限を守り、
提出することができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

5
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熊本大学教職課程　履修カルテ(A)　＜教職関連科目の履修状況＞　

所　属【　　　　　　　　　　　】　　学籍番号【　 　】　　氏　名【　 　】　　取得する免許の種類【　 　】

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。）

熊本大学教職課程　履修カルテ(B)　＜自己評価シート＞　

（１）必要な資質能力についての自己評価

教職の意義

教育の理念・教育史・思想の理解

教育時事問題

他者との連携・協力

共同授業や研究会の実施

教員としての基本的事項

報告書・諸届出

幼児・児童及び生徒理解

学級活動

学級経営

教材研究及び準備

学習指導案の作成

授業展開における指導

（２）教職を目指す上で課題と考えている事項

　２年次終了時

　３年次終了時

　４年次教職実践演習履修前

（３）担当教員のコメント

　２年次終了時

　３年次終了時

　４年次教職実践演習履修前

区　分 授業科目名 単位 修得年度 評価

教育の基礎的理解に関する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想
教育原理Ａ（理念及び思想）

教育原理Ｂ（歴史・制度）

教職入門

教育に対する社会的、制度的又は経営的事項
（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

現代の教育と社会Ａ

現代の教育と社会Ｂ

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程
教育心理学Ａ（学習）

道徳教育の実践

総合的な学習の時間の指導法
特別活動の指導法

特別活動及び総合的な学習
の時間の指導法

教育の方法及び技術

教育心理学Ｂ（発達）

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解
特別支援教育の基礎

特別支援教育の展開

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。） 教育課程論

教育方法学

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 教育とICT活用

生徒指導の理論及び方法
生徒指導と学校カウンセリング

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法
教育相談の理論と及び方法

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及
び生徒指導、教育相談等に関する科目

道徳の理論及び指導法
道徳教育の理論

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法
進路指導及びキャリア教育
の理論及び方法

指導法に関する科目 各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

中等保健科指導法Ⅰ

中等保健科指導法Ⅱ

中等保健科指導法Ⅲ

中等保健科指導法Ⅳ

性に関する指導

必要な資質能力の指標

到達度についての自己評価

それぞれの時期における自己評価値を記入する。
1＝達成されていない
2＝あまり達成されていない
3＝だいたい達成されている
4＝達成されている
＊＝まだ履修及び実習の機会がない

項　 　目 指　 　標 ２年次終了時 ３年次終了時
４年次教職実践

演習履修前

学校教育の社会的・制度的・経営的理解に必要な基礎理論・知識を習得して
いますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

いじめ、不登校、特別支援教育などの学校教育に関する新たな課題に関心を
持ち、自分なりに意見を持つことができていますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

使命感や責任
感、教育的愛
情

教職の意義や教員の役割、職務内容、子どもに対する責務を理解しています
か。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

教育の理念、教育に関する歴史・思想についての基礎理論・知識を習得して
いますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

学校教育の社会的・制度的・経
営的理解

社会性や対人
関係能力

他者の意見やアドバイスに耳を傾け、理解や協力を得て課題に取り組むこと
ができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

他者との共同授業や研究会を企画・運営・展開することができますか。 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

挨拶、言葉遣い、服装、他の人への接し方など、教員としての基本的な事項が
身についていますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

必要事項を整理し、自分なりの観点でまとめた報告書等を提出期限を守り、
提出することができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

教科の指導力

教材研究や教材開発に取り組み、学習活動に必要な教材・教具・資料づくり、
板書計画などができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

単元の目標をとらえ、目標達成に向けての学習活動を構想し、発問構想、幼
児・児童及び生徒の応答予想や評価の観点などを踏まえた指導案の作成が
できますか。

1・2・3・4・＊

幼児・児童及び
生徒理解や学
級経営

心理・発達論的基礎知識を習得し、親しみを持った態度で子どもと顔を合わせ
たり、相談に乗ったりすることができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

学級会、朝の会、帰りの会、係活動、当番活動などにおいて適切な指導をす
ることができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

学級経営案の作成や教育環境の設営、衛生・安全面に留意した給食指導、
清掃指導ができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

説明、発問、板書、環境構成、情報機器の活用などにおいて、学習活動を豊
かにするような工夫を行うことができますか。また、幼児・児童及び生徒の活
動を適切に評価することができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

1・2・3・4・＊

中学校・高等学校教諭一種免許状（保健） 6
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熊本大学教職課程　履修カルテ(A)　＜教職関連科目の履修状況＞　

所　属【　　　　　　　　　　　】　　学籍番号【　 　】　　氏　名【　 　】　　取得する免許の種類【　 　】

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。）

熊本大学教職課程　履修カルテ(B)　＜自己評価シート＞　

（１）必要な資質能力についての自己評価

教職の意義

教育の理念・教育史・思想の理解

教育時事問題

他者との連携・協力

共同授業や研究会の実施

教員としての基本的事項

報告書・諸届出

幼児・児童及び生徒理解

学級活動

学級経営

教材研究及び準備

学習指導案の作成

授業展開における指導

（２）教職を目指す上で課題と考えている事項

　２年次終了時

　３年次終了時

　４年次教職実践演習履修前

（３）担当教員のコメント

　２年次終了時

　３年次終了時

　４年次教職実践演習履修前

区　分 授業科目名 単位 修得年度 評価

教育の基礎的理解に関する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想
教育原理Ａ（理念及び思想）

教育原理Ｂ（歴史・制度）

教職入門

教育に対する社会的、制度的又は経営的事項
（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

現代の教育と社会Ａ

現代の教育と社会Ｂ

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程
教育心理学Ａ（学習）

道徳教育の実践

特別活動及び総合的な学習
の時間の指導法

教育心理学Ｂ（発達）

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解
特別支援教育の基礎

特別支援教育の展開

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。） 教育課程論

指導法に関する科目 各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

中等保健科指導法Ⅰ

中等保健科指導法Ⅱ

中等保健科指導法Ⅲ

中等保健科指導法Ⅳ

性に関する指導

教育方法学

教育とICT活用

生徒指導の理論及び方法
生徒指導と学校カウンセリング

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法
教育相談の理論と及び方法

道徳、総合的な学習の時間等の指導法
及び生徒指導、教育相談等に関する科目

道徳教育の理論

道徳、総合的な学習の時間及び総合的な探究の時間並びに特別活動に関する内容

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）

必要な資質能力の指標

到達度についての自己評価

それぞれの時期における自己評価値を記入する。
1＝達成されていない
2＝あまり達成されていない
3＝だいたい達成されている
4＝達成されている
＊＝まだ履修及び実習の機会がない

項　 　目 指　 　標 ２年次終了時 ３年次終了時
４年次教職実践

演習履修前

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

使命感や責任
感、教育的愛
情

教職の意義や教員の役割、職務内容、子どもに対する責務を理解しています
か。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

教育の理念、教育に関する歴史・思想についての基礎理論・知識を習得して
いますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

学校教育の社会的・制度的・経
営的理解

学校教育の社会的・制度的・経営的理解に必要な基礎理論・知識を習得して
いますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

いじめ、不登校、特別支援教育などの学校教育に関する新たな課題に関心を
持ち、自分なりに意見を持つことができていますか。

1・2・3・4・＊

社会性や対人
関係能力

他者の意見やアドバイスに耳を傾け、理解や協力を得て課題に取り組むこと
ができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

他者との共同授業や研究会を企画・運営・展開することができますか。 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

挨拶、言葉遣い、服装、他の人への接し方など、教員としての基本的な事項
が身についていますか。

教科の指導力

教材研究や教材開発に取り組み、学習活動に必要な教材・教具・資料づくり、
板書計画などができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

単元の目標をとらえ、目標達成に向けての学習活動を構想し、発問構想、幼
児・児童及び生徒の応答予想や評価の観点などを踏まえた指導案の作成が
できますか。

1・2・3・4・＊

幼児・児童及び
生徒理解や学
級経営

心理・発達論的基礎知識を習得し、親しみを持った態度で子どもと顔を合わ
せたり、相談に乗ったりすることができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

学級会、朝の会、帰りの会、係活動、当番活動などにおいて適切な指導をす
ることができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

学級経営案の作成や教育環境の設営、衛生・安全面に留意した給食指導、
清掃指導ができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

説明、発問、板書、環境構成、情報機器の活用などにおいて、学習活動を豊
かにするような工夫を行うことができますか。また、幼児・児童及び生徒の活
動を適切に評価することができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

必要事項を整理し、自分なりの観点でまとめた報告書等を提出期限を守り、
提出することができますか。

1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊ 1・2・3・4・＊

養護教諭一種免許状 7
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高度情報・半導体人材育成の全体像佐賀大学・熊本大学教育学部共同教員養成課程に係る科目の整理・名称等

共同科目
• 一方の大学の教員が両大学またはパートナー大

学の学生に対して開講する科目
• 遠隔授業システム教室やZoomによる遠隔授業

シラバス共通科目
• 両大学でシラバスを共通化し、自大学の教員が

自大学の学生に対し（多少の違いは可）開講す
る授業

• 基本的に両授業内容は共通化

独自科目
• 原則、一方の大学のみで開講する科目
• 実技・実験・演習・野外実習・特別講義など
• 学生の移動により受講可能な場合もあり

【参考】
先行実施大学の呼称

３１単位以上
をパートナー
大学から履修

課程認定上の
必修科目は
内容を共通化する

各大学の強みを活
かした科目を設定

〈群馬・宇都宮大学〉
「斉一科目」

〈富山・金沢大学〉
「先進的教育科目」

「特色科目」

〈群馬・宇都宮大学〉
「共通科目」

〈富山・金沢大学〉
「共通科目」

〈群馬・宇都宮大学〉
「独自科目」

〈富山・金沢大学〉
「独自科目」

資料10
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高度情報・半導体人材育成の全体像

●共同科目の開設形態パターンについて

佐賀大学・熊本大学教育学部共同教員養成課程に係る科目の整理・名称等

パターン①：ハイブリッド履修形式

• 一方の大学で開設される科目を遠隔システムにてパートナー

大学にも提供

• 授業回によって対面と遠隔を入れ替えて実施することも可能

パターン②：クロス履修形式

• 従来２単位で開設されていた科目を１単位に分けA・B科目とし

て実施し、両大学ともにA・B科目を開設

• A科目はパートナー大学に提供し、B科目は自大学の学生向けに

開講することで、両大学の学生が自大学教員から対面で模擬授

業等の演習的内容を学ぶことを可能にする
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佐賀大学における多様なメディアを高度に利用して行う授業に関する要項

（令和４年１月３１日制定）

（趣旨）　

第１条　この要項は、佐賀大学学則（平成１６年４月１日制定。以下「学則」という。）第１８条第２項に規定する、多様なメ

ディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる授業の実施について必要な事項を定める。　

（定義）　

第２条　この要項において、「遠隔授業」とは、インターネット及び学習管理システム等を利用して、文字、音声、静止画、動

画等の多様な情報を一体的に扱うもので、次に掲げるいずれかの要件を満たし、対面授業に相当する教育効果を有すると認め

られるものをいう。　

(1) 同時かつ双方向に行われるものであって、かつ、当該授業を行う教室等以外の教室、研究室又はこれらに準ずる場所（以

下「教室等以外の場所」という。）において履修させるもの（同時双方向型）　

(2) 毎回の授業の実施に当たって、指導補助者が教室等以外の場所において学生等に対面することにより、又は当該授業を行

う教員若しくは指導補助者が当該授業の終了後すみやかにインターネットその他の適切な方法を利用することにより、設問

解答、添削指導、質疑応答等による十分な指導を併せ行うものであって、かつ、当該授業に関する学生等の意見の交換の機

会が確保されているもの（オンデマンド型）

２　この要項において、「遠隔授業科目」とは、前項に規定する遠隔授業が全開講回数の半数以上となる授業科目をいう。

（遠隔授業実施における遵守事項）　

第３条　遠隔授業の実施においては、次に掲げる事項について遵守することとする。　

(1) 学生の本人確認を行い、その履修状態を把握すること。

(2) 成績評価において、学修の成果を適正に把握すること。

(3) 授業コンテンツの作成にあたり他人の著作物を利用する場合は、著作権者から許諾を得る等、著作権法に基づき適切に対

応すること。

(4) 授業形態、各回の授業計画、担当教員との交流方法等の詳細について、当該授業科目のシラバスに明記する等、学生に事

前に周知すること。

２　前項に規定するもののほか、前条第１項第１号に規定する遠隔授業の実施については、次の事項を遵守するものとする。　

(1) 同時かつ双方向で行うこと。

(2) 教員と学生が、互いに映像・音声等によりやりとりを行い、また、学生が教員に質問をする機会を確保するなど、対面授

業に近い環境で行うこと。

３　第１項に規定するもののほか、前条第１項第２号に規定する遠隔授業の実施については、次の事項を遵守するものとする。　

(1) 設問解答、添削指導、質疑応答等による十分な指導を、毎回の授業の実施に併せ行うこと。

(2) 学習管理システム等に掲示板を設け、学生がこれに書き込めるようにするなど、当該授業に関する学生の意見交換や教員

に対する質問の機会を確保すること。　

（遠隔授業科目開講部局等の手続き）　

第４条　本学の学士課程において遠隔授業科目を開講する場合は、授業科目担当教員から事前に当該授業科目を開講する部局の

長に別紙様式により申請し、承認を得るものとする。　

２　各学部及び教養教育センターは、前項により承認する遠隔授業科目の単位数の合計が、学則第３５条第３項に定める単位数

を超えないよう管理するものとする。　

３　前項の規定に関わらず、感染症や災害の発生等の非常時においては、当該感染症や災害等の状況に応じて、本来授業計画に

おいて対面授業の実施を予定していた授業科目に係る授業の全部又は一部を対面授業により予定通り実施することが困難な場

合において、遠隔授業を行うことができるものとし、それらは遠隔授業科目の単位数の合計に含めず、申請も不要とする。　

（雑則）　

第５条　この要項に定めるもののほか、多様なメディアを高度に利用して行う授業に関して必要な事項は、佐賀大学教育委員会

の議を経て、委員長が定める。　

附　則　

　この要項は、令和４年１月３１日から実施し、令和４年度開講科目より適用する。　

附　則（令和７年３月２７日改正）

　この要項は、令和７年４月１日から実施する。

附　則（令和７年４月９日改正）

　この要項は、令和７年４月９日から実施し、令和７年４月１日から適用する。
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別紙様式（第４条関係）

別紙様式（第４条関係）(PDF)
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実習施設一覧（臨床実習以外） ※学校数・学級数は令和７年５月１日現在
区分 学校数 学級数 実習配当

教育学部附属幼稚園 1 3
佐賀市立本庄こども園 1 8
小城市立認定こども園三日月幼稚園 1 9
吉野ヶ里町立東脊振幼稚園 1 4
学校法人旭学園佐賀女子短期大学
付属ふたばこども園

1 9

教育学部附属小学校 1 18
3・4年次（小学校教育実習Ⅰ・Ⅱ）
3年次（50人程度）、4年次（15人程度）

教育学部附属中学校 1 12
3・4年次（中学校教育実習Ⅰ・Ⅱ）
3年次（30人程度）、4年次（10人程度）

教育学部附属特別支援学校 1 9
4年次（障害児教育実習Ⅰ・Ⅱ）
4年次（70人程度）

公立小学校（佐賀市立） 35 639
3・4年次（小学校教育実習Ⅰ・Ⅱ）
3年次（60人程度）、4年次（14人程度）

公立中学校（佐賀市立） 18 255
公立高等学校（佐賀県立） 32 436
公立特別支援学校（佐賀県立） 10 322

4年次（幼稚園教育実習Ⅰ・Ⅱ履修希望者）

実習生の希望に基づき、自宅等から通うこと
のできる学校に配当。
3・4年次（1校あたり1～10名）
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佐賀市立小学校一覧
設置者 学校名 所在地
1 佐賀市 勧興小学校 佐賀市成章町3-16
2 佐賀市 循誘小学校 佐賀市高木町15-30
3 佐賀市 日新小学校 佐賀市長瀬町9-15
4 佐賀市 赤松小学校 佐賀市中の館町1-39
5 佐賀市 神野小学校 佐賀市神野西2-4-8
6 佐賀市 西与賀小学校 佐賀市西与賀町大字厘外1437
7 佐賀市 嘉瀬小学校 佐賀市嘉瀬町大字十五12-1
8 佐賀市 巨勢小学校 佐賀市巨勢町大字高尾108
9 佐賀市 兵庫小学校 佐賀市兵庫町大字渕1295
10 佐賀市 高木瀬小学校 佐賀市高木瀬東5-6-12
11 佐賀市 北川副小学校 佐賀市木原3-12-1
12 佐賀市 本庄小学校 佐賀市本庄町大字本庄131-1
13 佐賀市 鍋島小学校 佐賀市鍋島1-1-2
14 佐賀市 金立小学校 佐賀市金立町大字千布2144-1
15 佐賀市 久保泉小学校 佐賀市久保泉町大字川久保1357-1
16 佐賀市 芙蓉小学校 佐賀市蓮池町大字小松1000
17 佐賀市 新栄小学校 佐賀市新栄東2-6-34
18 佐賀市 若楠小学校 佐賀市若宮3-2-1
19 佐賀市 開成小学校 佐賀市鍋島町大字森田35-1
20 佐賀市 諸富北小学校 佐賀市諸富町大字大堂990
21 佐賀市 諸富南小学校 佐賀市諸富町大字為重920-1
22 佐賀市 中川副小学校 佐賀市川副町大字福富1316
23 佐賀市 大詫間小学校 佐賀市川副町大字大詫間496
24 佐賀市 南川副小学校 佐賀市川副町大字鹿江674
25 佐賀市 西川副小学校 佐賀市川副町大字西古賀979
26 佐賀市 東与賀小学校 佐賀市東与賀町大字田中453
27 佐賀市 思斉小学校 佐賀市久保田町大字新田1207
28 佐賀市 春日小学校 佐賀市大和町大字尼寺1439
29 佐賀市 川上小学校 佐賀市大和町大字東山田1807-1
30 佐賀市 松梅小学校 佐賀市大和町大字松瀬2075-1
31 佐賀市 春日北小学校 佐賀市大和町大字久池井1777-1
32 佐賀市 富士小学校 佐賀市富士町大字小副川1339-3
33 佐賀市 北山小学校 佐賀市富士町大字中原342-2
34 佐賀市 北山東部小学校 佐賀市富士町大字古場1514-2
35 佐賀市 三瀬小学校 佐賀市三瀬村三瀬2741-2
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佐賀市立中学校一覧
設置者 学校名 所在地
1 佐賀市 成章中学校 佐賀市成章町7-1
2 佐賀市 城南中学校 佐賀市南佐賀1-20-1
3 佐賀市 昭栄中学校 佐賀市昭栄町1-7
4 佐賀市 城東中学校 佐賀市巨勢町大字牛島242
5 佐賀市 城西中学校 佐賀市本庄町大字本庄1021-1
6 佐賀市 城北中学校 佐賀市高木瀬西3-1-50
7 佐賀市 金泉中学校 佐賀市久保泉町大字上和泉2361-1
8 佐賀市 芙蓉中学校 佐賀市蓮池町大字小松1000
9 佐賀市 鍋島中学校 佐賀市鍋島1-19-1
10 佐賀市 諸富中学校 佐賀市諸富町大字徳富2058-3
11 佐賀市 川副中学校 佐賀市川副町大字鹿江710
12 佐賀市 東与賀中学校 佐賀市東与賀町大字下古賀1127-1
13 佐賀市 思斉中学校 佐賀市久保田町大字新田1217
14 佐賀市 大和中学校 佐賀市大和町大字東山田3554-1
15 佐賀市 松梅中学校 佐賀市大和町大字松瀬2090-1
16 佐賀市 富士中学校 佐賀市富士町大字古湯2735
17 佐賀市 北山中学校 佐賀市富士町大字中原342-2
18 佐賀市 三瀬中学校 佐賀市三瀬村三瀬2789
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佐賀県立高等学校一覧
設置者 学校名 所在地
1 佐賀県 佐賀東高等学校 佐賀市南佐賀3-11-15
2 佐賀県 佐賀西高等学校 佐賀市城内1-4-25
3 佐賀県 佐賀北高等学校 佐賀市天祐2-6-1
4 佐賀県 致遠館高等学校 佐賀市兵庫北4-1-1
5 佐賀県 唐津東高等学校 唐津市鏡新開1
6 佐賀県 唐津西高等学校 唐津市町田字大山田1992
7 佐賀県 鳥栖高等学校 鳥栖市古野町600-1
8 佐賀県 伊万里高等学校 伊万里市二里町大里甲2600
9 佐賀県 武雄高等学校 武雄市武雄町大字武雄5540-2
10 佐賀県 鹿島高等学校

 赤門学舎 鹿島市大字高津原462
 大手門学舎 鹿島市大字高津原539

11 佐賀県 神埼高等学校 神埼市神埼町本告牟田3076-2
12 佐賀県 三養基高等学校 三養基郡みやき町大字原古賀300-1
13 佐賀県 小城高等学校 小城市小城町176
14 佐賀県 厳木高等学校 唐津市厳木町厳木727
15 佐賀県 白石高等学校

 普通科キャンパス 杵島郡白石町大字今泉138-1
 商業科キャンパス 杵島郡大町町大字大町2039

16 佐賀県 太良高等学校 藤津郡太良町大字多良4212-6
17 佐賀県 唐津南高等学校 唐津市神田字堤2629-1
18 佐賀県 伊万里実業高等学校

 商業キャンパス 伊万里市脇田町1376
 農林キャンパス 伊万里市二里町大里乙1414

19 佐賀県 高等学校志館高等学校 佐賀市大和町大字尼寺1698
20 佐賀県 佐賀農業高等学校 杵島郡白石町大字福田1660
21 佐賀県 佐賀工業高等学校 佐賀市緑小路1-1
22 佐賀県 唐津工業高等学校 唐津市石志字中ノ尾3072-1
23 佐賀県 鳥栖工業高等学校 鳥栖市元町1918
24 佐賀県 有田工業高等学校 西松浦郡有田町桑古場乙2902
25 佐賀県 佐賀商業高等学校 佐賀市神野東4-12-40
26 佐賀県 唐津商業高等学校 唐津市元石町235-2
27 佐賀県 鳥栖商業高等学校 鳥栖市平田町1110-8
28 佐賀県 牛津高等学校 小城市牛津町牛津274
29 佐賀県 神埼清明高等学校 神埼市神埼町横武2
30 佐賀県 多久高等学校 多久市北多久町大字小侍23
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設置者 学校名 所在地
31 佐賀県 嬉野高等学校

 塩田校舎 嬉野市塩田町大字馬場下甲1418
 嬉野校舎 嬉野市嬉野町大字下宿甲700

32 佐賀県 唐津青翔高等学校 東松浦郡玄海町大字新田1809-11
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佐賀県立特別支援学校一覧
設置者 学校名 所在地
1 佐賀県 盲学校 佐賀市天祐1-5-29
2 佐賀県 ろう学校 佐賀市鍋島町大字森田321
3 佐賀県 金立特別支援学校 佐賀市金立町大字金立2339-2
4 佐賀県 大和特別支援学校 佐賀市大和町大字久留間3353
5 佐賀県 中原特別支援学校 三養基郡みやき町大字原古賀7262-1
6 佐賀県 中原特別支援学校鳥栖田代分校 鳥栖市田代上町301-1
7 佐賀県 伊万里特別支援学校 伊万里市大坪町丙1427
8 佐賀県 唐津特別支援学校 唐津市山本788-12
9 佐賀県 唐津特別支援学校好学舎分校 唐津市双水2787-1
10 佐賀県 うれしの特別支援学校 嬉野市塩田町大字五町田甲2877-1
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区分 学校数 学級数 実習配当

教育学部附属幼稚園 1 5

教育学部附属小学校 1 18

教育学部附属中学校 1 12

教育学部附属特別支援学校 1 9

公立小学校（ 熊本市内） 92 ー

公立中学校（ 熊本市内） 42 ー

公立小学校（ 熊本市外）

公立中学校（ 熊本市外）

実習生の希望に基づき、 自宅等から 通う こ と のできる学校に配

当。

１ ～４ 年次（ 観察実習、 副免実習を含む附属

校実習）

３ 年次（ １ 校あたり １ ～１ ０ 名）

実習施設一覧（ 臨床実習以外） ※学校数・ 学級数は令和６ 年度
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熊本大学 教育学部 教育実習成績評価票（附属幼稚園用） 年度

入学年度 学 生 番 号 学 生 氏 名 コース（専 攻） 副専攻

実習内容 項 目 項  目  の  主  な  観  点 評 価

観察・参加

１．教職員・実習生との協力
教職員からの指導講話や指導助言を積極的に受け入れた。教職員や実習生と協力し、

職員作業や保育研究会の準備に参加した。

２．検討会・反省会
保育研究会や反省会に参加し、積極的に意見を述べ、自己評価を行った。その結果

を整理するとともに、指導力量の向上に生かした。

指

導

保の

育指

内導

容

３．教材研究および準備
事前の教材研究や教材調査に取り組み、保育に必要な教材・教具を選択し、適切な

環境の構成と教材の準備を行った。

４．保育指導案の作成
保育のねらいに向けての保育内容を構想した。幼児の発達を適切にとらえた指導案

を作成した。

５．保育展開における指導
保育の内容やねらいを理解し、環境の構成や援助を行い、豊かな保育展開になるよ

うな工夫が見られた。

生

活

指

導

６．幼 児 理 解
幼児一人一人の内面を理解し、幼児の願いや思いに沿った適切な助言や人権意識を

もった援助を行った。発達を読み取り、見通しをもった指導を行った。

７．生活に関わる事柄 幼児の発達に応じた身辺自立にかかわる丁寧で細やかな指導を行った。

８．環 境 の 整 備
整理整頓や戸締まりなどの環境設営を行った。衛生面・安全面に留意して環境を整え

た。清潔で隅々までいきとどいた配慮のある環境を構成した。

勤務状況

９．勤 務 状 況
教員としてふさわしい服装・髪型・言葉づかい・態度などで幼児と接することができた。

事前に届けが出ている用件以外での遅刻・欠勤がなく、実習に専念した。

10．報告書・諸届け
報告書や諸届けを期日までに提出した。観察したことを整理し、自分なりに観点を

絞り、検討会での意見や実習の成果を踏まえて、報告書をまとめた。

合 計

評価理由

（観点別評価で「１」または「２」がある場合や、評価の合計が３０点未満の場合は、必ず、その理由を

記載してください。）

出勤状況

出 勤 日 数 欠勤日数 遅刻日数 早退日数 備 考（欠勤・遅刻・早退の理由等を記入願います）

配当学級 年保育 歳児 組

指導教諭名

上記のとおり相違ないことを証明する 

年 月 日

学 校 名 熊本大学教育学部附属幼稚園

園 長 名 職印

※「評価」は「項目の主な観点」を参照のうえ、５(秀・優)、４(良)、３(可)、２(不可：劣る)、１(不可：非常に劣る)の評点を記入してください。
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熊本大学 教育学部 教育実習成績評価票（附属小学校・協力小学校用） 年度

入学年度 学 生 番 号 学 生 氏 名 コース（専 攻） 副専攻

実習内容 項 目 項  目  の  主  な  観  点 評 価

観察・参加
１．教職員・実習生との協力

教職員からの指導講話や指導助言を積極的に受け入れた。教職員や実習生と協力し、

職員作業や授業研究会の準備に参加した。

２．検討会・反省会
授業研究会や反省会に参加し、積極的に意見を述べ、自己評価を行った。その結果

を整理するとともに、指導力量の向上に生かした。

指

導

学

習

指

導

３．教材研究および準備
事前の教材研究や教材解釈に取り組み、学習活動に必要な教材・教具・資料づくり、

板書計画などができた。

４．学習指導案の作成
単元の目標をとらえ、目標達成に向けての学習活動を構想した。発問構想、児童・

生徒の応答予想や評価の観点などを踏まえた指導案を作成した。

５．授業展開における指導
説明、発問、板書、環境構成などにおいて、学習活動を豊かにするような工夫がみ

られた。また、児童・生徒の活動を適切に評価した。

生

活

指

導

６．児童・生徒理解
児童・生徒に挨拶をし、休み時間や委員会や学校行事などにおいて積極的にかかわ

った。授業中の机間指導で児童・生徒に適切なことばかけを行った。

７．学 級 活 動
学級会、朝の会、帰りの会、係活動、当番活動などにおいて適切な指導をすること

ができた。

８．学 級 経 営
整理整頓や戸締まりなどの環境設営を行った。児童・生徒の作品やワークシートなどを

適切に評価し、取り扱った。衛生面・安全面に留意して給食指導や掃除指導を行った。

勤務状況
９．勤 務 状 況

教員としてふさわしい服装・髪型・言葉づかいなどで児童・生徒と接することができた。

事前に届けが出ている用件以外での遅刻・欠勤がなく、実習に専念した。

10．報告書・諸届け
報告書や諸届けを期日までに提出した。観察したことを整理し、自分なりに観点を

絞り、検討会での意見や実習の成果を踏まえて、報告書をまとめた。

合 計

評価理由

（観点別評価で「１」または「２」がある場合や、評価の合計が３０点未満の場合は、必ず、その理由を

記載してください。）

出勤状況

出 勤 日 数 欠勤日数 遅刻日数 早退日数 備考（欠勤・遅刻・早退の理由等を記載願います）

配当学級 学年 組

指導教諭名

上記のとおり相違ないことを証明する 

年 月 日

学 校 名 

学校長名 職印

※「評価」は「項目の主な観点」を参照のうえ、５(秀・優)、４(良)、３(可)、２(不可：劣る)、１(不可：非常に劣る)の評点を記入してください。 
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 熊本大学 教育学部 教育実習成績評価票（附属中学校・協力中学校用）  年度 

 入学年度 学 生 番 号 学 生 氏 名 コース（専 攻） 副専攻 

 実習内容  項 目 項  目  の  主  な  観  点  評 価 

 観察・参加

１．教職員・実習生との協力
 教職員からの指導講話や指導助言を積極的に受け入れた。教職員や実習生と協力し、

職員作業や授業研究会の準備に参加した。 

 

２．検討会・反省会
授業研究会や反省会に参加し、積極的に意見を述べ、自己評価を行った。その結果

を整理するとともに、指導力量の向上に生かした。 

 指 

 導 

 学 

 習 

 指 

 導 

３．教材研究および準備
事前の教材研究や教材解釈に取り組み、学習活動に必要な教材・教具・資料づくり、

板書計画などができた。 

 

４．学習指導案の作成
単元の目標をとらえ、目標達成に向けての学習活動を構想した。発問構想、児童・

生徒の応答予想や評価の観点などを踏まえた指導案を作成した。 

５．授業展開における指導
 説明、発問、板書、環境構成などにおいて、学習活動を豊かにするような工夫がみ

られた。また、児童・生徒の活動を適切に評価した。 

 生 

 活 

 指 

 導 

６．児童・生徒理解
児童・生徒に挨拶をし、休み時間や委員会や学校行事などにおいて積極的にかかわ

った。授業中の机間指導で児童・生徒に適切なことばかけを行った。 

７．学 級 活 動
学級会、朝の会、帰りの会、係活動、当番活動などにおいて適切な指導をすること

ができた。 

８．学 級 経 営
整理整頓や戸締まりなどの環境設営を行った。児童・生徒の作品やワークシートなどを

適切に評価し、取り扱った。衛生面・安全面に留意して給食指導や掃除指導を行った。 

勤務状況

９．勤 務 状 況
教員としてふさわしい服装・髪型・言葉づかいなどで児童・生徒と接することができた。

事前に届けが出ている用件以外での遅刻・欠勤がなく、実習に専念した。 

 

10．報告書・諸届け
報告書や諸届けを期日までに提出した。観察したことを整理し、自分なりに観点を

絞り、検討会での意見や実習の成果を踏まえて、報告書をまとめた。 

合 計

評価理由

（観点別評価で「１」または「２」がある場合や、評価の合計が３０点未満の場合は、必ず、その理由を

記載してください。）

 出勤状況 

 出 勤 日 数  欠勤日数  遅刻日数  早退日数 備 考（欠勤・遅刻・早退の理由等を記入願います）

 配当学級 学年 組 

 学級指導教諭名 

 教 科 

 教科指導教諭名 

 上記のとおり相違ないことを証明する 

年 月 日

学 校 名 

 学校長名  職印 

※「評価」は「項目の主な観点」を参照のうえ、５(秀・優)、４(良)、３(可)、２(不可：劣る)、１(不可：非常に劣る)の評点を記入してください。

設置等の趣旨（資料）－83



熊本大学 教育学部 教育実習成績評価票（附属特別支援学校用） 年度

入学年度 学 生 番 号 学 生 氏 名 コース（専 攻） 副専攻

実習内容 項 目 項  目  の  主  な  観  点 評 価

観察・参加

１．教職員・実習生との協力
教職員からの指導講話や指導助言を積極的に受け入れた。教職員や実習生と協力し、

職員作業や授業研究会の準備に参加した。

２．検討会・反省会
授業研究会や反省会に参加し、積極的に意見を述べ、自己評価を行った。その結果

を整理するとともに、指導力量の向上に生かした。

指

導

学

習

指

導

３．教材研究および準備
事前の教材研究や教材解釈に取り組み、学習活動に必要な教材・教具・資料づくり、

板書計画などができた。

４．学習指導案の作成
単元の目標をとらえ、目標達成に向けての学習活動を構想した。発問構想、児童・

生徒の応答予想や評価の観点などを踏まえた指導案を作成した。

５．授業展開における指導
説明、発問、板書、環境構成などにおいて、学習活動を豊かにするような工夫がみ

られた。また、児童・生徒の活動を適切に評価した。

生

活

指

導

６．児童・生徒理解
児童・生徒に挨拶をし、休み時間や委員会や学校行事などにおいて積極的にかかわ

った。指導にあたって児童・生徒に適切なことばかけを行った。

７．学 級 活 動
学級会、朝の会、帰りの会、係活動、当番活動などにおいて適切な指導をすること

ができた。

８．学 級 経 営
整理整頓や戸締まりなどの環境設営を行った。児童・生徒の作品やワークシートなどを

適切に評価し、取り扱った。衛生面・安全面に留意して給食指導や掃除指導を行った。

勤務状況

９．勤 務 状 況
教員としてふさわしい服装・髪型・言葉づかいなどで児童・生徒と接することができた。

事前に届けが出ている用件以外での遅刻・欠勤がなく、実習に専念した。

10．報告書・諸届け
報告書や諸届けを期日までに提出した。観察したことを整理し、自分なりに観点を

絞り、検討会での意見や実習の成果を踏まえて、報告書をまとめた。

合 計

評価理由

（観点別評価で「１」または「２」がある場合や、評価の合計が３０点未満の場合は、必ず、その理由を

記載してください。）

出勤状況

出 勤 日 数 欠勤日数 遅刻日数 早退日数 備 考（欠勤・遅刻・早退の理由等を記入願います）

配当学部 

学年・組 部 学年 組

指導教諭名 

指導教諭名 印

上記のとおり相違ないことを証明する 

年 月 日

学 校 名 熊本大学教育学部附属特別支援学校

学校長名 職印

※「評価」は「項目の主な観点」を参照のうえ、５(秀・優)、４(良)、３(可)、２(不可：劣る)、１(不可：非常に劣る)の評点を記入してください。
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○国際教育実践プログラム（ 海外教育研修） 実習施設一覧

実習施設名 所在地 受入可能人数

台北市西湖国民小学校 台湾台北市内湖區環山路１ 段25號 5名

台北市西湖実験国民中学校 台湾台北市内湖区環山路一段27號 5名

資料20
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○募集人員（佐賀大学）

前期日程 後期日程

初等教育主免専攻 41 12 7 10

中等教育主免専攻 12 5 8

幼小発達教育専攻

特別支援教育専攻 5

68 22 12 18

前期日程 後期日程

小学校教育主免専攻 38 10 10
※1

10
※2

2
※4

中学校教育主免専攻 10 5 8
※3

2
※4

発達支援専攻

特別支援教育専攻 5

63 20 15 18 4

※1 佐賀県枠
※2 英語分野、音楽分野、体育分野、家庭分野からの選択とする
※3 英語分野、音楽分野、保健体育分野、家庭分野、技術分野からの選択とする
※4 理数分野のみ

5

5

計

課程・コース・専攻
一般選抜

教
育
学
部

共同教員
養成課程

計

小中連携教育
コース

教育支援探究
コース

15

教
育
学
部

学校教育
課程

小中連携教育
コース

幼小連携教育
コース

課程・コース・専攻
一般選抜

15

学校推薦型選抜Ⅰ 総合型選抜Ⅰ

総合型選抜Ⅰ 総合型選抜Ⅱ学校推薦型選抜Ⅰ
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高度情報・半導体人材育成の全体像○募集人員（熊本大学）
・入試方法等を考慮し、系を細分化する。

人文系を各6名（+2）、自然系を各9名（±0）、実技系（±0） 、初等教育（▲2）、理数枠廃止（▲5）→ 実技系特色（+5）
・実技系特色枠（13名）の内訳として、技術、家庭科、美術を各3名、音楽を4名の定員とする。

「地域枠8名※ 1」「国際枠5名※ 1 」「実技系特色枠13名※ 2 」を設定する。
※1
・卒業後の教員採用試験一次試験を全部免除し、特別面接のみ実施する。
・熊本県北・県南を含む各地域および熊本大学附属小・中学校国際クラスや外国人子女を受け入れている地域拠点
校へ優先的に配置する。（現在、熊本県教育委員会と調整中）
※2
・小学校教育主免専攻を主専攻として、副専攻は実技系4教科（技術、家庭科、音楽、美術）からの選択とする。

前期 後期

38

国語 6

社会 6

英語 6

数学 11

理科 7

保健体育 6

16

12

養護課程 22

130

課程・コース・専攻
一般選抜 総合型

選抜

学校推薦

型選抜Ⅰ

学校推薦

型選抜Ⅱ

熊

本

大

学

教

育

学

部

共同教員

養成課程

小中連

携教育

コース

小学校教育主免専攻 26

中学校教育

主免専攻

教育支

援探究

コース

計 40

発達支援専攻

特別支援教育専攻 6

養護教育

コース
養護教育専攻 8
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（熊本大学）

資料23
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○国立大学法人熊本大学教員選考基準

(平成 16 年 4 月 1 日基準第 1号) 

改正 平成 19 年 3月 26 日基準第2号 平成 21 年 3月 27 日基準第4号 

平成 21 年 12 月 24 日基準第 5号 平成 25 年 3月 28 日基準第1号 

平成 27 年 3月 26 日基準第1号 平成 29 年 3月 23 日基準第3号 

平成 31 年 3月 28 日基準第2号 令和元年 6月 27 日基準第7号 

令和 6年 3月 28 日基準第 3号 令和 6年 6月 27 日基準第 5号 

(趣旨) 

第 1 条 国立大学法人熊本大学教育職員選考規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)第 4条第 1項の規定

に基づき、熊本大学における教員(教授、准教授、講師、助教及び助手をいう。以下同じ。)

の選考は、この基準により行う。 

(教授の選考) 

第 2 条 教授の選考は、次の各号のいずれかに該当し、かつ、大学における教育を担当するに

ふさわしい教育上の能力を有すると認められる者について行う。 

(1) 博士の学位(外国において授与されたこれに相当する学位を含む。)を有し、研究上の業

績を有する者 

(2) 研究上の業績が前号の者に準ずると認められる者

(3) 学位規則(昭和 28 年文部省令第 9号)第 5 条の 2に規定する専門職学位(外国において授

与されたこれに相当する学位を含む。)を有し、当該専門職学位の専攻分野に関する実務上

の業績を有する者 

(4) 大学において教授、准教授又は大学設置基準(昭和 31 年文部省令第 28 号)第 8 条第 1項

に規定する基幹教員としての講師の経歴(外国におけるこれらに相当する教員としての経歴

を含む。)のある者 

(5) 芸術、体育等については、特殊な技能に秀でていると認められる者

(6) 専攻分野について、特に優れた知識及び経験を有すると認められる者

(准教授の選考) 

第 3 条 准教授の選考は、次の各号のいずれかに該当し、かつ、大学における教育を担当する

にふさわしい教育上の能力を有すると認められる者について行う。 

(1) 前条各号のいずれかに該当する者

(2) 大学において助教又はこれに準ずる職員としての経歴(外国におけるこれらに相当する

職員としての経歴を含む。)のある者 

(3) 修士の学位又は学位規則第 5条の 2に規定する専門職学位(外国において授与されたこ

れに相当する学位を含む。)を有する者 

(4) 研究所、試験所、調査所等に在職し、研究上の業績を有する者

(5) 専攻分野について、優れた知識及び経験を有すると認められる者

(講師の選考) 

第 4 条 講師の選考は、次の各号のいずれかに該当する者について行う。 
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(1) 第 2 条又は前条に規定する教授又は准教授となることのできる者

(2) その他特殊な専攻分野について、大学における教育を担当するにふさわしい教育上の能

力を有すると認められる者 

(助教の選考) 

第 5 条 助教の選考は、次の各号のいずれかに該当し、かつ、大学における教育を担当するに

ふさわしい教育上の能力を有すると認められる者について行う。 

(1) 第 2 条各号又は第 3条各号のいずれかに該当する者

(2) 修士の学位(医学を履修する課程、歯学を履修する課程、薬学を履修する課程のうち臨

床に係る実践的な能力を培うことを主たる目的とするもの又は獣医学を履修する課程を修

了した者については、学士の学位)又は学位規則第 5 条の 2に規定する専門職学位(外国に

おいて授与されたこれらに相当する学位を含む。)を有する者 

(3) 専攻分野について、知識及び経験を有すると認められる者

(助手の選考) 

第 6 条 助手の選考は、次の各号のいずれかに該当する者について行う。 

(1) 学士の学位(外国において授与されたこれに相当する学位を含む。)を有する者

(2) 前号の者に準ずる能力を有すると認められる者

(雑則) 

第 7 条 国立大学法人熊本大学学内規則取扱要項(平成 16 年 4 月 1 日制定)第 2条第 1項に規定

する部局(各学部、情報融合学環、大学院各教育部、先進軽金属材料国際研究機構、キャンパ

スミュージアム推進機構、各研究機構及び附属図書館を除く。)において必要がある場合は、

学長の承認を得て、この基準に関する内規を定めることができる。 

附 則 

1 この基準は、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 

2 この基準の施行の日前に、廃止前の熊本大学教員選考基準(昭和 28 年 4 月 26 日制定)により

選考された者については、この基準により選考されたものとみなす。 

附 則(平成 19 年 3 月 26 日基準第 2号) 

この基準は、平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 21 年 3 月 27 日基準第 4号) 

この基準は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 21 年 12 月 24 日基準第 5号) 

この基準は、平成 22 年 1 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 25 年 3 月 28 日基準第 1号) 

この基準は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 
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附 則(平成 27 年 3 月 26 日基準第 1号) 

この基準は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 29 年 3 月 23 日基準第 3号) 

この基準は、平成 29 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 31 年 3 月 28 日基準第 2号) 

この基準は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(令和元年 6月 27 日基準第 7号) 

この基準は、令和元年 7月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 3月 28 日基準第 3号) 

この基準は、令和 6年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 6月 27 日基準第 5号) 

1 この基準は、令和 6年 7月 1日から施行する。 

2 この基準による改正後の第 2条第 4号の規定の適用については、この基準の施行前における

専任の講師の経歴及び大学設置基準等の一部を改正する省令(令和 4年文部科学省令第 34 号)

附則第 4条第 1項の規定によりなお従前の例によることとされる場合における専任の講師の

経歴は、基幹教員としての講師の経歴とみなす。 
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国立大学法人佐賀大学教育職員就業規程

（平成１６年４月１日制定）

第１章　総則

（趣旨）

第１条　この規程は、「国立大学法人佐賀大学職員就業規則」（平成１６年４月１日制定。以下「就業規則」という。）の定め

るところにより教育職員の職務とその責任の特殊性に基づき、国立大学法人佐賀大学（以下「本法人」という。）に勤務する

教育職員の職種、職務、人事、服務その他必要な事項について定めるものとする。

（定義）

第２条　この規程において、教育職員の職種及び職務は、次に掲げるとおりとする。

(1) 教授、准教授、講師（常時勤務の者に限る。）、助教及び助手（以下「大学教員」という。）

ア 教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の特に優れた知識、能力及び実績をもって、学生を教授し、そ

の研究を指導し、又は研究に従事する。

イ 准教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び実績をもって、学生を教授し、その

研究を指導し、又は研究に従事する。

ウ 講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。

エ 助教は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の知識及び能力をもって、学生を教授し、その研究を指導し、

又は研究に従事する。

オ 助手は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要な業務に従事する。

(2) 附属幼稚園、附属小学校、附属中学校及び附属特別支援学校（以下「附属学校」という。）の校長、教頭、主幹教諭、指

導教諭、教諭、養護教諭及び栄養教諭（以下「附属学校教員」という。）

ア 校長は、校務をつかさどり、所属職員を監督する。

イ 教頭は、校長又は園長を助け、校務又は園務を整理し、及び必要に応じ児童・生徒又は幼児の教育又は保育をつかさど

る。

ウ 主幹教諭は、校長及び教頭を助け、命を受けて校務の一部を整理し、並びに児童・生徒の教育をつかさどる。

エ 指導教諭は、児童・生徒の教育をつかさどり、並びに教諭その他の職員に対して、教育指導の改善及び充実のために必

要な指導及び助言を行う。　

オ 教諭は、児童・生徒又は幼児の教育又は保育をつかさどる。

カ 養護教諭は、児童・生徒又は幼児の養護をつかさどる。

キ 栄養教諭は、児童・生徒又は幼児の栄養の指導及び管理をつかさどる。

(3) 学長との雇用契約により雇用された外国人研究員

２　前条の規定にかかわらず、前項第３号に該当する者の人事及びその他必要な事項は、別に定める。

第２章　人事及び服務

（採用及び昇任）

第３条　大学教員の採用及び昇任のための選考は、別に定める国立大学法人佐賀大学教員選考規則（平成３０年２月２８日全部

改正）に基づき、学長が行う。

２　附属学校教員の採用及び昇任の選考は、教育学部長の意見を聴いて、学長が行う。

（解雇）

第４条　大学教員及び附属学校教員が学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第９条の規定に該当することとなった場合は、解

雇する。

第５条　削除

第６条　削除

（休職の期間）

第７条　附属学校教員が結核性疾患のため長期の休養を要する場合の休職の期間は、満２年とする。ただし、学長が特に必要が

あると認めるときは、予算の範囲内でその休職の期間を満３年まで延長することができる。

２　前項の規定による休職者には、その休職の期間中、給与の全額を支給する。

（任期）

第８条　学長は、国立大学法人佐賀大学における任期を定めて雇用する教育職員に関する規程（平成１６年４月１日制定）に基

づき大学教員を、期間を定めて雇用することができる。

２　前項の期間が満了した場合は、学系会議（医学系及び医療系にあっては、医学域会議（以下「学系会議等」という）。）の

議を経て、学長が期間を更新することができる。
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３　期間を定めて雇用された大学教員は、その期間中（当該任期が始まる日から１年以内の期間を除く。）に退職することがで

きる。

４　第２条第１項第３号の規定に定める外国人研究員の雇用については、任期を定めるものとする。

（定年）

第９条　大学教員及び附属学校教員の定年は、次に定めるところによる。

(1) 大学教員の定年は、国立大学法人佐賀大学教育職員定年規程（平成１６年４月１日制定）の定めるところによる。

(2) 附属学校教員の定年は、年齢６０年とする。

（服務）

第１０条　大学教員の服務については、就業規則に定めるものを除いては、教育研究評議会の議を経て、学長が別に定める。

（人事評価）

第１１条　大学教員の人事評価及び評価の結果に応じた措置は、学系会議等の議を経て、学長が行う。

２　前項の人事評価は、教育研究評議会の議を経て、学長が定める基準により、行わなければならない。

３　附属学校教員の人事評価は、附属学校の長が実施し、評価の結果に応じた措置は、学長が行う。

４　前項の人事評価は、教育学部長が定める基準により、行わなければならない。

（試用期間）

第１２条　附属学校教員の試用期間は、１年とする。

第３章　研修

（研修）

第１３条　大学教員及び附属学校教員は、その職責を遂行するために、絶えず研修に努めなければならない。

２　学長は、大学教員及び附属学校教員の研修について、それに要する施設、研修を奨励するための方途その他研修に関する計

画を立案し、その実施に努めなければならない。

（研修の機会）

第１４条　大学教員及び附属学校教員には、研修を受ける機会が与えられなければならない。

２　大学教員及び附属学校教員は、授業に支障のない限り、学長の承認を受けて、勤務場所を離れて研修を行うことができる。

３　大学教員及び附属学校教員は、学長の定めるところにより、現職のままで、長期にわたる研修を受けることができる。

（初任者研修）

第１５条　学長は、附属学校の教諭に対して、その採用の日から１年間の教諭の職務の遂行に必要な事項に関する実践的な研修

（以下「初任者研修」という。）を実施しなければならない。

２　学長は、附属学校の校長、教頭、主幹教諭（養護又は栄養の指導及び管理をつかさどる主幹教諭を除く。）、指導教諭又は

教諭のうちから、指導教員を命ずるものとする。

３　指導教員は、初任者に対して教諭の職務に必要な事項について指導及び助言を行うものとする。

（初任者研修適用除外者）

第１６条　前条の規定にかかわらず、次に掲げる者は、初任者研修の対象から除くものとする。

(1) 臨時的に採用された者

(2) 教諭、助教諭又は常勤の講師（以下「教諭等」という。）として国立、公立又は私立の幼稚園、小学校、中学校、高等学

校、中等教育学校及び特別支援学校において、引き続き１年を超える期間を勤務したことがある者で、学長が教諭の職務遂

行に必要な事項についての知識又は経験の程度を勘案し、初任者研修を実施する必要がないと認めるもの

(3) 教育職員免許法（昭和２４年法律第１４７号）第４条第３項に規定する特別免許状を有する者

（１０年経験者研修）

第１７条　学長は、附属学校の教諭に対して、その在職期間（国立、公立又は私立の小学校等の教諭等としての在職期間を含

む。）が、１０年間（特別の事情がある場合には、１０年を標準として学長が定める年数）に達した後相当の期間内に、個々

の能力、適性等に応じて、教諭としての資質の向上を図るために必要な事項に関する研修（以下「１０年経験者研修」とい

う。）を実施しなければならない。

２　前項の規定による１０年経験者研修を実施する期間は、その開始日から１年以内とする。

３　第１項に規定する在職期間は、次に定めるとおりとする。

(1) 国立、公立又は私立の小学校等の教諭等として在職した期間（臨時的に任用された期間を除く。）を通算した期間とす

る。

(2) 指導主事、社会教育主事その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する事務に従事した期間があるときは、そ

の期間は在職期間に通算するものとする。

４　前項の規定による在職期間のうち次に掲げる期間が引き続き１年以上あるときは、その期間の年数（１年未満の端数がある

ときは、これを切り捨てた年数）を当該在職期間から除算する。
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(1) 休職又は停職により現実に職務を執ることを要しない期間

(2) 労働組合業務に従事した期間

(3) 育児休業及び出生時育児休業をした期間

（１０年経験者研修適用除外者）

第１８条　前条の規定にかかわらず、次に掲げる者は、１０年経験者研修の対象から除くものとする。

(1) 臨時的に採用された者

(2) 他機関で１０年経験者研修を受けた者

(3) 指導主事、社会教育主事その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する事務に従事した経験を有する者で、学

長が、当該者の経験の程度を勘案して１０年経験者研修を実施する必要がないと認めるもの

第４章　大学院修学休業

（大学院修学休業の許可及びその要件等）

第１９条　附属学校教員（校長及び教頭を除く。）で次の各号のいずれにも該当するものは、学長の許可を受けて、３年を超え

ない範囲内で年を単位として定める期間、大学（短期大学を除く。）の大学院の課程若しくは専攻科の課程又はこれらの課程

に相当する外国の大学の課程（次項及び第２２条第２項において「大学院の課程等」という。）に在学してその課程を履修す

るための休業（以下「大学院修学休業」という。）をすることができる。

(1) 主幹教諭（養護又は栄養の指導及び管理をつかさどる主幹教諭を除く。）、指導教諭及び教諭にあっては教育職員免許法

に規定する教諭の専修免許状、養護をつかさどる主幹教諭又は養護教諭にあっては同法に規定する養護教諭の専修免許状、

栄養の指導及び管理をつかさどる主幹教諭又は栄養教諭にあっては同法に規定する栄養教諭の専修免許状の取得を目的とし

ていること。

(2) 取得しようとする専修免許状に係る基礎となる免許状（教育職員免許法に規定する教諭の一種免許状若しくは特別免許

状、養護教諭の一種免許状又は栄養教諭の一種免許状であって、同法別表第３、別表第５、別表第６、別表第６の２又は別

表第７の規定により専修免許状の授与を受けようとする場合には有することを必要とされるものをいう。次号について同

じ。）を有していること。

(3) 取得しようとする専修免許状に係る基礎となる免許状について、教育職員免許法別表第３、別表第５、別表第６、別表第

６の２又は別表第７に定める最低在職年数を満たしていること。

２　大学院修学休業の許可を受けようとする附属学校教員（校長及び教頭を除く。）は、取得しようとする専修免許状の種類、

在学しようとする大学院の課程等及び大学院修学休業をしようとする期間を明らかにして、学長に対し、その許可を申請する

ものとする。

（大学院修学休業適用除外）

第２０条　前条の規定にかかわらず、次に掲げる者は、大学院修学休業の対象から除くものとする。

(1) 試用期間中の者

(2) 臨時的に採用された者

(3) 初任者研修を受けていない者

(4) 許可を受けようとする大学院修学休業の期間の満了の日の前日までの間又は大学院修学休業の期間満了日から起算して１

年以内に定年退職日が到来する者

(5) 就業規則第１８条の規定に基づき採用された者

（大学院修学休業の効果）

第２１条　大学院修学休業をしている附属学校教員（校長及び教頭を除く。）は、職員としての身分を有するが、職務に従事し

ない。

２　大学院修学休業をしている期間については、給与を支給しない。

（大学院修学休業の許可の失効等）

第２２条　大学院修学休業の許可は、当該大学院修学休業をしている附属学校教員（校長及び教頭を除く。）が休職又は停職の

処分を受けた場合には、その効力を失う。

２　学長は、大学院修学休業をしている附属学校教員（校長及び教頭を除く。）が当該大学院修学休業の許可に係る大学院の課

程等を退学したこと又は次の各号のいずれにも該当することとなった場合は、当該大学院修学休業の許可を取り消すものとす

る。

(1) 大学院修学休業をしている附属学校教員（校長及び教頭を除く。）が、正当な理由なく、当該大学院修学休業の許可に係

る大学の大学院の課程若しくは専攻科の課程又はこれらに相当する外国の大学の課程を休学し、又はその授業を頻繁に欠席

しているとき。

(2) 大学院修学休業をしている附属学校教員（校長及び教頭を除く。）が教育職員免許法第４条第２項に規定する専修免許状

を取得するのに必要とする単位を当該大学院修学休業の期間内に修得することが困難となったとき。
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第５章　雑則

第２３条　この規程に定めるもののほか、この規程の施行に関し必要な事項は、教育研究評議会の議を経て、学長が別に定め

る。

附　則

　この規程は、平成１６年４月１日から施行する。

附　則（平成１９年３月２０日改正）

　この規程は、平成１９年４月１日から施行する。

附　則（平成１９年４月４日改正）

　この規程は、平成１９年４月４日から施行し、平成１９年４月１日から適用する。

附　則（平成２０年３月１２日改正）

　この規程は、平成２０年４月１日から施行する。

附　則（平成２０年５月１６日改正）

　この規程は、平成２０年６月１日から施行する。

附　則（平成２２年３月２５日改正）

　この規程は、平成２２年４月１日から施行する。

附　則（平成２２年１１月２４日改正）

　この規程は、平成２２年１１月２４日から施行する。

附　則（平成２３年３月２３日改正）　

　この規程は、平成２３年４月１日から施行する。　

附　則（平成２３年９月２８日改正）　

　この規程は、平成２３年１０月１日から施行する。　

附　則（平成２４年３月１４日改正）　

　この規程は、平成２４年４月１日から施行する。　

附　則（平成２４年１２月２６日改正）　

　この規程は、平成２５年１月１日から施行する。　

附　則（平成２５年９月２５日改正）　

　この規程は、平成２５年９月２５日から施行する。　

附　則（平成２７年３月２６日改正）　

　この規程は、平成２７年４月１日から施行する。　

附　則（平成２７年１２月９日改正）

　この規程は、平成２７年１２月９日から施行する。

附　則（平成２８年３月２５日改正）

　この規程は、平成２８年４月１日から施行する。

附　則（平成２９年１１月２９日改正）　

　この規程は、平成２９年１１月２９日から施行し、平成２９年１０月１日から適用する。

附　則（平成３０年３月２８日改正）

　この規程は、平成３０年４月１日から施行する。

附　則（令和４年９月２８日改正）

　この規程は、令和４年１０月１日から施行する。
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国立大学法人佐賀大学教育職員定年規程

（平成１６年４月１日制定）

（趣旨）

第１条　国立大学法人佐賀大学教育職員就業規程（平成１６年４月１日制定）第９条の規定に基づく国立大学法人佐賀大学の専

任の教授、准教授、講師、助教及び助手（以下「大学教員」という。）の定年は、この規程の定めるところによる。

（定年及び退職の日）

第２条　大学教員の定年は、年齢６５年とする。

２　大学教員の定年による退職の日は、定年に達した日の属する学年の末日とする。

（規程の改正）

第３条　この規程の改正は、教育研究評議会において、構成員の３分の２以上が出席し、出席者の過半数の同意を得なければな

らない。

附　則

　この規程は、平成１６年４月１日から施行する。

附　則（平成１９年３月２２日改正）

　この規程は、平成１９年４月１日から施行する。

附　則（平成２８年３月２５日改正）

　この規程は、平成２８年４月１日から施行する。
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国立大学法人佐賀大学契約職員人事規程

（平成２１年３月１１日制定）

目　次

第１章　総則

（趣旨）

第１条　国立大学法人佐賀大学（以下「本法人」という。）に勤務する契約職員の人事については、労働基準法（昭和２２年法

律第４９号。以下「労基法」という。）その他の法令及び国立大学法人佐賀大学契約職員就業規則（平成２１年３月１１日制

定。以下「契約職員就業規則」という。）の定めによるもののほか、この規程の定めるところによる。

（採用、配置換等の定義）

第２条　この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

(1) 採用　新たに本法人契約職員として職に就かせること。

(2) 配置換　契約職員の所属又は職名若しくは職務を変更させること。

(3) 配置　教育職員に教育組織の専任を命ずること。

(4) 休職　契約職員就業規則第１２条第１項に定める事由により、契約職員としての身分を保有したまま職務に従事させない

こと。

(5) 復職　休職中の契約職員が職務に復帰すること。

(6) 離職　契約職員が職員としての身分を失うこと。

(7) 退職　解雇及び懲戒解雇の場合を除いて、契約職員が離職すること。

(8) 解雇　契約職員をその意に反して退職させること。

(9) 辞職　契約職員がその意により退職すること。

（契約職員の区分、職種及び職名）

第３条　契約職員の区分、職種及び職名は、別表のとおりとする。

（定義）

第４条　この規程において「特定教育職員」とは、医師不足分野等教育指導推進経費を用いて雇用する教育職員であって、特定

のプログラム、プロジェクト等における教育に従事するために雇用されるものをいう。

２　この規程において「特任教員」とは、運営費交付金、自己収入又は外部資金を用いて雇用される教育職員であって、次に掲

げるものをいう。

(1) 各学部等において主に教育に従事する者

(2) 外部資金による特定の教育研究プロジェクトにおける教育研究に従事する者

(3) 学長の命により、本法人の教育研究上、特に必要な業務に従事する者

３　この規程において「寄附講座等教員」とは、佐賀大学寄附講座及び寄附研究部門規程（平成１６年４月１日制定）に基づき

雇用する寄附講座又は寄附研究部門を担当する教員をいう。

４　この規程において「病院助教等」とは、医学部附属病院における教育研究及び診療等の実施に関し必要があるものとして雇

用する教育職員であって、学校教育法(昭和２２年法律第２６号)第９２条第８項に規定する助教又は同条第１０項に規定する

講師の職務に従事するものをいう。

５　この規程において「研究助教等」とは、博士課程を有する研究科における教育研究の実施に関し必要があるものとして外部

資金を用いて雇用する教育職員（博士の学位を有し、特定の研究プロジェクト等における指定された教育研究に従事する者を

いう。）であって、学校教育法第９２条第８項に規定する助教又は同条第１０項に規定する講師の職務に従事するものをい

う。

６　この規程において「特別研究員」とは、各学部、各研究科、教養教育センター、全国共同利用施設又は各学内共同教育研究

施設の長の命を受け、特定の研究プロジェクト等における指定された研究に従事する研究員をいう。

７　この規程において「特定看護職員」とは、医学部附属病院に雇用する看護職員であって、次のとおり看護師（看護師の試験

に合格し、看護師免許登録前にある者を含む。）、助産師及び准看護師の免許を有し、当該職務に従事するものをいう。

職　 　名 対　　象　　者

特定看護師 看護師の免許を有し、看護師の職務に従事する者

特定助産師 助産師の免許を有し、助産師の職務に従事する者

特定准看護師 准看護師の免許を有し、准看護師の職務に従事する者

特定看護助手 看護師の試験に合格し、看護師免許登録前にある者で、看護助手の職務に従事するもの

８　この規程において「契約医療技術職員」とは、医学部附属病院に雇用する医療技術職員であって、次のとおり職名に応じた
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免許を有し（各職種の試験に合格し、各職種の免許登録前にある者を含む。）、当該職務に従事するものをいう。

職　 　名 対　　象　　者

契約薬剤師 薬剤師の免許を有し、薬剤師の職務に従事する者

契約診療放射線技師 診療放射線技師の免許を有し、診療放射線技師の職務に従事する者

契約栄養士 栄養士の免許を有し、栄養士の職務に従事する者

契約臨床検査技師 臨床検査技師の免許を有し、臨床検査技師の職務に従事する者

契約理学療法士 理学療法士の免許を有し、理学療法士の職務に従事する者

契約作業療法士 作業療法士の免許を有し、作業療法士の職務に従事する者

契約歯科技工士 歯科技工士の免許を有し、歯科技工士の職務に従事する者

契約歯科衛生士  歯科衛生士の免許を有し、歯科衛生士の職務に従事する者

契約臨床工学技士 臨床工学技士の免許を有し、臨床工学技士の職務に従事する者

契約言語聴覚士 言語聴覚士の免許を有し、言語聴覚士の職務に従事する者

契約視能訓練士 視能訓練士の免許を有し、視能訓練士の職務に従事する者

契約薬剤助手

各職種の試験に合格し、免許登録前にある者で、各職種の助手の職務に従事するもの

契約診療放射線助手

契約栄養助手

契約臨床検査助手

契約理学療法助手

契約作業療法助手

契約歯科技工助手

契約歯科衛生助手 

契約臨床工学助手

契約言語聴覚助手

契約視能訓練助手

９　この規程において「契約事務職員」とは、次に掲げる事務職員をいう。

職　 　名 対　　象　　者

契約医療事務職員 医学部附属病院における医療事務の職務に従事する者

契約コーディネーター
高度の専門的知識又は資格を持ち、その知識等を必要とするコーディネーターの

職務に従事する者

契約リサーチ・

アドミニスト

レーター

リサーチ・アドミニス

トレーター（ＵＲＡ）

研究や知的財産等に関する専門的知識を持ち、上司の指導の下に国立大学法人佐

賀大学リージョナル・イノベーションセンター規則（平成２９年９月２７日制

定）第９条第１項各号に規定する職務に従事する者

主任リサーチ・アドミ

ニストレーター（主任

ＵＲＡ）

研究や知的財産等に関する高度の専門的知識を持ち、国立大学法人佐賀大学リー

ジョナル・イノベーションセンター規則第９条第１項各号に規定する職務に自律

的に従事する者

シニアリサーチ・アド

ミニストレーター（シ

ニアＵＲＡ）

研究や知的財産等に関する相当高度の専門的知識を持ち、国立大学法人佐賀大学

リージョナル・イノベーションセンター規則第９条第１項各号に規定する職務に

主導的に従事する者

１０　この規程において「参事」とは、国立大学法人佐賀大学事務組織規則（平成２０年１２月１日全部改正）第１５条の規定

に基づき、本法人の定年年齢を超えた者を対象として雇用するものであって、事務局の業務に従事するものをいう。

１１　この規程において「契約調理師」とは、医学部附属病院に雇用する調理師であって、調理師免許を有し、調理業務に従事

するものをいう。

１２　この規程において「契約調理員」とは、医学部附属病院に雇用する調理員であって、調理業務に従事するものをいう。

１３　この規程において「契約看護助手」とは、医学部附属病院に雇用する看護補助職員であって、看護師等の補助業務に従事

するものをいう。

第２章　採用

（採用制限）

第５条　本法人以外に本務を有する者は、本法人の契約職員に採用することはできない（特任教員及び寄附講座等教員のうち、

時間雇用職員を除く。）ものとする。ただし、学長が特に必要があると認める場合は、この限りでない。

（採用対象者）
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第６条　契約職員の採用は、試験又は選考によるものとする。

２　特定教育職員、寄附講座等教員、病院助教等、研究助教等、特別研究員及び参事の採用に伴う前項の選考に当たっては、年

齢が６５歳に達している者は、対象としない。ただし、学長が特に必要があると認めるときは、この限りでない。

３　特任教員の採用に伴う第１項の選考に当たっては、年齢が７０歳に達している者は、対象としない。ただし、学長が特に必

要があると認めるときは、この限りでない。

４　特定看護職員、契約医療技術職員、契約事務職員、契約調理師、契約調理員及び契約看護助手の採用に伴う第１項の試験又

は選考に当たっては、年齢が６０歳に達している者は、対象としない。ただし、学長が特に必要があると認めるときは、この

限りでない。

（教育職員及び研究員の選考）

第７条　別表に定める教育職員及び研究員の選考のための基準は、別に定める国立大学法人佐賀大学教員選考規則（平成３０年

２月２８日全部改正）の第８条から第１２条までの規定を準用する。

（高年齢者雇用）

第８条　第６条第４項の規定により採用対象者とならない者が、引き続き雇用を希望した場合、契約職員就業規則第１４条の２

の規定により退職した者が、引き続き雇用を希望した場合又は国立大学法人佐賀大学職員就業規則（平成１６年４月１日制

定）第１７条の規定により退職した者（大学教員を除く。）が、引き続き雇用を希望した場合には、契約職員として雇用する

ことができるものとし、その場合の就業に関する必要な事項については、別に定める国立大学法人佐賀大学再雇用職員就業規

則（平成１６年４月１日制定。以下「再雇用職員就業規則」という。）を準用する。

２　前項の規定にかかわらず、契約事務職員及び契約看護助手の本給の決定については、国立大学法人佐賀大学契約職員給与規

程に定めるところによる。

３　第１項に規定する再雇用職員就業規則の準用において再雇用職員就業規則中「再雇用職員」とあるのは「高年齢者雇用職

員」と、「再雇用」とあるのは「高年齢者雇用」と、それぞれ読み替える。

４　第１項に規定する再雇用職員就業規則第１９条中「就業規則のうち、第２２条、第２３条、第２５条、第２６条、第２７

条、第２８条、第２９条、第３０条、第４７条、第４９条、第５０条、第５１条、第５２条、第５３条、第５４条、第５５

条、第５６条、第５７条、第５９条、第６０条、第６１条、第６３条、第６４条、第６５条、第６７条、第６８条及び第６９

条の規定」とあるのは、「契約職員就業規則のうち、第１８条、第１９条、第２１条、第２２条、第２３条、第２４条、第２

５条、第２６条、第４４条、第４６条、第４７条、第４８条、第４９条、第５０条、第５１条、第５２条、第５３条、第５４

条、第５６条、第５７条、第５８条、第６０条、第６１条、第６２条、第６４条、第６５条及び第６６条の規定」と読み替え

る。

（雇用期間の更新制限）

第９条　契約職員就業規則第７条第３項に基づく更新しない場合の基準については、次の各号のいずれかに該当する場合とす

る。

(1) 契約締結当初から、更新回数の上限を設けており、当該上限に当たる場合

(2) 前回の契約更新時に、更新しないことについて合意していた場合

(3) 担当業務を終了又は中止した場合

(4) 担当業務に関連するプログラム、プロジェクト等の事業を廃止又は縮小した場合

(5) 本法人の経営状況の悪化により、更新を行うことが困難である場合

(6) 担当業務を遂行する能力が十分ではない場合

(7) 当該雇用期間中において懲戒処分を受けている場合

(8) 職務命令に違反する行為を行った場合又は無断欠勤をしたこと等勤務成績が不良の場合

(9) 本人が契約更新を希望していない場合

(10) 直近の健康診断の結果、業務遂行に問題がある場合

(11) その他前各号に準ずる客観的かつ合理的な事由がある場合

第３章　休職及び解雇

（休職）

第１０条　契約職員就業規則第１２条の規定による休職の期間、手続等については、国立大学法人佐賀大学職員休職規程（平成

１６年４月１日制定）を準用する。

（本人の意に反する解雇）

第１１条　本人の意に反する解雇は、客観的に合理的な理由が存在し、社会通念上相当であると認められる場合に行うことがで

きるものとする。

２　契約職員就業規則第１５条第１項第１号の規定により契約職員を解雇することができる場合は、契約職員の勤務成績を判断

するに足ると認められる事実に基づき、勤務成績が不良又は著しく不良であることが明らかな場合とする。
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３　契約職員就業規則第１５条第１項第２号の規定により契約職員を解雇することができる場合は、学長が指定する医師２人に

よって、長期の療養若しくは休養を要する疾患又は療養若しくは休養によっても治癒し難い心身の故障があると診断され、そ

の疾患又は故障のため職務の遂行に支障があり、又はこれに堪えないことが明らかな場合とする。

４　契約職員就業規則第１５条第１項第３号から第５号までの規定により契約職員のうちいずれを解雇するかは、勤務成績、勤

務年数、転勤可能性、解雇により生活に与える影響等を総合的に考慮して、公正に判断して定めるものとする。

第１２条　就業規則第１５条第１項第１号から第４号までの規定による解雇は、配置換その他の措置の可否を考慮するなど、総

合的な判断に基づいて行うものとする。

第１３条　削除

第４章　採用等の手続

（人事異動通知書の交付）

第１４条　学長は、次の各号のいずれかに該当する場合には、契約職員に人事異動通知書（以下「通知書」という。）を交付し

なければならない。

(1) 採用、配置換又は雇用契約を更新した場合

(2) 契約職員に付与される職務に関する名称が変更され、又は付加され、若しくはなくなった場合

(3) 契約職員を復職させた場合又は休職の期間が満了した場合

(4) 契約職員を解雇する場合

(5) 契約職員の辞職を承認した場合

(6) 契約職員が退職した場合（解雇又は辞職の場合を除く。）

２　前項第２号に掲げる場合で通知書の交付によらないことが適当と認められるときは、通知書に代わる文書の交付その他適当

な方法をもって通知書の交付に代えることができるものとする。

第１５条　学長は、次の各号のいずれかに該当する場合には、契約職員に通知書を交付して行わなければならない。

(1) 契約職員を休職にし、又はその期間を更新する場合

(2) 契約職員を懲戒解雇する場合

２　前項に規定する場合において、学長は、契約職員の意に反して処分を行おうとするときは、その契約職員に対し、その処分

の際、処分の事由を記載した説明書を交付しなければならない。

３　第１項各号に掲げる場合で、行方不明等により通知書の交付が困難な場合又は通知書の受取を拒んだ場合等には、その他適

当な方法をもって通知書の交付に代えることができるものとする。

（通知書の様式）

第１６条　通知書の様式は、別紙様式のとおりとする。

第５章　雑則

（雑則）

第１７条　この規程に定めるもののほか、この規程の施行について必要な事項は、学長が定める。

附　則

　この規程は、平成２１年４月１日から施行する。

附　則（平成２２年１１月２４日改正）

　この規程は、平成２２年１１月２４日から施行する。

附　則（平成２３年３月９日改正）　

　この規程は、平成２３年４月１日から施行する。　

附　則（平成２３年３月２３日改正）　

　この規程は、平成２３年４月１日から施行する。　

附　則（平成２４年３月２８日改正）　

　この規程は、平成２４年４月１日から施行する。　

附　則（平成２４年６月２７日改正）

　この規程は、平成２４年７月１日から施行する。

附　則（平成２４年１２月２６日改正）　

　この規程は、平成２５年１月１日から施行する。

附　則（平成２７年３月２６日改正）　

　この規程は、平成２７年４月１日から施行する。　

附　則（平成２７年１１月２５日改正）
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　この規程は、平成２７年１１月２５日から施行する。

附　則（平成２８年３月２５日改正）

　この規程は、平成２８年４月１日から施行する。

附　則（平成２９年１月２７日改正）　

　この規程は、平成２９年４月１日から施行する。　

附　則（平成２９年１１月２２日改正）

　この規程は、平成３０年１月１日から施行する。

附　則（平成２９年１１月２９日改正）　

　この規程は、平成２９年１１月２９日から施行し、平成２９年１０月１日から適用する。　

附　則（平成３０年３月２８日改正）

　この規程は、平成３０年４月１日から施行する。

附　則（令和４年３月３０日改正）

　この規程は、令和４年４月１日から施行する。

附　則（令和６年１月２９日改正）

　この規程は、令和６年１月２９日から施行する。

附　則（令和６年３月２９日改正）

　この規程は、令和６年３月２９日から施行する。

附　則（令和７年３月２７日改正）

　この規程は、令和７年４月１日から施行する。

別表　区分、職種及び職名（第３条関係）　

区　 　分 職　 　種 職　 　名

教育職員

特定教育職員

教育指導教授

教育指導准教授

教育指導講師

教育指導助教

特　任　教　員

特任教授

特任准教授

特任講師

特任助教

寄附講座等教員

寄附講座教員

寄附講座教授

寄附講座准教授

寄附講座講師

寄附講座助教

寄附講座助手

寄附研究部門教員

寄附研究部門教授

寄附研究部門准教授

寄附研究部門講師

寄附研究部門助教

寄附研究部門助手

病院助教等
病院講師

病院助教

研究助教等
研究講師

研究助教

研究員 特別研究員 特別研究員

看護職員 特定看護職員

特定看護師

特定助産師

特定准看護師

特定看護助手
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医療技術職

員

契約医療技術職

員

契約薬剤師

契約診療放射線技師

契約栄養士

契約臨床検査技師

契約理学療法士

契約作業療法士

契約歯科技工士

契約臨床工学技士

契約言語聴覚士

契約視能訓練士

契約薬剤助手

契約診療放射線助手

契約栄養助手

契約臨床検査助手

契約理学療法助手

契約作業療法助手

契約歯科技工助手

契約臨床工学助手

契約言語聴覚助手

契約視能訓練助手

事務職員
契約事務職員

契約医療事務職員
契約医療専門職員

契約医療事務員

契約コーディネーター

契約リサーチ・アドミニストレー

ター

リサーチ・アドミニストレーター（ＵＲＡ）

主任リサーチ・アドミニストレーター（主任ＵＲＡ）

シニアリサーチ・アドミニストレーター（シニアＵＲ

Ａ）

参事 参事

技能職員
契約調理師 契約調理師

契約看護助手 契約看護助手
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佐賀大学教育学部に置く委員会等に関する規程

（平成２８年３月２０日制定）

（趣旨）

第１条　この規程は、佐賀大学教育学部（以下「本学部」という。）における教育研究及び運営を円滑に進める

ため、本学部に置く委員会等に関し必要な事項を定めるものとする。　

（設置）　

第２条　本学部に別表の左欄に掲げる委員会を置く。　

２　委員会の任務、組織、委員長及び委員の任期は、別表の右欄に掲げるとおりとする。　

３　前項の規定にかかわらず、委員会に必要な事項を当該委員会規程として規定することができる。　

（新設、再編又は改廃）　

第３条　委員会を新たに設置しようとする場合は、別表の右欄に掲げる事項について、教授会に諮り、承認を得

るものとする。　

２　委員会は不断に見直し、必要に応じて再編又は改廃するものとする。　

（委員長及び副委員長）　

第４条　委員会に、委員長を置くものとし、必要に応じ、副委員長を置くことができる。　

２　委員長は、委員会を招集し、その議長となる。　

３　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代行する。　

４　委員会に、副委員長を置かない場合は、委員長があらかじめ指名した委員にその職務を代行させることがで

きる。　

（議事）　

第５条　委員会は、委員の過半数の出席がなければ、議事を開き、議決することができない。　

２　委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。　

（委員以外の者の出席）　

第６条　委員会が必要と認めるときは、委員会に委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる｡　

（専門委員会等）

第７条　委員会に、当該委員会における専門の事項を調査・検討するため、専門小委員会又はワーキンググルー

プ等を置くことができる。　

（教授会への報告等）　

第８条　委員会を開催した場合は、その要旨を教授会に報告するものとする。　

２　委員会は、毎年度末、当該年度の活動状況を取りまとめ、学部長に報告するものとする。　

（会議及びワーキンググループ等の設置）　

第９条　学部の円滑な運営又は特定の事項について、調査・検討を行うため、会議又はワーキンググループ等

（以下「会議等」という。）を置くことができる。　

２　会議等の設置及び運営については、第２条から第７条までの規定を準用するものとし、教授会に対しては、

必要に応じ報告するものとする。　

（雑則）　

第１０条　この規程に定めるもののほか、委員会及び会議等の運営等に必要な事項は、当該委員会等が別に定め

る。　

附　則　

　この規程は、平成２８年４月１日から施行する。　

資料31
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      附　則（平成２８年１２月７日改正）

　この規程は、平成２８年１２月７日から施行し、平成２８年１１月１６日から適用する。

附　則（平成２９年２月１５日改正） 

　この規程は、平成２９年４月１日から施行する。　

　附　則（平成３０年３月６日改正）

　この規程は、平成３０年３月６日から施行する。

　附　則（平成３１年４月１０日改正）　

　この規程は、平成３１年４月１０日から施行し、平成３１年４月１日から適用する。　

　附　則（令和２年１月８日改正）　

　この規程は、令和２年４月１日から施行する。　

別表（第２条関係）

別表（PDF）
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別表（第２条関係）（教育） 

左欄 右欄 

委員会名 任務（審議事項等） 組織 委員長 任期 

グループ代表者会議 1 学部の運営に関すること。 

2 学部各種委員等の選出に関すること。 

学部長、各専攻・教科の代表者、附属教育実践総合センター長、学校教

育学研究科副研究科長で組織し、幼小連携グループ、言語・社会系グル

ープ、理数系グループ、実技系グループにそれぞれ代表者１人を置く 

学部長 ２年 

学部運営会議 1 学部の運営に関すること。 

2 その他必要な連絡調整に関すること。 

学部長、教育研究評議員、副学部長、附属教育実践総合センター長、学

部長補佐、学部委員会委員長 

学部長 

学部長室会議 1 学部の人事・予算・運営に関すること。 

2 その他必要な連絡調整に関すること。 

学部長、教育研究評議員、副学部長、学校教育学研究科副研究科長、附

属教育実践総合センター長 

学部長 

施設・安全衛生委員会 1 学部の施設に関すること。 

2 安全衛生に関すること。 

3 その他必要な連絡調整に関すること。 

各グループから、その年度に指定された人員 委員の互選により

定める 

２年 

人権教育・男女共同参画・レクリ

エーション委員会

1 人権教育に関すること。 

2 男女共同参画に関すること。 

3 レクリエーションに関すること。 

4 その他必要な連絡調整に関すること。 

各グループから、その年度に指定された人員 委員の互選により

定める 

２年 

企画・評価委員会 1 学部の企画・評価に関すること。 

2 その他必要な連絡調整に関すること。 

※ 評価に関しては別途規定に従う。

各グループから、その年度に指定された人員 学部長 ２年 

入試・広報委員会 1 学部の入学試験に関すること。 

2 学部の入試改善に関すること。 

3 学部の広報に関すること。 

4 その他必要な連絡調整に関すること。 

各グループから、その年度に指定された人員 委員の互選により

定める 

２年 

教務委員会 1 学部の教務に関すること。 

2 カリキュラムの改善に関すること。 

3 その他必要な連絡調整に関すること。 

各グループから、その年度に指定された人員 委員の互選により

定める 

２年 

FD 委員会 1 学部の FD に関すること。 

2 その他必要な連絡調整に関すること。 

※ ＦＤの推進に関しては別途規定に従う

(1) その年度に教務委員に指定された人員のうち、各グループから１人

（計 4 人） 

委員の互選により

定める 

２年 

学生・就職委員会 1 学部学生の学生生活に関すること。 

2 学部学生の就職支援に関すること。 

各グループから、その年度に指定された人員 委員の互選により

定める 

２年 

設置等の趣旨（資料）－122



左欄 右欄 

委員会名 任務（審議事項等） 組織 委員長 任期 

3 その他必要な連絡調整に関すること。 

国際貢献・地域貢献委員会 1 学部の国際交流・貢献に関すること。 

2 学部の地域貢献に関すること。 

3  その他必要な連絡調整に関すること。 

各グループから、その年度に指定された人員 委員の互選により

定める 

２年 

研究推進・論文編集委員会 1 プロジェクト研究の推進に関するこ

と。 

2 研究叢書の編集・発刊に関すること。 

3 研究論文の編集に関すること。 

4 学部の図書に関すること。 

5 その他必要な連絡調整に関すること。 

各グループから、その年度に指定された人員 委員の互選により

定める 

２年 

教育実習委員会 1 学部の教育実習に関すること。 

2 その他必要な連絡調整に関すること。 

各グループから、その年度に指定された人員 附属教育実践総合

センター長

２年 

附属教育実践総合センター運営

委員会 

1  センターの運営の基本方針に関するこ

と。 

2  センターの予算に関すること。 

3  その他必要と認める事頂 

※ センター運営に関しては別途規定に

従う。 

(1) センター長

(2) センターの専任の教員

(3) 教授会から選出された者 ４人

(4) センター長が推薦した者 若干名

附属教育実践総合

センター長

２年 

附属学校運営委員会 別途規定 同左 同左 同左 

附属特別支援学校就学指導委員

会 

別途規定 同左 同左 同左 

教職課程運営委員会 別途規定 同左 同左 同左 

教育改善委員会 別途規定 同左 同左 同左 
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左欄 右欄 

委員会名 任務（審議事項等） 組織 委員長 任期 

附属特別支援学校プロダクト・ 

マネジメント委員会

別途規定 同左 同左 同左 
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令和６年○○月○○日

関係機関等の長 殿

国立大学法人佐賀大学

教育研究院人文・社会科学域長

羽 石 寛 志

教員の公募について（依頼）

拝啓 時下ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。

 さて，このたび本学域では，下記の要領にて教員の公募を行うこととなりました。ついては，貴機関の

関係者にお知らせいただくとともに，適任者の御推薦について，よろしくお取り計らいくださいますよう

お願い申し上げます。

なお，本公募では，「男女共同参画社会基本法」の主旨に則り，業績評価等の審査結果 について同等と

認められた場合には，女性を優先的に採用します。

敬具

記

１．募集者 佐賀大学（佐賀市本庄町１）

２．所属・職名 人文・社会科学域教育学系・准教授または講師（常勤職員）

３．募集人員 １名

４．就業場所 佐賀大学本庄キャンパス（佐賀市本庄町１）

・配属先 人文・社会科学域教育学系 教育学部

５．専門分野 障害児心理

６．担当業務 教育に関する内容 

学部：知的障害児心理学、障害児の心理臨床と指導法、障害児心理学、発達

障害児心理療法、特別支援教育の基礎（オムニバス）、特別支援教育

概論（オムニバス）、教育実践フィールド演習Ⅰ、教職実践演習、幼

小連携教育演習、幼小連携教育研究  

教職大学院（学校教育学研究科）：知的障害と自閉スペクトラム症の理解と

支援、教育・発達・臨床の心理学からの教育支援（オムニバス） 

全学教育機構：全学教育機構が開講する科目（教養教育科目等） 

７．待 遇 任 期：任期無しの常勤職員（試用期間３か月）
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賃  金：年俸制（国立大学法人佐賀大学年俸制教員給与規程による）

ただし，応募する時点で佐賀大学に常時勤務する大学教員のうち国立

大学法人佐賀大学職員給与規程の適用を受けている方については，引

き続き同規程の適用を希望することも可能です。

勤務形態：週５日，３８時間４５分勤務

（月～金）８時３０分～１７時１５分（１２時～１３時は休憩時間）

 ＊専門業務型裁量労働制により，７時間４５分働いたものとみなされます。 
休  日：土日，祝日，年末年始（１２月２９日～１月３日）

健康保険：文部科学省共済組合，労災保険，雇用保険加入

備  考：その他詳細は，国立大学法人佐賀大学職員就業規則等による

８．応募資格 (1)博士の学位を有する方，またはこれと同等の研究業績を有する方 
(2)教員の養成および現職教員の指導に意欲を有する方

(3)附属学校園との共同研究に意欲を有する方

(4)小・中・高等学校・特別支援学校での教職経験を有することが望ましい

９．着任時期 令和６年１０月１日以降，採用決定後のできるだけ早い時期

10．提出書類 ①履歴書（別紙様式１）

（写真添付，連絡先と E-mail アドレス，高等学校以降の学歴・職歴を明記） 
②業績書（別紙様式２）

③業績等を実証・閲覧できる資料 著書・論文等については現物（別刷またはコピー

も可，各 1 部）。主要業績 5 点についてはその旨明記すること。 
④業績を総括した解説（A4 用紙 1,000 字以内） 
⑤ティーチング・ポートフォリオまたは教育業績，及び社会における活動・所属学会

を項目別にまとめ，年代順に列記したもの（任意様式）

ただし，応募する時点で佐賀大学に常時勤務する大学教員（医学部医学科臨床医学系

専任の助教及び医学部附属病院専任の講師及び助教を除く）については，標準版のテ

ィーチング・ポートフォリオ（本文及び根拠資料）の提出を必須とします。

⑥競争的研究費の獲得状況（任意様式）

⑦教育・研究に関する抱負（A4 用紙 1,200 字以内） 
⑧応募者について照会可能な方１名の氏名，所属，連絡先（様式自由）

⑨保有する学位に関する学位授与証明書（学位記の写は不可）

11．選考方法  書類選考の上，面談（教育・研究に関するプレゼンテーション，質疑等）や専門分野

に関する模擬講義

（面談などの場合の旅費等は支給いたしません。）

（海外在住の方には、オンラインでの面接を行う可能性があります。）

12．応募締切 令和６年７月３１日（水）１７時必着

13．提 出 先 〒840-8502 佐賀市本庄町１番地 佐賀大学教育学系長 小野文慈宛 
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及び問合せ先 TEL：0952-28-8211  FAX：0952-28-8219 
E-mail：bunsomu@cc.saga-u.ac.jp
封筒表面に「教育学部障害児心理教員応募書類在中」と朱書きし，書留にて郵送して

ください。電子メールによる応募は受け付けません。また，応募書類は原則として返

却しません。

14．本公募掲載先 本学 HP：http://www.saga-u.ac.jp/other/boshu.html 
JREC-IN 
上記提出書類の各種様式については，本学 HP より取得してください。 

15．その他  提出いただきました個人情報は，本学個人情報の保護に関する規程に準じて適正に

管理し，本選考以外の目的には使用いたしません。

また，本学では，男女共同参画社会基本法，佐賀大学ダイバーシティ推進宣言(平成

２９年)の精神及びポジティブ・アクションに基づき，教員の選考を行っております。 
（佐賀大学ダイバーシティ推進室 HP： https://www.oedi.saga-u.ac.jp/ ） 
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共同教員養成課程の運営体制

連携協議会

運営会議

【構成員】（両大学）
・学長
・教育担当理事
・教育学部長
・その他必要と認めた者

【構成員】（両大学）
・教育学部長
・教育学部副学部長
・その他必要と認めた者

【審議事項】
・教育課程の編成、改正及び廃止に関すること。
・共同教員養成課程に係る成績評価の方針に関すること。
・学位審査に関すること。
・学位授与及び課程修了に関すること。
・その他教育に関し議長が必要と認めた事項

【協議事項】
・連携・協力に関する事項
・教育課程・教育方法に関する事項
・入学者選抜に関する事項
・体制及び管理運営に関する事項
・その他構成法人が必要と認めた事項

目的：共同教員養成課程の安定的かつ継続的な実施を確保するため

年１回：情報共有・協議

随時：具体的審議

【協定内容】
教員養成課程の運営にあたり必要な事項
・課程名称
・教育の内容
・教員配置計画、教員の人事
・学生の在籍、学位授与 など

両学長間での締結を想定

詳細な項目
（約束事）は
運営会議で
確認

入学試験検討部会、教育課程検討部会、教育方法検討（FD）部会、自己点検評価部会を設置

協定
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佐賀大学教授会規則

（平成１６年４月１日制定）

目　次

（趣旨）　

第１条　この規則は、国立大学法人佐賀大学基本規則（平成１６年４月１日制定）第４１条第２項の規定に基づき、佐賀大学の

各学部（以下「学部」という。）に置かれる教授会に関し必要な事項を定めるものとする。

（組織）

第２条　教授会は、当該学部の専任の教授をもって組織する。

２　前項に定める者のほか、特任教授（時間雇用職員を除く。以下同じ。）を構成員に加えることができる。

３　前２項の規定にかかわらず、教育学部教授会にあっては、教育学部及び学校教育学研究科の専任の教授をもって組織する。

ただし、教育学部教授会の定めるところにより、特任教授を構成員に加えることができる。

４　特任教授については、次条第１項第１号及び第２号に定める事項の審議には加わることができない。

（審議事項）

第３条　教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり、当該事項を審議し、意見を述べるものとする。

(1) 学部長候補者の選考に関する事項

(2) 教員（非常勤講師を含む。）の配置要望に関する事項

(3) 教育課程の編成に関する事項

(4) 学生の入学、卒業及び課程の修了並びに学位の授与に関する事項

(5) 学生の転学部、転学科及び転課程に関する事項

(6) 学生の懲戒に関する事項

２　教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長（以下「学長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項に

ついて審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。

（議長）

第４条　教授会に議長を置き、学部長をもって充てる。

２　議長は、教授会を主宰する。

３　議長に事故があるときは、あらかじめ議長が指名した教授が、その職務を代行する。

（審議事項等の通知）

第５条　教授会の審議事項等は、あらかじめ通知するものとする。ただし、緊急の場合は、この限りでない。

（議事）

第６条　教授会は、半数以上であって当該学部が定める割合以上の構成員が出席しなければ、議事を開き、議決をすることがで

きない。

２　教授会の議事は、出席した構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。ただし、当該教

授会が特に必要があると認めた事項については、３分の２以上の多数をもって議決しなければならない。

（代議員会等）

第７条　教授会は、その定めるところにより、教授会を構成する教員のうちの一部の者をもって構成される代議員会、専門委員

会等（次項において「代議員会等」という。）を置くことができる。

２　教授会は、その定めるところにより、代議員会等の議決をもって、教授会の議決とすることができる。

（教授会規程）

第８条　学部は、この規則に基づき、当該学部の教授会規程を定めるものとする。

附　則

　この通則は、平成１６年４月１日から施行する。

附　則（平成１９年３月２２日改正）

　この通則は、平成１９年４月１日から施行する。

附　則（平成２１年５月２２日改正）

　この通則は、平成２１年５月２２日から施行する。

附　則（平成２２年３月２５日改正）

　この通則は、平成２２年４月１日から施行する。
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附　則（平成２２年１１月２４日改正）

　この通則は、平成２２年１１月２４日から施行する。

附　則（平成２７年３月２６日改正）　

　この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

附　則（平成２８年２月２４日改正）

１　この規則は、平成２８年４月１日から施行する。

２　文化教育学部教授会は、改正後の第２条の規定にかかわらず、文化教育学部が存続する間、同条の規定中「専任」とあるの

は、「併任」と読み替えて、この規則を適用する。

附　則（平成３０年２月２８日改正）

　この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

附　則（平成３０年５月２３日改正）

　この規則は、平成３０年５月２３日から施行する。

附　則（令和７年３月２７日改正）

　この規則は、令和７年４月１日から施行する。
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佐賀大学教育学部教授会規程

（平成２８年３月２０日制定）

（趣旨）

第１条　佐賀大学教授会規則（平成１６年４月１制定）第８条の規定による佐賀大学教育学部教授会（以下「教授会」とい

う。）の組織、権限、運営等については、この規程の定めるところによる。

（組織）　

第２条　教授会は、次に掲げる者をもって組織する。

(1) 教育学部専任の教授

(2) 大学院学校教育学研究科専任の教授

２　 前項に定める者のほか、特任教授（時間雇用職員を除く。以下同じ。）を構成員に加えることができる。

３　 特任教授については、次条第１項第１号及び第２号に定める事項の審議には加わることができない。

（審議事項）　

第３条　教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり、当該事項を審議し、意見を述べるものとする。

(1) 学部長候補者の選考に関する事項

(2) 教員（非常勤講師を含む。）の配置要望に関する事項

(3) 教育課程の編成に関する事項

(4) 学生の入学、卒業及び課程の修了並びに学位の授与に関する事項

(5) 学生の転学部に関する事項

(6) 学生の懲戒に関する事項

２　教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長（以下「学長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項に

ついて審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。

（議長）　

第４条　教授会に議長を置き、学部長をもって充てる。

２　議長は、教授会を主宰する。

３　議長に事故があるときは、あらかじめ議長が指名した教授が、その職務を代行する。

（審議事項等の通知）　

第５条　教授会の審議事項等は、あらかじめ通知するものとする。ただし、緊急の場合は、この限りでない。

２　議長は、教育研究評議会その他の諸般の事項を教授会に報告するものとする。

３　各種の委員は、委員会その他の関連事項を教授会に報告するものとする。

（議事）　

第６条　教授会は、構成員の３分の２以上の出席がなければ、議事を開き、議決をすることができない。

２　教授会の議事は、出席した構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。ただし、教授会

が特に必要があると認めた事項については、３分の２以上の多数をもって議決しなければならない。

（議事録）　

第７条　議事その他必要な事項は、議事録に記載し、次回以降の教授会において、その内容を確認するものとする。

（雑則）　

第８条　この規程に定めるもののほか、教授会に関し必要な事項は、教授会が別に定める。

附　則　

　この規程は、平成２８年４月１日から施行する。

附　則（平成３０年７月４日改正）　

　この規程は、平成３０年７月４日から施行する。
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国立大学法人佐賀大学教員会議規程

（令和６年３月１日制定）

目　次

（趣旨）

第１条　この規程は、国立大学法人佐賀大学基本規則（平成１６年４月１日制定）第４２条第２項の規定に基づき、佐賀大学の

各学部（以下「学部」という。）に置かれる教育課程の編成に係る会議（以下「教員会議」という。）に関し必要な事項を定

めるものとする。

（組織）

第２条　学部に、教員会議を置く。

２　教員会議は、当該学部の教育に携わる次に掲げる教員をもって組織する。

(1) 国立大学法人佐賀大学職員人事規程（平成１６年４月１日制定）別表に規定する大学教員（助手を除く。）

(2) 国立大学法人佐賀大学契約職員人事規程（平成２１年３月１１日制定）別表に規定する教育職員のうち、当該学部の教育

課程に係る主要授業科目を担当し、又は一の年度（４月１日から翌年の３月３１日までをいう。）につき８単位以上の当該

学部の教育課程に係る授業科目を担当する特定教育職員、特任教員及び寄附講座等教員（寄附講座助手及び寄附研究部門助

手を除く。）

（審議事項）

第３条　教員会議は、次に掲げる事項について審議する。

(1) 学部の教育課程の編成に係る事項

(2) その他議長が必要と認める事項

（議長）

第４条　教員会議に議長を置き、学部長又は学部長が指名する者をもって充てる。

２　議長は、教員会議を主宰する。

３　議長に事故があるときは、あらかじめ議長が指名した教員が、その職務を代行する。

（議事）

第５条　教員会議は、半数以上の構成員が出席しなければ、議事を開き、議決をすることができない。

２　議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。ただし、当該教員会議が特に必要

があると認めた事項については、３分の２以上の多数をもって議決することができる。

（事務）

第６条　教員会議の事務は、当該学部の事務部が行う。

２　当該学部の事務部は、教員会議開催に関する議事録等の作成及び保存等を適切に行わなければならない。

（雑則）

第７条　この規程に定めるもののほか、教員会議の実施に関し必要な事項については、学部が別に定める。

附　則

　この規程は、令和６年４月１日から施行する。

附　則（令和６年４月２５日改正）

　この規程は、令和６年５月１日から施行する。

附　則（令和７年３月１８日改正）

　この規程は、令和７年３月１８日から施行する。

附　則（令和７年３月２７日改正）

　この規程は、令和７年４月１日から施行する。
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○熊本大学教授会規則

(平成 16 年 4 月 1 日規則第 164 号) 

改正 平成 20 年 3 月 27 日規則第 87 号 平成 21 年 3 月 26 日規則第 59 号 

平成 21 年 12 月 24 日規則第 246 号 平成 23 年 11 月 24 日規則第 157 号

平成 25 年 3 月 29 日規則第 108 号 平成 26 年 4 月 30 日規則第 52 号 

平成 27 年 1 月 22 日規則第 3 号 平成 28 年 3 月 31 日規則第 234 号 

平成 28 年 5 月 31 日規則第 380 号 平成 29 年 3 月 31 日規則第 170 号 

平成 30 年 3 月 22 日規則第 69 号 平成 31 年 3 月 28 日規則第 46 号 

令和 3 年 2月 24 日規則第 13 号 令和 5 年 2月 22 日規則第 14 号 

令和 6 年 1月 25 日規則第 9 号 令和 7 年 3月 27 日規則第 41 号 

(趣旨) 

第 1 条 この規則は、国立大学法人熊本大学法人基本規則(平成 16 年 4 月 1 日制定。以下「規

則」という。)第 50 条第 4項の規定に基づき、教授会に関し必要な事項を定める。 

(教授会) 

第 2 条 各学部、情報融合学環、大学院教育学研究科、大学院各研究部、大学院各教育部及び

病院(以下「学部等」という。)に、教授会を置く。 

2 教授会は、学長が次に掲げる事項(大学院各研究部及び病院の教授会にあっては第 3号に限

る。)について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了

(2) 学位の授与

(3) 前 2 号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くこと

が必要なものとして学長が定めるもの 

3 教授会は、前項に規定するもののほか、学部等の長がつかさどる教育研究に関する事項につ

いて審議し、並びに学長及び学部等の長の求めに応じ、意見を述べることができる。 

第 3条 各研究所、研究開発戦略本部、半導体・デジタル研究教育機構、学内共同教育研究施

設で次に掲げるもの及びヒトレトロウイルス学共同研究センターに、教授会として運営委員

会(半導体・デジタル研究教育機構及びヒトレトロウイルス学共同研究センターにあっては、

運営会議。以下同じ。)を置く。 

くまもと水循環・減災研究教育センター 先進マグネシウム国際研究センター 生命資源研

究・支援センター  

2 前項の運営委員会は、教育又は研究に関する重要な事項で、当該運営委員会の意見を聴くこ

とが必要なものとして学長が定めるものについて決定を行うに当たり意見を述べるものとす

る。 

第 4条 大学教育統括管理運営機構、学内共同教育研究施設で前条第 1項に掲げる組織以外の

組織及び保健センターにあっては、熊本大学に、教授会として学内共同教育研究施設等の人

事等に関する委員会を置く。 
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2 前項の委員会は、同項に規定する組織の教育又は研究に関する重要な事項で、当該委員会の

意見を聴くことが必要なものとして学長が定めるものについて決定を行うに当たり意見を述

べるものとする。 

第 5 条 前条第 1 項の組織の専任の教授は、学部等のいずれかの教授会に所属するものとする。 

第 6条 教授会(第 3 条第 1項の運営委員会及び第 4条第 1項の委員会を含む。以下同じ。)を

置く組織の長(学内共同教育研究施設等の人事等に関する委員会にあっては、学長。以下同

じ。)は、教員の採用及び昇任のための選考について教授会が審議する場合において、本学の

教員人事の方針を踏まえ、その選考に関し、意見を述べることができる。 

第 7条 教授会に、議長を置き、当該教授会を置く組織の長をもって充てる。 

2 議長は、教授会を主宰する。 

第 8条 教授会は、その定めるところにより、教授会に属する職員のうちの一部の者をもって

構成される代議員会、専門委員会等(以下「代議員会等」という。)を置くことができる。 

2 教授会は、その定めるところにより、代議員会等の議決をもって、教授会の議決とすること

ができる。 

第 9条 教授会は、構成員の 3分の 2以上が出席しなければ議事を開き、議決することができ

ない。 

2 教授会の議事は、出席した構成員の半数以上であって、教授会が別に定める割合以上の多数

をもって決する。 

(雑則) 

第 10 条 この規則に定めるもののほか、教授会及び代議員会等の組織運営等に関し必要な事項

は、当該組織の長が別に定める。 

附 則 

この規則は、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 20 年 3 月 27 日規則第 87 号) 

1 この規則は、平成 20年 4 月 1 日から施行する。 

2 大学院文学研究科及び大学院法学研究科の研究科委員会については、改正後の第 10 条の規

定にかかわらず、平成 20 年 3 月 31 日に当該研究科に在学する者が当該研究科に在学しなく

なる日までの間、存続するものとする。 

附 則(平成 21 年 3 月 26 日規則第 59 号) 

この規則は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 21 年 12 月 24 日規則第 246 号) 

この規則は、平成 22 年 1 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 23 年 11 月 24 日規則第 157 号) 
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この規則は、平成 23 年 12 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 25 年 3 月 29 日規則第 108 号) 

この規則は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 26 年 4 月 30 日規則第 52 号) 

この規則は、平成 26 年 5 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 27 年 1 月 22 日規則第 3 号) 

この規則は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 3 月 31 日規則第 234 号) 

この規則は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 5 月 31 日規則第 380 号) 

この規則は、平成 28 年 6 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 29 年 3 月 31 日規則第 170 号) 

この規則は、平成 29 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 30 年 3 月 22 日規則第 69 号) 

1 この規則は、平成 30年 4 月 1 日から施行する。 

2 大学院自然科学研究科の教授会については、第 2条第 1項の規定にかかわらず、平成 30 年 3

月 31 日に当該研究科に在学する者が当該研究科に在学しなくなる日までの間、存続するもの

とする。 

附 則(平成 31 年 3 月 28 日規則第 46 号) 

この規則は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(令和 3年 2月 24 日規則第 13 号) 

この規則は、令和 3年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 5年 2月 22 日規則第 14 号) 

この規則は、令和 5年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 1月 25 日規則第 9号) 

この規則は、令和 6年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 7年 3月 27 日規則第 41 号) 

この規則は、令和 7年 4月 1日から施行する。 
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○熊本大学教育学部教授会規則

(平成 16 年 4 月 1 日規則第 171 号) 

改正 平成 22 年 1 月 13 日規則第 2 号 平成 22 年 9 月 8 日規則第 276 号 

平成 23 年 1 月 12 日規則第 69 号 平成 27 年 3 月 19 日規則第 143 号

平成 29 年 2 月 22 日規則第 41 号 平成 30 年 2 月 14 日規則第 21 号 

令和 2年 3 月 11 日規則第 98 号 

(趣旨) 

第 1 条 この規則は、熊本大学教授会規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)第 10 条の規定に基づき、

熊本大学教育学部教授会(以下「教授会」という。)に関し必要な事項を定める。 

(組織) 

第 2 条 教授会は、次に掲げる者であって、教育学部、特別支援教育特別専攻科及び養護教諭

特別別科の教育課程の運営に携わるもの(兼担を除く。)をもって組織する。 

(1) 大学院教育学研究科の専任の教授、准教授及び講師

(2) 大学院人文社会科学研究部の専任の教授、准教授及び講師

(3) 大学院先端科学研究部の専任の教授、准教授及び講師

(4) 大学院生命科学研究部の専任の教授、准教授及び講師

(5) 大学教育統括管理運営機構の専任の教授、准教授及び講師

(審議事項) 

第 3 条 教授会は、学長が熊本大学教授会規則第 2条第 2項に定める事項について決定を行う

に当たり意見を述べるものとする。 

2 教授会は、前項に規定するもののほか、学部長がつかさどる教育研究に関する次の事項につ

いて審議し、並びに学長及び学部長の求めに応じ、意見を述べることができる。 

(1) 学生の除籍及び懲戒に関する事項

(2) その他学部の教育研究に関する重要事項

(会議) 

第 4 条 教授会は、定例教授会又は臨時教授会とする。 

2 教授会に、議長を置き、学部長をもって充てる。 

3 学部長が職務を遂行できないときは、あらかじめ学部長が指名する者がその職務を代行す

る。 

(定足数) 

第 5 条 教授会は、構成員の 3分の 2以上が出席しなければ議事を開き、議決することができ

ない。 

2 職務による海外渡航中の者は、構成員の数に算入しないものとする。 

(議事) 

第 6 条 教授会の議事は、出席した構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の

決するところによる。ただし、学部長候補者の選考に関する事項は、出席した構成員の 3分

の 2以上をもって決する。 
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(構成員以外の出席) 

第 6 条の 2 学部長は、教授会の構成員以外の者について、必要と認める場合は、教授会への出

席を認めることができる。 

(運営会議等) 

第 7 条 教授会に、運営会議その他必要な委員会(以下「運営会議等」という。)を置く。 

2 前項の運営会議等に関し必要な事項は、学部長が別に定める。 

(事務) 

第 8 条 教授会の事務は、教育研究支援部人社・教育系事務課において処理する。 

(雑則) 

第 9 条 この規則に定めるもののほか、教授会の運営に関し必要な事項は、学部長が別に定め

る。 

附 則 

この規則は、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 22 年 1 月 13 日規則第 2 号) 

この規則は、平成 22 年 1 月 13 日から施行する。 

附 則(平成 22 年 9 月 8 日規則第 276 号) 

この規則は、平成 22 年 10 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 23 年 1 月 12 日規則第 69 号) 

この規則は、平成 23 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 27 年 3 月 19 日規則第 143 号) 

この規則は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 29 年 2 月 22 日規則第 41 号) 

この規則は、平成 29 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 30 年 2 月 14 日規則第 21 号) 

この規則は、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(令和 2年 3月 11 日規則第 98 号) 

この規則は、令和 2年 4月 1日から施行する。 
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教育学部教授会の下に設置する各種委員会
種別 委員会等 ＊は教育学研究科と共通

教育学部・教育学研究科運営会議＊
予算・施設委員会＊
教員人事・業績評価委員会＊
教務委員会
教育実習委員会
厚生・就職委員会
入試・広報委員会
教育・研究活動推進委員会＊
人権教育委員会＊
国際交流委員会＊
紀要編集委員会＊
情報処理委員会＊
特別支援教育特別専攻科運営委員会
養護教諭特別別科運営委員会
附属教育実践総合センター運営委員会

管理運営に関する委員会

教育・研究に関する委員会

その他の委員会
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○国立大学法人熊本大学自己点検・評価に関する規則

(令和 3年 3月 24 日規則第 80 号) 

改正 令和 4年 3月 14 日規則第28 号 令和 5年 3月 20 日規則第72 号 

令和 6年 3月 27 日規則第144 号 令和 7年 3月 27 日規則第120 号

(趣旨) 

第 1 条 この規則は、国立大学法人熊本大学法人基本規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)第 10 条第 4

項の規定に基づき、国立大学法人熊本大学(以下「本学」という。)が教育研究水準の向上を

図り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、本学における教育及び研究並びに組織及

び運営の状況について自ら行う点検及び評価(以下「自己点検・評価」という。)に関し必要

な事項を定める。 

(自己点検・評価の領域) 

第 2 条 自己点検・評価の対象とする領域(以下「自己点検・評価領域」という。)は、別表の

左欄に掲げるとおりとする。 

(統括責任者) 

第 3 条 本学に、自己点検・評価統括責任者(以下「統括責任者」という。)を置き、学長をも

って充てる。 

2 統括責任者は、自己点検・評価に係る業務を統括する。 

(推進責任者) 

第 4 条 本学に、自己点検・評価推進責任者(以下「推進責任者」という。)を置き、別表の左

欄に掲げる自己点検・評価領域に応じ、別表の中欄に掲げる者をもって充てる。 

2 推進責任者は、自己点検・評価に関する業務を掌理する。 

(推進責任者による自己点検・評価等) 

第 5 条 推進責任者は、別表の右欄に掲げる会議又は委員会(以下「所掌会議等」という。)の

議を経て、評価項目を定めるものとする。 

2 推進責任者は、事業年度ごとに、前項の評価項目について、自己点検・評価を実施する。 

3 推進責任者は、前項の自己点検・評価を実施するに当たって、必要に応じて、学生、卒業生

若しくは修了生又は卒業生若しくは修了生の主な雇用者その他の関係者から意見を聴取する

ものとする。 

4 推進責任者は、第 2項の自己点検・評価の結果を国立大学法人熊本大学大学評価会議(以下

「大学評価会議」という。)に報告するものとする。 

5 推進責任者は、前項の自己点検・評価の結果に改善が必要な事項があると認めたときは、所

掌会議等の議を経て、改善計画を定め、大学評価会議に報告するとともに、改善を実施する

ものとする。 

6 推進責任者は、前項の改善の実施状況を、事業年度ごとに、大学評価会議に報告するものと

する。 

(大学評価会議による自己点検・評価等) 
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第 6条 大学評価会議は、前条第 4項の自己点検・評価の結果、同条第 5項の改善計画及び同

条第 6項の改善の実施状況(以下「推進責任者による自己点検・評価の結果等」という。)に

基づき、原則として 6事業年度ごとに、前条第 1項の評価項目について、自己点検・評価を

実施する。 

2 大学評価会議は、前項の自己点検・評価の結果を統括責任者に報告するものとする。 

(統括責任者による改善指示) 

第 7 条 統括責任者は、前条第 2項の自己点検・評価の結果に改善が必要な事項があると認め

たときは、推進責任者に改善計画の策定を指示するものとする。 

2 推進責任者は、前項の指示を受けた場合は、所掌会議等の議を経て、改善計画を定め、統括

責任者に報告するものとする。 

3 統括責任者は、前項の改善計画に基づき、推進責任者に改善を指示するものとする。 

4 推進責任者は、前項の指示に基づき、改善を実施するものとする。 

(外部評価の実施) 

第 8 条 統括責任者は、自己点検・評価の結果について、必要に応じて、本学の職員以外の者

による評価を受けるものとする。 

(公表) 

第 9 条 大学評価会議は、自己点検・評価の結果を、本学のホームページ等で公表するものと

する。 

(事務) 

第 10 条 自己点検・評価に関する事務は、経営企画本部において処理する。 

(雑則) 

第 11 条 この規則に定めるもののほか、自己点検・評価に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この規則は、令和 3年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 4年 3月 14 日規則第 28 号) 

この規則は、令和 4年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 5年 3月 20 日規則第 72 号) 

この規則は、令和 5年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 3月 27 日規則第 144 号) 

この規則は、令和 6年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 7年 3月 27 日規則第 120 号) 

この規則は、令和 7年 4月 1日から施行する。 

別表(第 2条、第 4条、第 5条関係) 
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評価領域 推進責任者 所掌会議等 

教育 教育・学生支援担当の理事 
国立大学法人熊本大学教育会議カリキュラム評価委

員会 

施設管理 総務・財務・施設担当の理事 国立大学法人熊本大学施設・環境委員会 

設備(ICT) 
情報ガバナンスを所掌する副

学長 
国立大学法人熊本大学 ICT 戦略会議 

設備(図

書) 
附属図書館長 熊本大学附属図書館運営委員会 

学生支援 教育・学生支援担当の理事 熊本大学学生委員会 

入学者受

入 
入試・高大連携担当の副学長 熊本大学入学試験委員会 

研究 
研究・グローバル戦略担当の

理事 
国立大学法人熊本大学研究推進会議 

社会貢献 研究開発戦略本部長 熊本大学研究開発戦略本部運営委員会 

国際 グローバル推進機構長 熊本大学グローバル推進機構会議 
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○国立大学法人熊本大学大学評価会議規則

(平成 19 年 3 月 22 日規則第 52 号) 

改正 平成 20 年 3 月 27 日規則第 80 号 平成 21 年 3 月 26 日規則第 61 号 

平成 21 年 12 月 24 日規則第 252 号 平成 22 年 9 月 30 日規則第 134 号

平成 23 年 3 月 24 日規則第 27 号 平成 25 年 4 月 1 日規則第63 号 

平成 28 年 3 月 31 日規則第 155 号 平成 29 年 3 月 31 日規則第 113 号

平成 30 年 3 月 22 日規則第 104 号 平成 31 年 3 月 29 日規則第 40 号 

令和 3年 3月 31 日規則第105 号 令和 3年 12 月 28 日規則第 230 号

令和 6年 3月 27 日規則第56 号 

(設置) 

第 1 条 国立大学法人熊本大学法人基本規則(平成 16 年 4 月 1 日制定。以下「規則」という。)

第 29 条第 1項の規定に基づき、国立大学法人熊本大学に、国立大学法人熊本大学大学評価会

議(以下「大学評価会議」という。)を置く。 

(組織) 

第 2 条 大学評価会議は、次に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 大学改革・評価担当の理事

(2) 学長が指名する理事 2 人

(3) 国立大学法人熊本大学自己点検・評価に関する規則(令和 3年 3月 24 日制定)第 4条に

規定する自己点検・評価推進責任者 

(4) 文学部、法学部、大学院人文社会科学研究部及び大学院社会文化科学教育部の副部局長

のうちから選出された者 3 人 

(5) 教育学部及び大学院教育学研究科の副部局長のうちから選出された者 1 人

(6) 理学部、工学部、情報融合学環、大学院先端科学研究部及び大学院自然科学教育部の副

部局長のうちから選出された者 3 人 

(7) 医学部、薬学部、大学院生命科学研究部、大学院医学教育部、大学院保健学教育部及び

大学院薬学教育部の副部局長のうちから選出された者 4 人 

(8) 病院の副部局長

(9) 経営企画本部長

(10) その他学長が必要と認めた者

2 前項第 10 号の委員は、学長が委嘱する。 

3 第 1 項第 10 号の委員の任期は学長が委嘱の都度定めるものとし、再任を妨げない。 

(任務) 

第 3 条 大学評価会議は、次に掲げる事項を行う。 

(1) 自己点検・評価の基本方針及び具体的施策の策定に関すること。

(2) 自己点検・評価の実施及び結果の公表に関すること。

(3) 自己点検・評価の結果に基づく改善に関すること。
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(4) 第三者評価への対応に関すること。

(5) その他大学評価に関し議長が必要と認めた事項

(議長) 

第 4 条 大学評価会議に、議長を置き、大学改革・評価担当の理事をもって充てる。 

2 議長は、大学評価会議を主宰する。 

3 議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する者がその職務を代行する。 

(議事) 

第 5 条 大学評価会議は、委員の過半数が出席しなければ、議事を開き、議決することができ

ない。 

2 大学評価会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

(意見の聴取) 

第 6 条 議長は、必要があるときは、委員以外の者を大学評価会議に出席させ、意見を聴くこ

とができる。 

(委員会等) 

第 7 条 大学評価会議に、委員会及びワーキンググループを置くことができる。 

2 委員会及びワーキンググループに関し必要な事項は、別に定める。 

(事務) 

第 8 条 大学評価会議の事務は、経営企画本部において処理する。 

(雑則) 

第 9 条 この規則に定めるもののほか、大学評価会議の運営に関し必要な事項は、議長が別に

定める。 

附 則 

1 この規則は、平成 19年 4 月 1 日から施行する。 

2 国立大学法人熊本大学大学評価会議規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)及び国立大学法人熊本大

学大学評価本部規則(平成 16 年 4 月 1 日制定)は、廃止する。 

附 則(平成 20 年 3 月 27 日規則第 80 号) 

この規則は、平成 20 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 21 年 3 月 26 日規則第 61 号) 

この規則は、平成 21 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 21 年 12 月 24 日規則第 252 号) 

この規則は、平成 22 年 1月 1 日から施行する。 

附 則(平成 22 年 9 月 30 日規則第 134 号) 
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この規則は、平成 22 年 10 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 23 年 3 月 24 日規則第 27 号) 

この規則は、平成 23 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 25 年 4 月 1 日規則第 63 号) 

この規則は、平成 25 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 3 月 31 日規則第 155 号) 

この規則は、平成 28 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 29 年 3 月 31 日規則第 113 号) 

この規則は、平成 29 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 30 年 3 月 22 日規則第 104 号) 

この規則は、平成 30 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 31 年 3 月 29 日規則第 40 号) 

この規則は、平成 31 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(令和 3年 3月 31 日規則第 105 号) 

この規則は、令和 3年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 3年 12 月 28 日規則第 230 号) 

この規則は、令和 4年 1月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 3月 27 日規則第 56 号) 

この規則は、令和 6年 4月 1日から施行する。 

設置等の趣旨（資料）－182



! " # $ % & ' ( ) $ * + , - & . !

/ 0 1 2 # ' ( ) * + , - & ! / 3 4 # 5 6 7 8 9 : ; < = ! + >

< &

? @

/ # ? @ : A B &

? @ " # $ C 9 ! / D E # @ F G H 4 I : = J K L K < &

M N

C / # O / P Q < M N : A B &

RST U M N

RVT W X Y M N

Z M N ! M N @ " # ! [ / 0 1 2 # @ F G H > < &

M N ! \ ]

M N " # ^ _ ` _ O / P Q < \ ] : a - &

RST U M N

b c # d e f g h i j k ! l [ : 6 > < 8 9

m n o p q r s t o u v w x y z ! { | } / 3 > < 8 9

~ •  r n / 3 > < 8 9

 \ / 3 > < 8 9

y ^ ! ! / 3 > < 8 9

RVT W X Y M N

 b ! W X Y ! / 3 > < 8 9

   m ! W ! g h ! / 3 > < 8 9

~ o q r s t o u v w x y g h \ z ! | } / 3 > < 8 9

  ^ ! @ F / G > < 8 9

 

 ¡ M N @ " # M N ! [ / 0 1 2 # / 5 6 7   : a - = ! + > < &

' ¢ ! £ ¤

% M N F 5 6 + ¥ ; I + 2 " # M N ' ¢ ! ¦ ! £ ¤ : §; ¨ © : ª B  + F « 2 < &

¬ $

­  ! / ; < = ! ! ® ¯ # ! / 3 4 # 5 6 7 8 9 " # @ F ; < &

°$

 ! " # ¯ ± a > < ²

°$

 ! " # . ¯ ± a > < ²

°$

 ! " # ¯ ± a > < ²

°$

資料46

設置等の趣旨（資料）－183



! "

設置等の趣旨（資料）－184



! "

# $ % & '

( ) ' * + , - . / 0 1 2 3 + 4 5 6 7 8 + 9 : ; < = - 2 > # ? @ A 2 > B ; C D E & + 2

3 + F G + H 6 I J K L + M N O P Q ; R 1 # ? @ A S T B ; C

D E & . U R 1 V W X # S T + Y - Z [ I J W \ O C D E ? @ ] ^ E & O R 1 _ ` . a b c O " `

1 E '

# d " & '

( ' S T + V W X + e f c . U < = , - 2 3 g > h + i O j = - 2 3 g > h g > k

. l C = + m # ? @ A m B ; C D E & O " ` 1 E '

# & '

( ' 2 3 n o 7 8 p q , - * + I J m . e r s - t - 2 u 2 3 p q I

J v w x # ? @ A t y B ; C D E & I J U z t { # | } ~ -• •

p q - | p q + + t y ? S T . U z R 1 t { O C D E ? @ ] ^ E &

 + O = - S T . U R 1 O R 1 + ; R 1 E ' '

' t y , - 2 3 g > h + . - S T + V W X O R 1 _ ` . a b # S T + Y I J

Z [ O R 1 2 > . U R 1 O C D E & O   R 1 E '

# H 6 & '

( ¡ ' m " ` 1 S T + F G I J ¢ P £ , - 2 3 g > h k U z t { ; + ¤ ¥ + @ * ¦ O H 6

< - V W X + K L . l b §1 + ; R 1 E '

# K L & '

( ' S T . U R 1 V W X + K L , - U z t { ¨ © + y O ª ` 2 3 g > h k H « < - ¬ " R 1 E '

# ­ ® & '

 ( ¯ ' * + . " ` 1 + + °¨ - S T . U R 1 V W X + . U < - a b c , - ' 2 3 g > h

+ i O j = - 2 3 g > h g > k ±. " ` 1 E '

'

'

² ' ® '

' * + , - ¡ ) ¨ © R 1 E '

² ' ® # ¯ ¡ ) K ³ & '

' * + , - ¯ ¡ ¨ © < - ¯ ¡ ) ¨ © ´ \ R 1 E '

² ' ® # µ ¶ ¯ · K ³ &

' ' * + , - µ ¶ ¯ ¡ ) ¨ © R 1 E

² ' ® # µ ¶ K ³ &

' * + , - µ ¶ ¡ ) ¨ © R 1 E

'

設置等の趣旨（資料）－185



! "

# $ % & '

( ) ' * + , - . #  ! " & ( +

/ " 0 1 2 3 - # 4 5 6 7 8 9 : ; < = & + > ? @ + 1 A B . C " D

E =

# " F & '

( ' * + 0 G ; H I + J K 0 L M E N O + P F , - Q R J K 0 " D E : * S 0 T E = '

UVW' X Y Z 7 8 ' [ \ ] ^ _ + [ ` ? @ 0 a ; H b c d c - ^ _ + e f g h i j - k + h i + l m C n o p q

  0 T r H s t u _ v w x y v z h { g - [ ` | } ~ ] | , " j z•

           0 G ; H , y v z + g - : . g E 6 [ ` +

   9 - 6 [ ` + 9 - 6 [ ` + 9 - 6 [ ` + 9 6 + X 9 0   o E ¡ ¢ C £ ¤ + C

; < =

U¥W' ¦ §Z 7 8 ' X Y Z 7 8 + . + < ¨ 6 [ ` + 9 - 6 [ ` + 9 - 6 [ ` + 9 6

+ X 9 0 a ; H h i j z h { g - [ ` | } ~ ] | o E•

© ª # 4 5 6 7 8 © ª 9 : ; < = & 0 G ; H , y v - [ « ¬ ­ ®

  ¯ ° 0 ±² y v z + g - ³ a - X Y Z 7 8 C j z [ \ 0 a ; H , - 7 8 © ª ´ + µ ¶ C

· ¸ - X Y Z 7 8 + ¹ º C » ¼ ½ ¾ j - [ « ¬ ­ ® ¯ °0 ±² o E * : 0 T c * v 0 ¿ À E

* : ] g 3 E + C ; < =

# 7 8 + Á Â & '

( ' [ ` | } ~ , - 7 8 0 1 2 3 ¡ 0 G ; H [ ` 0   o E Ã Ä + Å Æ Ç È É Ê 0• Ë D - 7 8 0

  o E > ? @ C Ì Í o E =

  ' [ \ , 7 8 C j - Î Ï : j H - j z 7 8 0 1 2 ; H J Ð Ñ + ) Ò 0 [ ` Ç [ ` Ó C Ô Õ

o E Ó - * v C ? N j z [ ` Ö ×0 Á c Â ¤ = Ø z - : Ù 0 ) Ò , 7 8 + 0 Ë D E =

' º Ó , - 7 8 0   o E > ? @ C Ú Û H - [ \ + [ ` Ö ×+ Á Â C Ü Ý o E Þ Â ß C à á j - â N o E =

# 7 8 + & '

( Ù ' 7 8 + , - I 0 L M E : G c : o E =

 UVW' Î Ï : j H - ã [ \ + < ¨ Ð Ñ ä 0 å E æ ç è é C Í < [ \ # ê º ê ë ì í ä 0 G ; H

, [ ä - k + î + º ì í ä 0 G ; H , ï ð ¯ + ñ ò [ \ # 4 5 6 ó Q [ \ 9 : ; < = & &

 , - ô H ¦ §Z 7 8 C j - * v C ¡ È | o E =

 U¥W' 0 õ j z + ö o E ÷+ ø ÷+ Ù ) C ù ú : j H - 4 ¡ 0 ó Q [ \ : r z

 [ \ , - Q R ù ú ³ _ Ù 4 ¡ 0 X Y Z 7 8 C o E = z û j - Q R [ \ ] ( ( ) K 0 / " o E X Y

Z 7 8 C õ ü 0 j H ; E ý þ , - ü 0 / " o E ù ú ³ _ Ù 4 ¡ 0 X Y Z 7 8 C o

E * : C r H ¿ À E * : ] g 3 E =

 U W' Î Ï : j H 7 8 C j z [ \ , - : Ù 0 ) Ò - Q R 7 8 C o E + : o E = z û j - 7

  8 C , j z ÷³ _ Ø g 0 ó Q [ \ : r H ; ; [ \ , + ³ _ o E =

  G - + ³ _ y v z ý þ 0 G ; H - k + ó Q [ \ : r z ý þ , - ó Q [ \ : r z

+ ö o E ÷¡ 0 7 8 C o E + : o E =

# Ï & '

( ' * + 0 " D E + + ³ - 7 8 0   o E > ? @ C Ì Í o E z D 0 B . , - [ ` \

+ C H - [ ` \ \ ] 0 " D E =

設置等の趣旨（資料）－186



 !

" #

" #

$ "

$ "

% & $ "

% & $ $

% & $ #

% & $ # ' ( ) ) * + , % & " - . / 0 + 1 ! 2 3

!

% & " 4 "

% & "

設置等の趣旨（資料）－187



佐賀大学学士課程における教育の質保証に関する方針

（平成２５年３月１５日制定）

佐賀大学（以下「大学」という。）は、佐賀大学学則（平成１６年４月１日制定）第２条に規定する大学の目的に即して、以

下の方針に基づき、組織的・計画的に教育課程を編成・実施し、その結果を検証して改善することで、学士課程における教育の

質保証を推進する。

１　大学に関わる方針

  　大学は、教員への教育活動支援、学生への学修・生活支援を実施し、教育情報等を収集、公表するとともに、学部等の教育

実施状況及び成果の分析結果に基づき自己点検・評価を行い、学士課程教育の質の維持又は向上に必要な措置を講じる。

２　学部等に関わる方針

(1) (1) 学部等（学部及び教養教育センターをいう。以下同じ。）は、各教育課程について一貫した入学者受入れの方針、教

育課程編成・実施の方針及び学位授与の方針（教養教育センターにあっては教育課程編成・実施の方針）を定める。

(2) 学部は、入学者受入れの方針に基づき、適切かつ公正な学生の受入れを実施し、求める学生像に沿った入学者の確保に努

める。

(3) 学部等は、教育課程編成・実施の方針に基づき、組織的・計画的に教育課程を編成・実施する。

(4) 学部等は、教員への教育活動支援、学生への学修・生活支援を実施し、教育・学修の質の向上を推進する。

(5) 学部は、学位授与の方針に基づき、学修成果を勘案し、学位を授与する。

(6) 学部等は、教育の実施結果について、自己点検・評価に関する組織を整備し、教育課程の編成及び教育の質の維持又は向

上に必要な手順を定め実行する。

３　教員に関わる方針

(1) 教員（学部等の教育研究組織の教員をいう。以下同じ。）は、学部等が定める教育課程編成・実施の方針に基づき、担当

する授業等を計画・実施し、学生の学修に必要な指導を行うとともに、厳格かつ適正な成績評価を実施する。

(2) 教員は、授業等の実施結果を自己点検・評価し、必要な改善を図る。

(3) 教員は、必要に応じて教育活動の計画、実施、点検及び改善について、学科・課程・部会等の教員と連携して取り組む。

(4) 教員は、学生の学修活動を支援するとともに、自らの教育力向上に積極的に取り組む。

附　則

　この方針は、平成２５年３月１５日から実施する。

附　則（令和２年１月２２日改正）

　この方針は、令和２年１月２２日から実施する。

附　則（令和７年３月２７日改正）

　この方針は、令和７年４月１日から実施する。
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佐賀大学学士課程における教育の質保証の推進に係るガイドライン

（平成２５年３月１５日制定）

１　趣旨

　このガイドラインは、「佐賀大学学士課程における教育の質保証に関する方針（平成２５年３月１５日制定）」に基づく教

育の質保証の推進に関し佐賀大学等が取り組むべき事項を示すものである。

２　実施事項

(1) 大学において実施する事項

大学は、次に掲げる事項等を計画・実施・点検・改善する体制を構築し、教育の質保証を推進・支援する。

１）大学は、教員の教育活動を活性化するため、新任教員研修、各種講演会・研修会等を実施する。

２）大学は、学部学生（以下「学生」という。）の学修活動を活性化するため、次に掲げる学修支援を行う。

ア 各種アドバイザーによる学修相談

イ 情報通信技術（ICT）等を活用した自学自習システムの整備

ウ ノートテイカー、手話通訳等の配置

エ 学生の海外派遣、留学生の受入れ

３）大学は、学生の学生生活を支援するため、次に掲げる生活支援を行う。

ア 学生カウンセラー、ソーシャルワーカー等による学生の生活相談への対応

イ 各種奨学金の給付

４）大学は、社会への説明責任を果たすため、学内構成員や学外関係者から聴取した教育情報及び教育活動に関する意見を

収集、管理し、これを適切に分析した結果を公表する。

５）大学は、教育情報等の分析結果を活用して点検・評価を行い、その結果に基づき、次に掲げる取組を行う。

ア 学生による優れた学修活動への学生表彰等の実施

イ 教員による優れた教育活動への教育功績等表彰の実施

ウ 教育に関し改善を要する事項への適切な措置の実行

(2) 学部及び教養教育センター（以下「学部等」という。）において実施する事項

１）学部等は、別表に掲げる事項等を計画・実施・点検・改善する体制を構築し、教育の質保証を推進する。

２）学部等は、教育の質の維持又は向上にあたって、自律的な自己点検・評価の実施及び点検・評価結果を活用したマネジ

メントサイクルに関する方針（平成２３年２月９日学長決定）に規定する外部評価等の結果を活用するものとする。

(3) 教員において実施する事項

教員は、次に掲げる事項等を実施し、組織的な教育の質保証の推進に寄与する。

１）教員は、教育課程編成・実施の方針に基づき、シラバスを作成し、授業計画を立て、必要に応じて研究活動を反映した

授業を実施する。

２）教員は、学生の学修活動を活性化するため、次に掲げる学修支援を行う。

ア ティーチング・アシスタントの事前研修及び指導

イ 予習・復習等の学修課題の提示

ウ 必要に応じた補習等の実施

エ オフィスアワー等による学生からの学修相談への対応及び指導・助言

オ ラーニング・ポートフォリオ等による学生の学修状況の把握、学修相談への対応及び指導・助言

３）教員は、成績評価を厳格かつ適正に実施するため、次に掲げる取組を行う。

ア 成績評価基準の公表

イ 模範解答例等の開示

ウ 成績評価に関する質問又は異議への対応

４）教員は、成績評価結果や学生による授業評価に基づき、授業点検・評価を行い、次年度の授業改善目標を作成・公表

し、これに基づき授業を改善する。

５）教員は、学内外で開催される各種講演会やティーチング・ポートフォリオ・ワークショップなどの研修会に積極的に参

加し、担当する授業科目の内容や方法等の改善を図る。

附　則

　このガイドラインは、平成２５年１２月２５日から実施する。

附　則（令和２年１月２２日改正）
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　このガイドラインは、令和２年１月２２日から実施する。

附　則（令和３年５月３１日改正）　

　このガイドラインは、令和３年５月３１日から実施する。

附　則（令和７年３月２７日改正）

　このガイドラインは、令和７年４月１日から実施する。

別表

別表（PDF）
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○熊本大学ファカルティ・ディベロップメント委員会規則

(平成 23 年 3 月 24 日規則第 34 号) 

改正 平成 23 年 3 月 28 日規則第 71 号 平成 23 年 7 月 28 日規則第 95 号 

平成 24 年 12 月 27 日規則第 129 号 平成 26 年 4 月 30 日規則第 59 号 

平成 28 年 3 月 31 日規則第 207 号 平成 28 年 5 月 31 日規則第 334 号

平成 29 年 3 月 31 日規則第 152 号 平成 30 年 3 月 22 日規則第 147 号

平成 30 年 4 月 26 日規則第 194 号 平成 31 年 3 月 28 日規則第 229 号

令和 5年 3月 23 日規則第129 号 令和 6年 3月 27 日規則第97 号 

令和 6年 4月 25 日規則第212 号 

(趣旨) 

第 1 条 熊本大学大学教育統括管理運営機構規則(平成 28 年 5 月 26 日制定)第 20 条第 2項の規

定に基づき、熊本大学ファカルティ・ディベロップメント委員会(以下「委員会」という。)

に関し、必要な事項を定める。 

(組織) 

第 2 条 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 大学教育統括管理運営機構副機構長(以下「副機構長」という。)

(2) 大学教育統括管理運営機構教養教育実施本部長

(3) 半導体・デジタル研究教育機構附属情報統括センター長

(4) 各学部(医学部にあっては、医学科及び保健学科とする。以下同じ。)、情報融合学環、

大学院教育学研究科及び大学院各教育部のファカルティ・ディベロップメント(以下「ＦＤ」

という。)を担当する委員会等から選出された教員 各 1人 

(5) 大学教育統括管理運営機構から選出された教員 1 人

(6) 半導体・デジタル研究教育機構総合情報学部門教授システム学分野から選出された教員

1人

(7) 学生支援部教育支援課長

(8) その他委員長が必要と認めた者

2 前項第 4号の規定にかかわらず、特段の事由(学部等のＦＤを担当する教員が研究科等のＦ

Ｄについても担当する場合等をいう。)がある場合は、学部及び研究科又は学部及び教育部か

ら 1人を選出することができる。 

3 第 1 項第 4号の委員のうち情報融合学環から選出された者は、同項第 6号の委員を兼ねるこ

とができる。 

4 第 1 項第 1号及び第 2号の委員は、同項第 5号の委員を兼ねることができる。 

5 第 1 項第 4 号から第 6 号まで及び第 8 号の委員は、大学教育統括管理運営機構長が委嘱する。 

6 第 1 項第 4号から第 6号まで及び第 8号の委員の任期は、2年とし、再任を妨げない。 

7 第 1 項第 4号から第 6号まで及び第 8号の委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は、

前項の規定にかかわらず、前任者の残任期間とする。 
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(審議事項) 

第 3 条 委員会は、次に掲げる事項について、審議する。 

(1) 教育を中心とした全学的なＦＤの実施に関すること。

(2) その他ＦＤの実施に関し委員長が必要と認めた事項

(委員長等) 

第 4 条 委員会に、委員長及び副委員長を置く。 

2 委員長は、副機構長をもって充てる。 

3 副委員長は、委員長が指名する。 

4 委員長は、委員会を主宰する。 

5 委員長に事故があるときは、副委員長がその職務を代行する。 

(議事) 

第 5 条 委員会は、委員の過半数が出席しなければ、議事を開き、議決することができない。 

2 委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決すると

ころによる。 

(意見の聴取) 

第 6 条 委員長は、必要があるときは、委員以外の者を委員会に出席させ、意見を聴くことが

できる。 

(専門委員会等) 

第 7 条 委員会に、専門的事項を調査審議するため、専門委員会及びワーキンググループを置

くことができる。 

(事務) 

第 8 条 委員会の事務は、学生支援部教育支援課において処理する。 

(雑則) 

第 9 条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定め

る。 

附 則 

この規則は、平成 23 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 23 年 3 月 28 日規則第 71 号) 

この規則は、平成 23 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 23 年 7 月 28 日規則第 95 号) 

この規則は、平成 23 年 8月 1 日から施行する。 

附 則(平成 24 年 12 月 27 日規則第 129 号) 

1 この規則は、平成 25年 4 月 1 日から施行する。 
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2 熊本大学教養教育機構運営委員会教養教育ＦＤ委員会細則(平成 23 年 8 月 1 日制定)は、廃

止する。 

附 則(平成 26 年 4 月 30 日規則第 59 号) 

この規則は、平成 26 年 5月 1 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 3 月 31 日規則第 207 号) 

この規則は、平成 28 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 5 月 31 日規則第 334 号) 

1 この規則は、平成 28年 6 月 1 日から施行する。 

2 この規則施行後、最初に委嘱される第 2 条第 1項第 4号から第 6号まで及び第 8号の委員の

任期は、同条第 4項の規定に関わらず、平成 30年 3 月 31 日までとする。 

3 この規則施行後、平成 28 年 9 月 30 日までの間における委員長は、第 4条第 2項の規定に関

わらず、この規則施行の日の前日に委員長であった者とする。 

附 則(平成 29 年 3 月 31 日規則第 152 号) 

この規則は、平成 29 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 30 年 3 月 22 日規則第 147 号) 

この規則は、平成 30 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 30 年 4 月 26 日規則第 194 号) 

この規則は、平成 30 年 5月 1 日から施行する。 

附 則(平成 31 年 3 月 28 日規則第 229 号) 

この規則は、平成 31 年 4月 1 日から施行する。 

附 則(令和 5年 3月 23 日規則第 129 号) 

この規則は、令和 5年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 3月 27 日規則第 97 号) 

この規則は、令和 6年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 4月 25 日規則第 212 号) 

この規則は、令和 6年 4月 25 日から施行する。 
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令和７年３月３日 

令和７年度 教育学部におけるキャリアガイダンスの実施方法及び教育・指導内容 

教育学部は，「佐賀大学キャリアガイダンス実施方針（平成２３年１月１４日副学長決定）」に

基づき，本学部の学生が卒業後自らの資質を向上させ，社会的及び職業的自立を図るために必要な

能力を培うことを目的として，以下の実施方法及び教育・指導内容をもって，キャリアガイダンス

（社会的・職業的自立に関する指導等）を実施する。 

１．実施方法 

①本学部のキャリアガイダンスは，下表の段階ごとに正課教育と正課外教育及び指導に区分した教

育・指導内容をもって実施する。

②学生•就職委員会は，キャリアガイダンスの教育・指導（下表）を計画•立案し実施する。

③教務委員会は，学生•就職委員会による審議依頼など必要に応じてキャリアガイダンスの教育・

指導に参画する。

④教員又は教員組織は，担当する授業科目（群）の内容に応じたキャリアガイダンスを，授業中又

は機会を設けて適宜実施する。

２．教育・指導内容 

段階 正課教育 正課外教育及び指導 

Ⅰ 

〇大学入門科目 

高等学校までと異なる知識や教養の獲得

法及び教職の意義を確認するため， 

①図書館の利用について

②スタディ（アカデミック）スキル

③キャリアガイダンス

④安全と衛生， 人権に関する教育

⑤話し合い学習

を実施する。 

〇情報基礎演習 Ｉ 

 ラーニングポートフォリオ（ＬＰ）， 教

職カルテ及び就職支援システム（ＪＨＳ）の

説明及び入力指導（入学時）を行う。 

〇新入生オリエンテーション 

 大学生活の留意点及び教職の専門分野に

関わる職種と就職の現状を説明する。 学

部全体で教員就職を支援している点につい

ても触れる。 

〇チューター（教職チューターも兼務）による

個人面談 

学生一人ひとりにチューター及び教職チ

ューターを選任し，ラーニングポートフォ

リオ （ＬＰ），教職カルテ及び就職支援シ

ステム（ＪＨＳ）の入力状況を確認しながら

毎学期個人面談を行い，必要に応じて教員

間の情報共有を行う。 

資料52
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〇教育実践フィールド演習Ⅰ 

 教育現場の参観・子どもとの触れ合いを

通じて教職に対する意識の向上を図るとと

もに，大学４年間の学修への見通しを持た

せるため， 

①学部及び実習校での事前指導（子ども

観察の方法•授業参観の視点， 行政の

教育方針の説明等）

②実習校での体験活動

③学部及び実習校での事後指導（リフレ

クション， 校長講話， 学校観•子ど

も観•教師観の考察， 成果と課題の協

議と報告書作成等）を指導•実施する。 

〇介護等体験（１年次） 

 教職に対する意識の向上を図る一環とし

て佐賀大学教育学部附属特別支援学校にお

ける教育活動を体験させる。 

〇教育学部同窓会（有朋会）主催の教員採用試

験対策講座 

有朋会会員有志の協力を得ながら、教員採

用試験対策の支援を行う。 

〇キャリア教育講話（１年次） 

附属小中学校教員によるキャリア教育講

話を行う。 

Ⅱ 

〇教育実践フィールド演習Ⅱ（２年次） 

 教科別課題指導•実地授業•事後指導を通

じて，教育実践に関する技能（学習指導案

の作成•教材教具の開発•模擬授業•省察の

仕方等）を修得させる。 

〇教育原論（学校支援活動）（２年次） 

 教育原論の授業において学校支援活動を

させ，レポートをまとめさせる。 

〇介護等体験（２年次） 

 教職に対する意識の向上を図る一環とし

て社会福祉施設における介護現場を体験さ

せる。 

〇教育実践フィールド演習Ⅲ（３年次） 

 教科別課題指導及び教育実習中の実地授

業の実施を通じて，教育実践に関する技能

（学習指導案の作成•教材教具の開発•模擬

授業•省察の仕方等）を高めさせる。 

〇チューター及び教職チューターによる個人

面談 

ラーニングポートフォリオ （ＬＰ），教

職カルテ及び就職支援システム（ＪＨＳ）の

入力状況を確認しながら毎学期個人面談を

行い，必要に応じて教員間の情報共有を行

う。 

〇キャリア教育講話（２年次） 

佐賀県教育委員会によるキャリア教育講

話を行う。 

〇キャリアアップセミナー（３年次） 

キャリアセンターと連携して、参加へ向けた

広報を行う。 

〇教採対策支援（シーズンⅠ） 

学部主催の二次試験対策（面接・小論文）

として，「教採対策支援：シーズン Ｉ」を

１２月から実施する。 
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〇教育実習（３年次） 

小学校，中学校及び特別支援学校におい

て教育実習を実施し，教育に関する知識・

技術を， 教育の現場で実際に用い， 検

証させる。 

〇令和５年度教員採用試験実施要項説明会 

佐賀県教育委員会と連携し、令和５年 

度教員採用試験実施要項説明会を実施す

る。 

Ⅲ 

〇教職実践演習 

 教員として必要な基礎的資質の形成につ

いて確認・評価するため，  

①教職カルテに基づく個人面談により教

職課程履修状況の確認

②受講者の主体的取り組みによる， 学

級経営，児童・生徒理解，教科指導等に

関する内容についてのロールプレイ

（役割演技），事例研究，模擬授業等の

企画•実施の指導

③佐賀県教育委員会，佐賀市教育委員

会の職員による講話

を実施する。 

〇教育実習（４年次） 

幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特

別支援学校で教育実習を実施し，教育に関

する知識・技術を， 教育の現場で実際に用

い， 検証させる。 

〇教採対策支援（シーズンⅡ・Ⅲ） 

教員採用試験二次試験対策（面接・小論

文）として、学部主催の「教採対策支援：

シーズンⅡ」を ４月から， 「教採対策

支：シーズンⅢ」を一次試験後の８月に実

施する。Ｔｅａｍｓや掲示等で、各自治体

の採用試験の変更点の周知などを行う。 

〇チューター及び教職チューターによる個人

面談 

ラーニングポートフォリオ （ＬＰ），教

職カルテ及び就職支援システム（ＪＨＳ）の

入力状況を確認しながら毎学期個人面談を

行い，必要に応じて教員間の情報共有を行

う。 

〇佐賀県内自治体の教育関係臨時職員の募集

説明会 

教員採用試験再受験を目指す卒業予定者

を対象として，佐賀県内自治体の教育関係

臨時職員の募集説明会を教育委員会やキャ

リアセンターと連携して実施する。

注）１年次をステージⅠ， ２〜３年次をステージⅡ，４年次をステージⅢ に記載している。 
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熊本大学学士課程教育に期待さ れる学修成果 

資料53
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2025 年度開講 熊本大学キャ リ ア科目 

資料54
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

後期 教養教育 水曜 限KCA1-027-99-0 2025 (B8003) 1 2 3

科目名 講義題目 担当教員( )

キャ リ ア 科目 学校を見つめる 　 学校と 関わる社会の構成員と し ての視点から 八幡彩子 馬場正文3( ? ?)  ,  

学修成果と そ の割合

豊かな教養 ････ 確かな専門性 ････ 創造的な知性 ････ 社会的な実践力 ････ グ ロ ーバルな視野 ････ 情報通信技術1.  20% 2.  15% 3.  15% 4.  20% 5.  10% 6.
の活用力 ････ 汎用的な知力 ････ 10% 7.  10%

授業の形態 講義

授業の方法 毎時間、 レ ジュ メ を も と にし て考える 。

授業の目的
こ の講義を通じ てこ の講義を通じ て 、 学校の基盤と なるのは「 道徳教育」 である こ と を再確認し 、 将来の教師や保護
者や学校を取り 巻く 一員と し て 、 学校に関わっ てい く 力を身に付けら れる よ う キャ リ ア ア ッ プ について考える 。

学修目標

【 水準】A
授業内容を理解し 、 一地域人と し ての学校へのかかわり 方を考える こ と で、 自分のキャ リ ア の積み重ねの目標を持つ
こ と ができ る 。
【 水準】C
授業内容を概ね理解し 、 一地域人と し ての学校へのかかわり 方を考える こ と で、 自分のキャ リ ア の積み重ねよ う と す
る意欲を持つこ と ができ る 。

授業の概要
働き方改革と 学校、 保護者と のかかわり 、 社会と の連携など 、 学校の現状を理解し 、 学校の児童生徒であっ た自分と
こ れから の自分の学校へのかかわり について考えを深める 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

学校と はど んなと こ ろ だ っ たのか1

自分の学校時代の印象に残っ ている こ と から 、 人間形成に
重要だっ た こ と は何だ っ たのか、 自分なり に振り 返る 。 　
毎時間、 講義内容の資料を にア ッ プ する 。 数時間Moodle
ご と に講義の感想等を記入する課題を加え 、 に提Moodle
出する 。 事後の学習については、 教員志望の学生用、 そ の
他の学生用に読んでほし い書籍や資料等を明示する 。

教師の立場から 授業を考える １ ～時間割を ど う 作るか～2 "
カ リ キュ ラ ムを確実に実践し てい く ための教師の準備と 授
業の実際。 小学校の担任制と 中学校の教科担任制を比較す
る 。 加えて 、 授業中の約束について考える 。

3 教師の立場から 授業を考える ２ ～道徳の時間に子供たち"
に何を話すか～

道徳教育を想定し ながら 、 授業参画の視点から 、 授業参観
について考える 。 授業への参加について考える 。 現場の教
師に求めら れる能力について考える 。

4 教師の立場から 授業を考える ３ ～隠れたカ リ キュ ラ ムと 
は何か～

生徒指導と 道徳教育の視点から 、 授業を分析する 。 給食や
掃除を分析する 。 部活動を分析する 。

児童生徒の理解　 １ ～不登校の視点から ～5 専門機関、 保護者、 地域社会を巻き込んだ学校の不登校対
策と 身近な大人のでき る不登校対策について考える 。

児童生徒の理解　 ２ ～いじ めの視点から ～6
専門家や保護者を巻き込んだいじ め対策と 学校の課題につ
いて理解し 、 自分が見聞き し たいじ めについて今一度振り
返る 。 ま た 、 子供の道徳性の発達と いじ めについて考える
。

児童生徒の理解　 ３ ～問題行動の視点から ～7 問題行動の事例から 、 未然防止と し ての教師、 保護者、 地
域社会の大人のかかわり 方を考える 。

危機管理　 １ ～熊本地震の際の学校の初期対応～8
熊本地震の際、 学校は避難所と なっ た事例から 、 地域と の
関係、 保護者と の関係、 学校の拠点と し ての機能を考える
。

危機管理　 ～体罰について考える～9 2 なぜ体罰事案が起こ っ て し ま う のか、 そ の原因と 防止策を
考える 。

危機管理　 ～働き方改革と 学校～10 " 3 学校は「 ブ ラ ッ ク 」 と 言われる が本当にブ ラ ッ ク か。 ど ん
なと こ ろ を ブ ラ ッ ク と 感じ る のかを考える 。

学校の喫緊の課題　 １ ～魔法の言葉「 子供のため 」 ～11 学校任せになら ずに 、 社会で子供を育ててい く ために必要
なこ と は何か、 具体的に考える 。

学校の喫緊の課題　 ２ ～教師を希望する若者の減少～12 " 教師を志す学生が減少し てる現状から 、 教師のやり がい生
き甲斐、 ひいては働く こ と に ついて考える 。

13 キャ リ ア ア ッ プ 　 １ ～キャ リ ア を 積み重ねていく と はど
う いう こ と か～

学校と いう 組織の中での若手の在り 方や、 中堅の先輩と な
る ためには学び続ける こ と が必要である こ と など 、 具体的
に考え理解する 。

14 キャ リ ア ア ッ プ 　 ２ ～キャ リ ア を 積み重ねていく と はど
う いう こ と か～

自分の進路希望に沿っ て 、 自分はど のよ う にキャ リ ア ア ッ
プ し てい く かを 考え 、 多く の学生と シェ ア する 。

自分のこ れから のキャ リ ア ア ッ プ15 時間の講義を振り 返り 、 自ら の考えが変わっ た点や新し15
く 持っ た考え方や生き方など についてま と める 。

授業外学修時間の目安
本科目は、 時間の学修が必要な内容で構成さ れている 。 授業は 時間分（ コ マ ） と なる ため、 時間分相90 30 2h×15 60
当の事前・ 事後学修（ 課題等含む） が、 授業の理解を深める ために必要と なる 。

テ キス ト 毎時間、 資料・ プ リ ン ト を作成し 配布する 。

参考文献 学習指導要領と 解説　 特別活動研究・ 道徳教育（ 月刊誌） 日本教育新聞

履修条件 教員志望ま たは学校教育に興味のある学生

評価方法・ 基準 担当教員が指示する レ ポート ・ 各講義での評価４ ０ ％　 最終レ ポート ６ ０ ％

使用言語 「 日本語」 に よ る授業 ス ラ イ ド を使用し た講義形式の授業 ( )

教科書・ 資料の言語 「 日本語」 のテ キス ト ス ラ イ ド を 使用し た講義形式の授業。 ( )
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実務経験を
活かし た授業

該当 熊本県の公立学校及び教育委員会に長く 勤務し た経験を持つ講師が、 現場での実務経験を活かし て 、 社会人と し (
ての学校と の関わり 方について講義し ま す。 そ し て 、 自分の生き方について考えても ら いま す。 )
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

通年 教育学部 他EEZ1-510-42-0 2025 (00210) 1 2

科目名 講義題目 担当教員( )

教職実践基礎セミ ナー 教職実践基礎セミ ナー( )
八ッ 塚 一郎 吉井貴寿 藤瀬泰司 井福裕俊 松瀬憲 ,  ,  ,  ,  
司 田口浩継 八幡英幸 八幡彩子 山本耕三 髙崎,  ,  ,  ,  , 
文子 苫野一徳 中原雅彦 中尾健一郎 赤木恭子,  ,  ,  ,  ,

北川雅浩 大塚芳生 岡﨑伸一 ,  ,  

学修成果と そ の割合

豊かな教養 ････ 確かな専門性 ････ 創造的な知性 ････ 社会的な実践力 ････1.  20% 2.  40% 3.  10% 4.  30%

授業の形態 演習

授業の方法
教員と し て求めら れる ４ つの事項を踏ま え 、 小学校や中学校等での体験活動と 大学内外での体験に基づく 省察によ る
往還サイ ク ルによ る学習を通し て行う 。

授業の目的
① ②教員と し て求めら れる ４ つの事項「 使命感や責任感、 教育的愛情等に関する事項、 社会性や対人関係能力に関す

③ ④る事項、 幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項、 教科・ 保育内容等の指導力に関する事項」 を 踏ま え 、 実
践的指導力を有する教員と し ての自覚と 基礎的な資質を育成する 。

学修目標

【 水準】A
前期： 学校・ 教育現場の観察・ 体験を通し て 、 現在の学校や教育現場の実態、 児童生徒像について理解を深める 。
後期： 学校・ 教育現場の観察・ 体験を通し て 、 現在の学校や教育現場の実態、 児童生徒像について理解を深める 。 さ
ら に 、 １ 年間の演習を総括し て学校体験を多面的に省察し 、 教育学部における自ら の学びに関する課題を明確化する
。

【 水準】C
合否判定のため 水準に記載し た内容が学習目標の基準と なる 。A
前期： 学校・ 教育現場の観察・ 体験を通し て 、 現在の学校や教育現場の実態、 児童生徒像について理解を深める 。
後期： 学校・ 教育現場の観察・ 体験を通し て 、 現在の学校や教育現場の実態、 児童生徒像について理解を深める 。 さ
ら に 、 １ 年間の演習を総括し て学校体験を多面的に省察し 、 教育学部における自ら の学びに関する課題を明確化する
。

授業の概要
オ リ エ ン テ ーシ ョ ン や講義、 実践的体験活動を通し て 、 教師に求めら れる資質・ 能力や学校教育における教師の役割
など について思考する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

オ リ エ ン テ ーシ ョ ン 授業の概要およ び所属グループ と グ ループ担当教員の確認1

グ ループ ご と の活動（ １ ） 各グ ループ で日時、 場所、 内容を決めて実施2

体験活動ガイ ダ ン ス3 学校体験活動における学び／そ の他の体験活動における学
び／履修のガイ ダ ン ス

グ ループ ご と の活動（ ２ ） 各グ ループ で日時、 場所、 内容を決めて実施4

Ⅰ学校体験活動 の事前指導5 Ⅰ学校体験活動 の目的／体験活動の心構え ・ ルール／体験
活動における学びの意義

Ⅰ学校体験活動 小・ 中学校における学校体験と 省察6

Ⅰ学校体験活動 小・ 中学校における学校体験と 省察7

グ ループ ご と の活動（ ３ ）8 各グループ で日時、 場所、 内容を決めて実施（ 学びのポー
ト フ ォ リ オ の記入ほか）

そ の他の体験活動9
熊本大学教育学部体育祭や熊本県教育委員会から 講師を迎
えての 教育講話／人権教育講話など 、 そ の他の体験活ICT
動に参加

グループ ご と の活動（ ４ ） 各グ ループ で日時、 場所、 内容を決めて実施10

グ ループ ご と の活動（ ５ ） 各グ ループ で日時、 場所、 内容を決めて実施11

Ⅱ学校体験活動 の事前指導12 Ⅱ学校体験活動 の目的／体験活動の心構え ・ ルール／体験
活動における学びの意義

Ⅱ学校体験活動 小・ 中学校における学校体験と 省察13

Ⅱ学校体験活動 小・ 中学校における学校体験と 省察14

総括と 振り 返り 教職実践基礎セミ ナーの振り 返り と 総括／レ ポート 作成15

授業外学修時間の目安
本演習は 時間の学修が必要な内容で構成さ れている 。 授業は 時間分（ コ マ ） と なる ため、 時間分相当90 30 2h×15 60
の事前・ 事後学修（ 課題等含む） が、 授業の理解を深める ために必要と なる 。 各ク ラ ス担任から 提示さ れた演習や体
験活動の振り 返り に取り 組むこ と 。

テ キス ト
共通する テ キス ト は特に指定し ないが、 担当教員によ っ てはグ ループ活動用のテ キス ト を指定する こ と がある 。 ま た
、 必要に応じ て資料を配布する と と も に 、 重要な配付資料については後日、 上でも提供する 。Moodle

参考文献 特になし 。

履修条件

児童・ 生徒と 関わる 「 学校体験活動」 およ び「 そ の他の体験活動」 への参加が必須と なる （ ５ ポイ ン ト 以上を取得
） 。
学校体験活動は、 黒髪小学校、 桜山中学校を中心に 月と 月に実施する 。9 2
そ の他の体験活動については、 対象と なる活動を適宜掲示する ので、 事前申込みを行う と と も に 、 参加後は参加し た
こ と の証明書を各学校や主催者から 発行し ても ら う 。
体験活動における服装や髪型を含む身なり 身だし なみは、 教育実習のルールに準ずる 。 体験活動の前に必ずグループ
の担当教員と 詳細な打ち合わせを完了し ている こ と 。

評価方法・ 基準
体験活動への参加によ り ポイ ン ト 以上を取得し なければなら ない。 ま た 、 自己の目標、 課題を達成する こ と ができ た5
かを 、 レ ポート や体験活動への参加状況・ 態度等で総合的に判断し 、 「 合・ 否」 に よ り 評価する 。

使用言語 「 日本語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語」 のテ キス ト
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

後期 教育学部 他EEZ2-500-42-0 2025 (00190) 2, 3, 4 2

科目名 講義題目 担当教員( )

教育実践研究指導法演習 フ レ ン ド シッ プ 事業 黒山竜太 古賀竣也( )  ,  

学修成果と そ の割合

豊かな教養 ････ 確かな専門性 ････ 創造的な知性 ････ 社会的な実践力 ････ 情報通信技術の活用力 ････ 汎用的な1.  10% 2.  20% 3.  10% 4.  40% 6.  10% 7.
知力 ････ 10%

授業の形態 そ の他

授業の方法 大学外での体験活動と 大学内での体験に基づく 省察によ る往還サイ ク ルによ る ア ク テ ィ ブ ラ ーニ ン グ

授業の目的
種々の体験活動等を通し て、 子ど も たち と ふれあい、 子ど も の気持ちや行動を理解し 、 実践的指導力の基礎を身につ
ける こ と ができ る 。

学修目標

【 水準】A
体験学習の次の５ つの目標を概ね達成でき た 。
体験し た こ と を も と に 、 子ど も と かかわる活動を見直し 修正でき る よ う な「 学び」 に高める こ と 。(1)
子ど も と かかわる活動において、 子ど も を ど う 見るかと いう 「 子ど も を眼る眼」 を高める こ と 。(2)
子ど も に対する見方・ 考え方・ 経験則など の 「 子ど も理解」 にかかわる中身・ 内容を質的に高める こ と 。(3)
子ど も に対する愛情に支えら れた 「 温かい子ど も理解」 ができ る よ う になる こ と 。(4)
さ ら に 、 体験的活動等を通し て体得し た実践的な知識や技術を 、 教育実習等で活かし た り 教育に関する専門的知識(5)

や技術と 統合し たり し て 、 教員と し ての実践的指導力の基礎を身につける 。

【 水準】C
体験学習の次の５ つの目標のう ち つの目標を概ね達成でき た 。3
体験し た こ と を も と に 、 子ど も と かかわる活動を見直し 修正でき る よ う な「 学び」 に高める こ と 。(1)
子ど も と かかわる活動において、 子ど も を ど う 見るかと いう 「 子ど も を眼る眼」 を高める こ と 。(2)
子ど も に対する見方・ 考え方・ 経験則など の 「 子ど も理解」 にかかわる中身・ 内容を質的に高める こ と 。(3)
子ど も に対する愛情に支えら れた 「 温かい子ど も理解」 ができ る よ う になる こ と 。(4)
さ ら に 、 体験的活動等を通し て体得し た実践的な知識や技術を 、 教育実習等で活かし た り 教育に関する専門的知識(5)

や技術と 統合し たり し て 、 教員と し ての実践的指導力の基礎を身につける 。

授業の概要
教育学部学生がボラ ン テ ィ ア と し て 、 熊本市内の公民館、 熊本市教育委員会生涯学習課、 熊本県生涯学習推進セン タ
ー等と 連携・ 協力し ながら 、 子ど も と かかわる種々の体験的活動等を自主的・ 主体的に企画・ 実施し 、 体験的活動等
を通し て 、 主と し て公立小・ 中学校の子ど も たち と 触れ合い、 子ど も の気持ちや行動を理解でき る よ う になる 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

1

１ オ リ エ ン テ ーシ ョ ン 　 時間(1 )

２ 子ど も と かかわる体験と そ れに基づく 省察 時間 (26
以上)

３ レ ポート 時間 (2 )

４ そ の他の活動 ２ 時間以上( )

１ 　 履修説明会

２ － 大学外での体験活動 時間以上(1)  (16 )
子ど も と 直接かかわる活動1)
活動の企画・ 実施・ 振返り ・ 報告2)

２ － 体験に基づく 省察 時間以上(2)  (10 ) 
子ど も と かかわる活動の振返り1)
シン ポジウ ムでの報告と ま と め2)

３ 　 課題　 「 子ど も の行動やそ の裏側にある気持ち につい
て理解でき た こ と 」

４ 　 連携協力機関関係者と の打合せ、 報告書の作成・ 編集
ほか

授業外学修時間の目安

（ そ の他の体験活動で２ 単位のも の ）
本科目は、 次の４ つの活動から なり 、 時間の学修が必要な内容で構成さ れている 。90
土曜・ 日曜・ 祝日のう ち 、 市内公民館他で子ど も と 実際にかかわる活動に最低 日参加する こ と 。(1) 2
水曜日 限 ： ～ ： に 、 教育学部で子ど も と かかわる活動の企画と 活動後の振返り ・ 報告ま での一連の流(2) 6 18 00 20 00

れを最低 回体験する こ と 。2
月上旬の 日、 教育学部で体験報告と 課題討議を行う 学生自主企画シン ポジウ ムに参加する こ と 。(3) 3 1
そ の他、 必要に応じ て授業時間外に週 回程度， 教育学部内で学生間での打合せと 諸連絡を行う こ と 。(4) 1

テ キス ト
『 熊本大学教育学部フ レ ン ド シッ プ 事業実施成果報告書』 （ 平成 年度～前年度） よ り 子ど も理解に関する エ ピ ソ ード9
や課題等を抜粋し 、 必要に応じ て随時教材・ 資料と し て活用する 。

参考文献 『 熊本大学教育学部フ レ ン ド シッ プ 事業実施・ 成果報告書』 （ 平成 年度～前年度）9

履修条件

オ リ エ ン テ ーシ ョ ン を 後期のはじ めに行う ので、 掲示等の情報に注意する こ と 。 ま た 、 保険（ 財団法人スポーツ 安全
協会） への加入を義務づける 。 履修状の留意点は次のと おり 。
土曜・ 日曜・ 祝日のう ち 、 市内公民館他で子ど も と 実際にかかわる活動に最低 日参加する こ と 。(1) 2
水曜日 限 ： ～ ： に 、 教育学部で子ど も と かかわる活動の企画と 活動後の振返り ・ 報告ま での一連の流(2) 6 18 00 20 00

れを最低 回体験する こ と 。2
月上旬の 日、 教育学部で体験報告と 課題討議を行う 学生自主企画シン ポジウ ムに参加する こ と 。(3) 3 1
そ の他、 必要に応じ て授業時間外に週 回程度， 教育学部内で学生間での打合せと 諸連絡を行う こ と 。(4) 1

評価方法・ 基準

体験活動状況と レ ポート に よ り 評価する 。(1)
体験活動状況の評価は、 大学外での体験活動（ 最低 時間） と 大学内での体験に基づく 省察（ 最低 時間(2) (1) 16 (2) 10

） を も と に 、 合計時間数が「 時間以上＝合格」 と する 。26
レ ポート 課題によ る評価は、 「 体験し た具体的なエ ピ ソ ード を も と に 、 子ど も から 学んだ こ と と 次の活動で活か(3) S=

せた こ と の記述がある 」 「 体験し た具体的なエ ピ ソ ード を も と に 、 子ど も から 学んだこ と の記述がある 」 「 体験A= B=
し た具体的なエ ピ ソ ード の記述がある 」 「 体験し た具体的なエ ピ ソ ード 、 子ど もから 学んだこ と 、 次の活動で活かC=
せた こ と の記述がない」 「 未提出」 の基準によ り 評価する 。x=

使用言語 「 日本語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語」 のテ キス ト

実務経験を
活かし た授業

該当 熊本市内の公民館と の連携協力によ り 、 子ど も と かかわる体験活動を社会教育主事の指導助言のも と で実施する (
。 )
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

前期 教育学部 他EEZ3-505-41-0 2025 (00200) 3 2

科目名 講義題目 担当教員( )

教育臨床体験演習 教育臨床体験演習 藤中隆久 黒山竜太( )  ,  

学修成果と そ の割合

創造的な知性 ････ 社会的な実践力 ････3.  50% 4.  50%

授業の形態 実習及び実技

授業の方法 対面授業及びそ の他の方法

授業の目的

教育相談や生徒指導に関連し て 、 現代の教育現場における様々な課題の中でも ク ロ ーズア ッ プ さ れている不登校の児
童・ 生徒の理解と 支援に関し て体験的に実態を学び、 教師と し ての資質向上を図る 。 具体的には熊本市と の連携事業
と し て行っ ているユア ・ フ レ ン ド 事業での研修と 体験活動を通し て、 教育相談や生徒指導に関し ての児童生徒の理解
と 知識・ 技能の習得を深める 。

学修目標

【 水準】A
教育相談や生徒指導に関連し て 、 現代の教育現場における様々な課題の中でも ク ロ ーズア ッ プ さ れている不登校の児
童・ 生徒の理解と 支援に関し て体験的に実態を学び、 教師と し ての資質向上を図る 。 具体的には熊本市と の連携事業
と し て行っ ているユア ・ フ レ ン ド 事業での研修と 体験活動を通し て、 教育相談や生徒指導に関し ての児童生徒の理解
と 知識・ 技能の習得を深める 。
【 水準】C
教育相談や生徒指導に関連し て 、 現代の教育現場における様々な課題の中でも ク ロ ーズア ッ プ さ れている不登校の児
童・ 生徒の理解と 支援に関し て体験的に実態を学び、 教師と し ての最低限の資質向上を図る 。 具体的には熊本市と の
連携事業と し て行っ ているユア ・ フ レ ン ド 事業での研修と 体験活動を通し て、 教育相談や生徒指導に関し ての最低限
の児童生徒の理解と 知識・ 技能の習得を深める 。

授業の概要 熊本市教育委員会と 『 教育学部が連携し ておこ なっ ている ユア ・ フ レ ン ド 事業の体験活動と 活動のま と めを通し て得
ら れた体験的知識の習得につ と める 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

活動内容の確認1
１ ． ユア ・ フ レ ン ド 登録時の事前研修（ コ マ ）1.5
ユア ・ フ レ ン ド 事業の概要、 不登校児の理解と 支援法につ
いての概論を学ぶ。

活動体験１2

２ ． 過去 年間の意見交換会等の研修会への出席（ 前期は2
月末頃、 後期は 月末頃実施） 各 コ マ 回　 計 コ マ9 1  1.5 ×4 6
プ ラ イ バシーの保護に留意し ながら 、 各人の体験し た こ と
や得たこ と を 小集団討議を行いながら 情報交換し 、 共有知
識や技能を深める 。

活動体験２3
３ ． 活動体験と そ の記録（ コ マ 相当）6
実際の活動については、 そ の都度概要や ヶ 月ご と に日時1
や頻度等について、 プ ラ イ バシー保護に注意し ながら 所定
の様式に基づいて活動記録を作成する 。

活動体験３4
４ ． レ ポート 提出（ コ マ ）1.5
注： １ は 年目のみ、 ２ と ３ は 年目実施で各 コ マ 、 . 1 . . 1,2 6
４ は 年目に実施. 2

活動体験４ 活動体験を重ね、 学びを深める5

活動体験５ 活動体験を重ね、 学びを深める6

活動体験６ 活動体験を重ね、 学びを深める7

活動体験７ 活動体験を重ね、 学びを深める8

活動体験８ 活動体験を重ね、 学びを深める9

活動体験９ 活動体験を重ね、 学びを深める10

活動体験１ ０ 活動体験を重ね、 学びを深める11

活動体験のま と め１ 活動体験を レ ポート に ま と める12

活動体験のま と め２ 活動体験を レ ポート に ま と める13

活動体験のま と め３ 活動体験を レ ポート に ま と める14

活動体験のま と め４ 活動体験を レ ポート に ま と める15

授業外学修時間の目安
本科目は、 時間の学修が必要な内容で構成さ れている 。 授業は 時間分と なる ため、 時間分相当の事前・ 事後学90 30 60
修（ 課題等含む） が、 授業の理解を深める ために必要と なる 。

テ キス ト ユア ・ フ レ ン ド 事業手引書　 他

参考文献

河合隼雄編著「 不登校」 金剛出版。 東山紘久・ 藪添龍一著「 学校カ ウ ン セリ ン グ の実際」 創元社。 等
中央教育審議会答申「 青少年の奉仕活動・ 体験活動の推進方策等について 」H14.7.29 

(http:/ / www.mext.go.jp/ b_menu/ shingi/ chukyo/ chukyo0/ gijiroku/ 001/ 020702a.htm)
不登校問題に関する調査研究協力者会議報告｢今後の不登校への対応のあり 方について （ 報告） ｣H15.4.11 

(http:/ / www.mext.go.jp/ b_menu/ public/ 2003/ 03041134.htm)

履修条件 教育学部３ 年生以上でユア ・ フ レ ン ド 事業に 年以上携わっ ている学生2

評価方法・ 基準

ユア ・ フ レ ン ド 活動体験の評価は、 年間以上の活動の積み上げ方式で、 履修登録は認定を希望する ３ 年次か４ 年次の2
４ 月に行う 。
評価については授業内容の１ ～２ に関する レ ポート や活動状況、 ３ に関する ユア ・ フ レ ン ド 活動記録簿の作成提出状. . .
況、 及び４ 最終レ ポート 等を基に累加的・ 総合的に評価する 。.

使用言語 「 日本語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語」 のテ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

第 タ ーム 教育学部 火曜 限EEZ3-600-42-0 2025 4 (00220) 3 1 3

科目名 講義題目 担当教員( )

初等教育課題探究 初等教育における諸課題の探究( )
藤井美保 跡上史郎 村田貴広 松瀬憲司 八幡英幸 ,  ,  ,  ,  
春田直紀 田邊力 髙崎文子 籾原幸二 中迫由実,  ,  ,  ,  ,  ,
今井伸和 苫野一徳 高岸幸弘 本吉大介 山下真里 ,  ,  ,  ,  

波多江俊介,  

学修成果と そ の割合

豊かな教養 ････ 確かな専門性 ････ 創造的な知性 ････ 社会的な実践力 ････ 情報通信技術の活用力 ････ 汎用的な1.  15% 2.  30% 3.  15% 4.  15% 6.  10% 7.
知力 ････ 15%

授業の形態 講義・ 演習

授業の方法 グループ学習（ グループ での調査やプ レ ゼン テーシ ョ ン 、 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 等） を 基本と する

授業の目的
現代的教育課題や学級経営を めぐ る多様なテ ーマ の中から 一つを選択し 、 教科・ 領域横断的あるいは総合的に学ぶと
と も に探究的態度や方法を修得する こ と を 目的と する 。

学修目標

【 水準】A
１ ． 現代的教育課題や学級経営など を めぐ る テーマ について 、 深く 理解し ている
２ ． グループ で協力・ 協働し ながら 自律的に学びを深める こ と ができ る
３ ． グループ での学習結果を効果的にプ レ ゼン テ ーシ ョ ン する こ と ができ る
４ ． グループ あるいはク ラ ス全体での討論において積極的に発言し建設的な議論ができ る

【 水準】C
１ ． 現代的教育課題や学級経営など を めぐ る テーマ について 、 最低限の理解ができ ている
２ ． グループ で協力・ 協働し ながら 学ぶこ と ができ る
３ ． グループ での学習結果を そ れなり に プ レ ゼン テ ーショ ン する こ と ができ る
４ ． グループ あるいはク ラ ス全体での討論に参加し 発言でき る

授業の概要
３ 年次前期ま での学修を基礎と し て 、 ま た教育実習での経験と 学びを ふま えて自己の課題意識を も と に授業テーマ を
（ 各担当教員が独自に設定し たテ ーマ の中から ） 選択する 。 グ ループ での調査やプ レ ゼン テ ーショ ン 、 デ ィ ス カ ッ シ
ョ ン など を通じ て、 テ ーマ についての深い理解と 探究的態度や方法を獲得する 。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

オ リ エ ン テ ーシ ョ ン 授業の概要と 履修上の注意など1

グ ループ での調査 グループ ご と に文献調査や現地調査を行う など2

調査結果の検討 調査結果を グループ で検討し 、 発表の方向性を決める など3

発表の準備 グループ ご と に発表の準備を する など4

グ ループ ご と の発表と 討論 学習結果のプ レ ゼン テ ーショ ン と 討論など5 (1)

グ ループ ご と の発表と 討論 学習結果のプ レ ゼン テ ーショ ン と 討論など6 (2)

グ ループ ご と の発表と 討論 学習結果のプ レ ゼン テ ーショ ン と 討論など7 (3)

授業のま と め 全体のふり かえ り と 学びの共有など8

授業外学修時間の目安
本科目は１ 単位科目であり 、 全体で 時間分の学修が必要である 。 授業では 時間分の学修を行い、 残り 時間分は45 15 30
授業時間外に個人別ある いはグ ループ単位で学修を行う 。

テ キス ト 各ク ラ ス ご と に担当教員が指示する

参考文献 各ク ラ ス ご と に担当教員が紹介する

履修条件

小学校専攻の必修科目である が、 教科教育専攻及び特別支援教育コ ース の学生も希望者は履修する こ と ができ る 。 た
だ し 、 小学校専攻の学生が優先さ れるので、 希望する テーマ を履修でき る と は限ら ない。 小学校専攻の学生は、 月の4
履修登録期間に必ず履修登録を する こ と 。 教科専攻及び特別支援教育コ ースの学生は、 後期履修登録・ 修正期間に登
録する こ と 。

評価方法・ 基準 授業中のグループ活動への貢献度、 プ レ ゼン テーシ ョ ン の完成度、 討論における積極的な発言など を総合的に評価す
る 。

使用言語 「 日本語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語」 のテ キス ト ク ラ ス によ っ ては英語文献等を使用する可能性もある ( )

実務経験を
活かし た授業

非該当

資料61
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

第 タ ーム 教育学部 金曜 限EEZ3-605-42-0 2025 2 (00230) 3 1 5

科目名 講義題目 担当教員( )

小学校教科指導探究（ 国語） 教育実習に向けた小学校国語科の授業開発・ 実践力向上 北川雅浩 仁野平智明( )  ,  

学修成果と そ の割合

確かな専門性 ････ 創造的な知性 ････ 社会的な実践力 ････ 情報通信技術の活用力 ････2.  50% 3.  30% 4.  10% 6.  10%

授業の形態 演習

授業の方法 授業内で演習に取り 組む

授業の目的
こ れま での講義等で学修し てき た こ と を 総合し て授業づく り に取り 組み、 教育実習に向けて小学校国語科の授業開発
・ 実践力向上を図る

学修目標

【 水準】A
・ 育成すべき資質・ 能力を意識し ながら 、 先行研究等も活用し 、 教材研究を深める こ と ができ る 。
・ 児童の発達段階等の実態を考慮し た指導を考案し 、 模擬授業等を実施する こ と ができ る 。
・ 積極的に検討会に参加し 、 国語科教育の理論に基づいた趣旨の発言を する と と も に 、 自身の実践力向上に活かそ う
と する こ と ができ る 。
【 水準】C
・ 育成すべき資質・ 能力を意識し ながら 、 教材研究に取り 組むこ と ができ る 。
・ 担当する教材に関し ての指導案を考案し 、 模擬授業等を実施する こ と ができ る 。
・ 検討会で自身の気づき や考えを述べ、 実践力向上に活かそ う と する こ と ができ る 。

授業の概要
具体的な教材の分析や指導方法の開発・ 検討を行い、 小学校国語科の授業づく り に ついて実際の授業実践に向けた応
用に取り 組む

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

オ リ エ ン テ ーシ ョ ン1 本科目の概要を理解する 。 担当の学年や教材を確認し 、 グ
ルーピ ン グ する 。

教科書教材の分析と 教材研究2 単元を通し て身に付けたい力や達成し た姿を想定し ながら
、 教材研究を実施する 。

単元計画の協議3 児童のつま ずき や学びのつながり を考慮し 、 単元の学習過
程を計画する 。

①本時案の検討4 作成し てき た指導案を グ ループ で検討し あい、 模擬授業に
向けた改善点を導出する 。

②本時案の検討5 作成し てき た指導案を グ ループ で検討し あい、 模擬授業に
向けた改善点を導出する 。

指導案の協議と ブ ラ ッ シュ ア ッ プ6 作成し てき た指導案を グ ループ で検討し あい、 模擬授業に
向けた改善点を導出する 。

①模擬授業と 検討会7 作成し た指導案に基づき模擬授業を実施し 、 改善を求めて
検討する 。

②模擬授業と 検討会8 作成し た指導案に基づき模擬授業を実施し 、 改善を求めて
検討する 。

授業外学修時間の目安
本科目は、 １ 単位科目である ため、 全体で 時間分の学修が必要な内容で構成さ れている 。 授業時間外の学修につい45
ては、 模擬授業の立案・ 準備等に各自で用いる こ と 。

テ キス ト 小学校学習指導要領解説　 国語編

参考文献 授業内で紹介する

履修条件 「 小学校教科指導探究」 で国語科に配当さ れた者

評価方法・ 基準
授業への参加態度、 作成し た指導案及び模擬授業等を総合的に判断し て評価する 。
評価配分は、 授業への参加態度 ％、 作成し た指導案及び模擬授業等 ％と する 。50 50

使用言語 「 日本語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語」 のテ キス ト

実務経験を
活かし た授業 該当 学校現場における教員経験がある者が、 そ の経験を活かし て 、 指導案作成や授業実施の方法等を指導する 。 ( )
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科目ナン バー 年度・ 学期 時間割所属・ 時間割コ ード 開講年次 単位数 曜日・ 時限

第 タ ーム 教育学部 金曜 限EEZ3-700-42-0 2025 1 (00285) 3 1 3

科目名 講義題目 担当教員( )

Ⅰ実技系教科指導探究 探究科目（ 実技系実践活動） 田口浩継 八幡彩子( )  ,  

学修成果と そ の割合

豊かな教養 ････ 確かな専門性 ････ 創造的な知性 ････ 社会的な実践力 ････ グ ロ ーバルな視野 ････ 情報通信技術1.  10% 2.  20% 3.  20% 4.  20% 5.  10% 6.
の活用力 ････ 汎用的な知力 ････ 10% 7.  10%

授業の形態 講義・ 演習

授業の方法 対面授業

授業の目的

現代社会は、 少子高齢化や多文化共生、 地球規模での環境問題や貧困問題、 大規模災害・ 感染症への対応等、 特定の
分野を超えた さ ま ざ ま な課題に直面し ている 。 こ れから の教育には、 こ う し た新し い問題の解決に粘り 強く 取り 組む
問題解決力の育成が求めら れる 。 本授業では、 地域が直面し ている課題を取り 上げ、 問題解決に資する プ ロ ジェ ク ト
の展開を通し て 、 問題解決力と プ ロ ジェ ク ト の構案・ 指導力の育成を めざす。

学修目標

【 水準】A
各グループ で協力し て 、 地域の課題解決に資する プ ロ ジェ ク ト の立案・ 実施・ 効果の検証等に取り 組み、 地域の課題
解決に向けた提案ができ る 。 ま た 、 一連の活動を通し て、 プ ロ ジェ ク ト の構案過程を理解する 。
【 水準】C
グ ループ で協力し て 、 プ ロ ジェ ク ト の立案ができ る 。

授業の概要
地球規模での環境問題、 大規模災害、 少子高齢化、 バリ ア フ リ ー、 多文化共生、 など 、 熊本県・ 市が優先課題とSDGs
し て取り 組んでいる テ ーマ を グ ループ ご と に つ設定し 、 問題に資する プ ロ ジェ ク ト の立案・ 実施・ 効果の検証等に取1
り 組む。

各回の授業内容

回 月日 授業テーマ 内容概略

①授業解説・ プ ロ ジェ ク ト テ ーマ の設定1 本授業の解説と グループ分け、 探究活動の概要、 プ ロ ジェ
①ク ト テ ーマ の設定

①実施計画の立案・ 実行 プ ロ ジェ ク ト の実施計画の立案・ 実行2

①プ ロ ジェ ク ト のま と め プ レ ゼン テ ーシ ョ ン ソ フ ト を 活用し た実践のま と め3

①プ ロ ジェ ク ト の発表会4 ①プ ロ ジェ ク ト テ ーマ について 、 グ ループ ご と での発表と
振り 返り

②プ ロ ジェ ク ト テ ーマ の問題設定を考える 熊本市の生活問題について知る5

②プ ロ ジェ ク ト の課題設定と 計画立案6 グ ループ ご と に 、 課題を設定し 、 現地調査等の計画を立て
る

②プ ロ ジェ ク ト の実行7 グ ループ ご と に 、 ま ち ある き など 現地調査を実行し 、 発表
準備に取り 組む。

発表会と ま と め 各グループ での発表と 振り 返り ・ 評価8

授業外学修時間の目安
・ 本科目は、 時間の学修が必要な内容で構成さ れている 。 授業は 時間分（ コ マ ） と なる ため、 時間分相45 16 2h×8 29
当の事前・ 事後学修（ 課題等含む） が、 授業の理解を深める ために必要と なる 。

テ キス ト 利用し ない

参考文献 利用し ない

履修条件 特になし

評価方法・ 基準
探究活動への意欲・ 問題解決への取組（ ％） 、 プ ロ ジェ ク ト の発表内容（ ％） を も っ て評価する 。 プ ロ ジェ ク ト50 50
の評価基準については授業冒頭で周知する 。

使用言語 「 日本語」 に よ る授業

教科書・ 資料の言語 「 日本語」 のテ キス ト

実務経験を
活かし た授業

非該当
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○熊本大学進路支援委員会規則

(平成16年4月1日規則第127号)
改正 平成17年3月31日規則第100号 平成17年7月12日規則第116号

平成22年9月30日規則第215号 平成24年12月27日規則第127号

平成28年3月31日規則第205号 平成30年3月22日規則第77号

平成31年3月29日規則第99号 令和6年3月27日規則第95号

令和6年4月25日規則第211号

(趣旨)

第1条　この規則は、熊本大学大学教育統括管理運営機構規則（平成28年5月26日制

定）第20条第2項の規定に基づき、熊本大学進路支援委員会（以下「委員会」と

いう。）に関し必要な事項を定める。

(組織)

第2条　委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。

(1) 大学教育統括管理運営機構長（以下「機構長」という。）

(2) 文学部、法学部及び大学院社会文化科学教育部の学生の就職に関する委員

会(当該委員会を置かない学部等にあっては、就職に関する担当教員。次号か

ら第5号までにおいて同じ。)から選出された者　3人

(3) 教育学部及び大学院教育学研究科の学生の就職に関する委員会から選出さ

れた者　1人

(4) 理学部、工学部、情報融合学環及び大学院自然科学教育部の学生の就職に

関する委員会から選出された者　2人

(5) 医学部、薬学部、大学院医学教育部、大学院保健学教育部及び大学院薬学

教育部の学生の就職に関する委員会から選出された者　3人

(6) 大学教育統括管理運営機構の専任教員のうちから選出された者　1人

(7) 学生支援部長

(8) その他委員長が必要と認めた者

2　前項第2号から第6号まで及び第8号の委員は、機構長が委嘱する。

3　第1項第2号から第6号まで及び第8号の委員の任期は、2年とし、再任を妨げな

い。

4　第1項第2号から第6号まで及び第8号の委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の

任期は、前項の規定にかかわらず、前任者の残任期間とする。

(審議事項)

第3条　委員会は、次に掲げる事項を審議する。

(1) 学生の就職支援に関すること。

(2) 学生の進路相談に関すること。

(3) その他進路支援に関し委員長が必要と認めた事項

(委員長)

第4条　委員会に、委員長を置き、機構長をもって充てる。

2　委員長は、委員会を招集し、その議長となる。

3　委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代

行する。

(議事)

第5条　委員会は、委員の過半数が出席しなければ、議事を開き、議決することが

できない。

2　委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長

の決するところによる。

(意見の聴取)

第6条　委員長は、必要があるときは、委員以外の者を委員会に出席させ、意見を

聴くことができる。

(専門委員会等)

資料70
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第7条　委員会に、専門委員会、部会及びワーキンググループを置くことができ

る。

2　専門委員会、部会及びワーキンググループに関し必要な事項は、委員長が別に

定める。

(事務)

第8条　委員会の事務は、学生支援部就職支援課において処理する。

(雑則)

第9条　この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長

が別に定める。

附　則

1　この規則は、平成16年4月1日から施行する。

2　熊本大学医療技術短期大学部が存続する間は、第1条中「(以下「本学」とい

う。)」を「(熊本大学医療技術短期大学部を含む。以下「本学」という。)」と

して、この規則を適用する。

3　熊本大学医療技術短期大学部が存続する間は、第2条第1項第2号の規定にかかわ

らず、熊本大学医療技術短期大学部の就職に関する担当教員1人を同号の委員と

して加えるものとする。

附　則(平成17年3月31日規則第100号)

この規則は、平成17年4月1日から施行する。

附　則(平成17年7月12日規則第116号)

この規則は、平成17年7月12日から施行する。

附　則(平成22年9月30日規則第215号)

この規則は、平成22年10月1日から施行する。

附　則(平成24年12月27日規則第127号)

この規則は、平成25年4月1日から施行する。

附　則(平成28年3月31日規則第205号)

この規則は、平成28年4月1日から施行する。

附　則(平成30年3月22日規則第77号)

この規則は、平成30年4月1日から施行する。

附　則(平成31年3月29日規則第99号)

この規則は、平成31年4月1日から施行する。

附　則(令和6年3月27日規則第95号)

この規則は、令和6年4月1日から施行する。

附　則(令和6年4月25日規則第211号)

この規則は、令和6年4月25日から施行する。
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○熊本大学大学教育統括管理運営機構附属教職総合センター規則

(令和 4年 2月 24 日規則第 15 号) 

改正 令和6年 2月6日規則第12号 令和6年 3月27 日規則第140 号 

(趣旨) 

第 1 条 この規則は、熊本大学学則(平成 16 年 4 月 1 日制定)第 8 条の 5 第 3 項の規定に基づき、

熊本大学大学教育統括管理運営機構附属教職総合センター(以下「センター」という。)に関

し必要な事項を定める。 

(目的) 

第 2 条 センターは、熊本大学(以下「本学」という。)における教職課程の充実及び質の向上

を推進するとともに、熊本県内の教育行政組織、教職課程を置く他大学等(以下「関係機関」

という。)との連携を強化することにより、地域における初等中等教育の発展に資することを

目的とする。 

(業務) 

第 3 条 センターは、次に掲げる業務を行う。 

(1) 教職課程の全学的運営方針の立案及び内部質保証に関すること。

(2) 教職課程のカリキュラム編成方針の策定に関すること。

(3) 関係機関との連携に関すること。

(4) 教職実践科目の計画及び運営に関すること。

(5) 学校教員への就職に関する指導その他の教職指導の計画及び運営に関すること。

(6) 学校教員の資質及び能力の向上の支援に関すること。

(7) その他センターの目的を達成するために必要な事項

(部門) 

第 4 条 センターに、次に掲げる部門を置く。

(1) 教職企画調整部門

(2) 教員養成部門

(3) 地域連携・教職支援部門

(職員) 

第 5 条 センターに、次に掲げる職員を置く。

(1) センター長

(2) 副センター長

(3) 併任教員

(4) その他必要な職員

(センター長)

第 6 条 センター長は、大学教育統括管理運営機構長(以下「機構長」という。)をもって充て

る。 

2 センター長は、センターの業務を統括する。 
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(副センター長) 

第 7 条 副センター長は、教育学部副学部長から機構長が指名する者及び大学教育統括管理運

営機構(以下「機構」という。)の専任の教員から機構長が指名する者をもって充てる。 

2 副センター長は、センター長の職務を補佐する。 

3 副センター長(機構の専任の教員である者に限る。次項において同じ。)の任期は、2 年とし、

再任を妨げない。 

4 副センター長に欠員が生じた場合の補欠の副センター長の任期は、前項の規定にかかわらず、

前任者の残任期間とする。 

(併任教員) 

第 8 条 併任教員は、本学の専任の教員であって、教職課程において教育を担当するものから、

機構長の推薦に基づき、学長が任命する。 

(部門長) 

第 9 条 各部門に部門長を置き、併任教員から機構長が指名する者をもって充てる。 

2 部門長は、部門の業務を総括する。 

(管理運営) 

第 10 条 センターの管理運営は、大学教育統括管理運営機構教育管理委員会において行う。

(教職運営委員会) 

第 11 条 センターに、教職課程に関する実務的事項を審議するため、教職運営委員会を置く。

2 教職運営委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

(専門委員会) 

第 12 条 部門に、専門的事項を審議するため、専門委員会を置くことができる。 

2 専門委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

(事務) 

第 13 条 センターの事務は、教職課程を置く学部若しくは学環又は大学院研究科若しくは大学

院教育部の事務をつかさどる各課の協力を得て、学生支援部教育支援課において処理する。 

(雑則) 

第 14 条 この規則に定めるもののほか、センターの運営に関し必要な事項は、機構長が別に定

める。 

附 則 

この規則は、令和 4年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 2月 6日規則第 12 号) 

この規則は、令和 6年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和 6年 3月 27 日規則第 140 号) 

この規則は、令和 6年 4月 1日から施行する。 
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○熊本大学大学教育統括管理運営機構附属教職総合センター地域連携・教職支援部門専

門委員会細則 

(令和 6年 2 月 6日細則第 5号) 

(趣旨) 

第 1 条 この細則は、熊本大学大学教育統括管理運営機構附属教職総合センター規則（令和 4

年 2月 24 日制定）第 12 条第 2項の規定に基づき、熊本大学大学教育統括管理運営機構附属

教職総合センター地域連携・教職支援部門専門委員会（以下「専門委員会」という。）に関

し必要な事項を定める。 

(組織) 

第 2 条 専門委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 地域連携・教職支援部門長

(2) 文学部及び理学部から選出された教員 各 2人

(3) 工学部又は情報融合学環から選出された教員 2 人

(4) 教育学部厚生・就職委員会委員長

(5) その他委員長が必要と認めた者

2 前項第 2号、第 3号及び第 5号の委員は、大学教育統括管理運営機構長が委嘱する。 

3 第 1 項第 2号、第 3号及び第 5 号の委員の任期は、2年とし、再任を妨げない。 

4 第 1 項第 2号、第 3号及び第 5 号の委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は、前項の

規定にかかわらず、前任者の残任期間とする。 

(審議事項) 

第 3 条 専門委員会は、次に掲げる事項を審議する。 

(1) 教職への就職に係る関係機関との連携に関すること。

(2) 教職指導の計画及び運営に関すること。

(3) その他地域連携及び教職支援に関し必要な事項

(委員長) 

第 4 条 専門委員会に、委員長を置き、地域連携・教職支援部門長をもって充てる。 

2 委員長は、専門委員会を招集し、その議長となる。 

3 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。 

(議事) 

第 5 条 専門委員会は、委員の過半数が出席しなければ、議事を開き、議決することができな

い。 

2 専門委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決

するところによる。 

(意見の聴取) 

第 6 条 委員長は、必要があるときは、委員以外の者を専門委員会に出席させ、意見を聴くこ

とができる。 
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(報告) 

第 7 条 委員長は、議事の内容を教職運営委員会に報告するものとする。 

(事務) 

第 8 条 専門委員会の事務は、学生支援部教育支援課において処理する。 

(雑則) 

第 9 条 この細則に定めるもののほか、専門委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に

定める。 

附 則 

この細則は、令和 6年 4月 1日から施行する。 
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